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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　九月十四日（金曜日）　十四時二十三分　東京都庁第二本庁舎九階

　プルルルルルル───。

　けたたましく鳴るＩＰ電話の呼び出し音に、都庁港湾局の用地活用担当課長代理梶かじ山やまは、ネクタイを緩めながらうんざり顔で受話器を取った。

「はい、臨海開発部誘致促進課……」

《毎朝新聞の山やま花はなと申します。誘致促進課長はご在席ですか？　有あり明あけにできた巨大空洞の件でお伺いしたいのですが》

　またか……。

　最初の五件くらいは問い合わせ数をカウントしていたが、途中からもう諦めていた。課長の机は電話があったことを知らせる付箋だらけで、もはや書類を広げるスペースもない。

「あー、申し訳ございません。あいにく課長は会議に出ておりまして──」

《それじゃあ話の分かる人お願いします。課長じゃなくても誰かいるでしょ》

　いい加減にしろよ、こいつ……。

　プレス対応は課長案件だ。そんなことくらい向こうも当然承知しているはず。

　天下の大手紙に勤めているくらいだから、きっといい大学を出てるんだろうに、どうしてこんなクレーマーまがいの物言いができるんだ……。

　粘る記者を何とか口八丁手八丁で抑え込んだ梶かじ山やまは、受話器を叩たたきつけるように置いた。

　白髪の目立つ頭を搔かきながら課内を見回すと、あちこちで同じように電話対応している職員の姿が目に付く。

「いえ、ですからその件はまだ調査中でございまして──」

「もう少しお時間を頂かないと、すぐにお答えは──」

　執務室の壁に据え付けられた液晶テレビでは、若い女性リポーターが深刻そうな面持ちでマイクを握り締めている。

《ご覧ください。マンションの目の前に、直径五十ｍほどの巨大な穴が開いています。普段は静かなこの有あり明あけ地域一帯も、いまは警察官が詰めかけ、物々しい空気が漂っています》




　──それが開いたのは、昨日の深夜のことだった。




　物音も立てず、振動一つ起こさず、巨大な空洞が、高級タワーマンションの目の前に忽こつ然ぜんと姿を現したのだ。

　陥没の瞬間を目撃した住人はいないが、入手した情報を総合すると、穴が開いたのは本日未明、午前三時頃であろうと推測される。

《穴の中には霧のようなものが立ち込めており、深さは分かりません。埋め立て工事を施せ工こうした東京都によると、現在詳細を調査中とのことで──》

　契約管理担当課長代理の帆ほ足たりが、ワイシャツの袖をまくりながらボソリと呟つぶやいた。

「……ったく。もう民間に売却した土地のことをウチに聞かれても困るっつの」

　東京都江東区有あり明あけ一丁目。ここはかつて海だったところを、東京都港湾局により埋立造成された土地である。

　東京湾埋立事業の歴史は古く、さかのぼれば江戸時代にまで辿たどり着つく。当時の東京湾は現在よりずっと内陸まで続いており、日ひ比び谷や付近は入江になっていたという。

「帆足係長、開発整備課は何て？」

「竣しゆん工こう図面だけ見てもやっぱり分からないそうです。一応こっちも昔のボーリング調査結果見てますけど、特段地盤が弱いっていう感じはないなあ……」

「データが古いってことは？」

「平成十年頃のデータですが、そこはまあ埋立地ですからね、基本的には時間が経たてば経たつほど地盤が固くなってるはずですよ。それに目の前にあんなでっかいマンションが建ってるんですもん。何か問題あったら、とっくに業者が気付いてますって」

「そりゃそうだよな。問題は、整備課が調査をやってくれるかどうかだけど……」

「民間に任せておけばいいんじゃないですか？」

「そうは言ってもオリパラ組織委から何度も電話が来てるだろ。ここ、ＢＭＸコースと有あり明あけテニスの森のちょうど中間だぞ」

　お台場やビッグサイトからほど近い有あり明あけは、東京二ニー〇ゼロ二ニー〇ゼロ大会関連施設の設置が複数予定されており、いまや開発の真っただ中にある。

　そんな地域で発生した不可解な事件。果たして何もありませんで逃げ切れるものか……。

「あ、課長が戻ってきました」

　紺のスーツにグレーのタイという地味な格好をした誘致促進課長が、臨海開発部長と何やら神妙な面持ちで話しながら自席へ戻ってきた。

「課長、いかがでした、Ｇブリは」

　Ｇブリとは知事Governerに対する状況説明briefingのことである。

　かつては「知事Ｇレクチャーレク」と呼ばれていたが、知事に対して『講義lecture』などおこがましいという偉いお方の一声で、十数年前から「Ｇブリ」と呼ばれるようになった。

　職員の中には「台所に出てくるアレみたいだよね」と笑っている者もいるらしいが、ブリーフィングを受けている相手は知る由よしもない。

「……知事は、ウチで調査やれって」

　その返答に、梶かじ山やまと帆足は「やっぱり……」と顔を見合わせた。

　見事に知事サイドから押し切られた格好だ。

「あそこはもう都有地じゃないんですよ？　どんな権限で調査に入るつもりですか？」

「そこはほら、瑕か疵し担保責任とかそういう理屈で何とかできないかな。このままほっとくとオリパラに影響出ちゃうから、とにかく早く解決したいっていうのが知事側の考えみたい」

　いまや庁内では「オリパラ」と言えばすべて許されるような空気がある。知事としても東京二〇二〇大会が二期目の生命線なので、必死なのだろう。

　しばし瞑めい目もくした梶かじ山やまは、膝を叩たたいて立ち上がった。

「分かりました。わたしが整備課に緊急施せ工こうで対応できないか話してみましょう」

　局内で顔が利きくベテラン課長代理の言葉に、誘致促進課長と帆足はホッと胸を撫なで下おろす。

　期待を背負った梶かじ山やまは、渋い表情を浮かべながら、同じフロアの開発整備課へと向かった。




　九月十五日（土曜日）　十四時五分　グロリア有あり明あけエアリアルタワー前

　地上三十三階建て、最高部高さ一一八・二七メートル。

　アメリカ在住の有名建築デザイナーが手掛けたという外観は、シックな色彩が有あり明あけの風景とマッチし、豊かな住空間を演出している。

「……でっけえタワマンだなぁ」

　自分の給料では到底住めそうにない高級マンションを見上げ、梶かじ山やまは肩をすくめた。

　七千平米あるというオープン・ガーデンの周囲には、潮風に強いオオシマザクラが植えられている。ここでお花見をしたら、さぞかしうまい酒が飲めるだろう。

　が、いまはそんな場合ではない。

「梶かじ山やまさーん、そろそろカメラケーブルの限界みたいです」

　黄色いテープで囲われた芝生広場の中心では、地の底へと誘いざなうかのような大穴が静かに闇を湛たたえていた。

　その縁ふちでケーブル付きのカメラを手にした受託調査員が、モニタと睨にらめっこしている。

「……やっぱり何も見えないか」

　液晶画面は、霧のせいで白一色に塗りつぶされていた。時折ぬめぬめとした粘土状の地層が映るだけで、内部の様子はさっぱり分からない。

「一体どれくらいの深さがあるんだ？」

「このケーブルで底に着かないってことは、間違いなく四十ｍ以上ありますよ」

「四十ｍ？　十階建てビル以上の深さがあるっていうのか？」

「一応六十ｍのケーブルも持ってきてますので、まだ対応は可能ですが……」

　調査員の視線の先では、黒いケーブルドラムがカラカラと音を立てていた。機材の用意に不安そうな表情を浮かべる調査員だが、梶かじ山やまが心配しているのはそんなことではない。

「おいおい、この辺の水深は十ｍもないんだぞ？　海底面より深いってことは、埋立施せ工こう以前の問題じゃねえか……」

　穴を覗のぞき込こむ梶かじ山やまの隣で、ケーブルを握る調査員が「あれ？」と首をひねった。

「どうした？　お宝でも映ったか？」

　有あり明あけでは、過去に江戸時代の小判が発掘されている。埋立地から埋蔵品とは奇妙な話だが、一説によれば沈没した小判運搬船から積つみ荷にが漏れたのではないかということだ。

　もし金目のモノだったら発見者は一割くらいもらえるのかもしれないが、調査員の顔はむしろ青あお褪ざめているように見える。

「……あの、いま画面の右端で何か動きませんでした？」

「そうか？　俺には何も見えなかったが」

「でもいまたしかに……ん？　何だ、カメラの調子が……」

　先ほどまで白一色だった画面が、突然ザザッと乱れ始めた。横線がランダムに走り、スノーノイズがじわじわとモニタを侵食する。

　プツン。

「あー、画面が消えちゃった。まずいな、こりゃちょっと時間かかりそうです」

「だったら後任せていいか？　昨日から仕事溜たまっててさ」

「あ、はい。調査結果は今晩中にメールでお送りしときますよ」

「助かる。やれやれ、今日は終電までに帰りてぇな……」

　溜ため息いきをついた梶かじ山やまは、芝生に置いていた安物の鞄かばんをつかみ、メタボ気味の重い腰を上げた。




　同日　二十一時十八分　東京都庁第二本庁舎九階

　梶かじ山やまは、頰ほお杖づえを突きながらイライラと机の端を指で叩たたいていた。

「あの野郎、連絡も寄越さず何やってんだ？　こっちは飯も食わず待ってるってのに……」

　梶かじ山やまの席に電話がかかってきたのは、いまから二時間ほど前のことだ。




《もしもし、梶かじ山やまさんですか!?　実は例の穴の調査結果で至急お見せしたいものがございまして……これから都庁にお伺いしてもよろしいでしょうか》

「メールじゃダメなのか？　いまから晩飯食いに行こうと思ってたんだけど」

《お願いします、電話やメールではちょっとお伝えしづらい内容なんです》




　急いでいるようだったから渋々了承したのに、調査員は待てど暮らせど姿を現さない。

「電話もさっぱりつながらねえし、これ以上待たされたら瘦せちまうぞ」

　梶かじ山やま会心のジョークだったが、周囲に笑ってくれる職員は誰も残っていなかった。

　プルルルル──。

　鳴り響いた着信音に、梶かじ山やまは机を叩たたく手を止めた。

「あの野郎、やっと電話してきたか。はい、誘致促進課──」

《夜分遅く申し訳ございません、日本環境機器調査株式会社です》

「日本環境……？　ああ、空洞の調査やってる……。こんな時間にどうしました？」

《つかぬことをお尋ねしますが、ウチの調査員、そちらにお伺いしていないでしょうか？》

「いえ？　都庁に来るって言うんで、こっちも飯を食わず待ってるんですが」

《そうでしたか……。実は、わたくしどもも彼と連絡がつかないのです。現場に弊社のワゴンが残されていたのですが、車内に気になるメモ書きを見付けまして……》

「メモ書き？」

《はい。もしかしたら梶かじ山やま様なら意味が分かるかもしれません。メールで写真をお送りしますので、ちょっとご覧いただけないでしょうか》

「はあ……」

　受話器を置いた梶かじ山やまは、訝いぶかるように眉をひそめた。

（メモ書き？　所在不明？　一体どういうことだ……？）

　間もなくＰＣ画面にメールの受信を告げるポップアップメッセージが浮かび上がった。

　マウスをクリックした梶かじ山やまは、思わずモニタに顔を近づける。

「な、なんだこりゃ……？」

　それは、奇怪なイラストだった。

　人間のように見えるが、明らかに身体からだのバランスがおかしい。手足は細いのに頭部だけ異様に大きく、おまけに指は六本も描かれている。

　わけもなく、背筋がぞっとした。

「こ、こいつは、一体……？」

　この東京で何か異常な事態が起こっている。梶かじ山やまの直感は、ハッキリとそう告げていた。
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　九月十六日（日曜日）　八時二十六分　陸上自衛隊練ねり馬ま北きた町まち官舎

　ギラギラと照り付ける日差しは黒いアスファルトを焦がし、タンクトップ姿で走り回る子供たちのはしゃぎ声が官舎前の駐車場にこだまする。

《十四日未明に巨大陥没が確認された江東区有あり明あけ地区では、いまも区の避難勧告が続いており、住民は付近の小学校で不安な夜を過ごしています》

　引越し時に買い替えた液晶テレビは、白い薄手のニットを着た女子アナの姿を映していた。

　今年三十一歳になる三等陸尉、薮やぶ木き環たま樹きは、茶ちや碗わんと箸を持ったまま、じっとその胸元に視線を注ぐ。

「──あのさ、あたしの話聞いてる？」

　向かいで目玉焼きをつついていた娘の花音かのんが、ギロリと環たま樹きを睨にらみ付つけた。

「え？　何？」

「ご飯、こぼれてるんだけど」

「ん？　ああ、ホントだ」

　別にご飯がこぼれるくらい大したことないのに……と思いながら、環樹は再び女子アナの胸元に視線を戻す。

「はぁ……やっぱり聞いてないじゃん。あたしが言ったのは、今度の三者面談の話」

「あ、そっち？　いや、聞いてる聞いてる。スーツ着ていけばいいんでしょ？」

「言っておくけど、マジであたしに恥かかせないでよね。こないだネルシャツにスポーツキャップ被かぶってきた時なんか、ホン……ット最悪だったから」

　おかしいな。隊の若いやつに聞いたら、とりあえず帽子被かぶっとけばイケてる感じになるって話だったのに。

「まあ、今回はちゃんとスーツ着てくから安心してよ。それより花音ちゃん、面談で話す進路のほうはもう決まったの？」

　言われた花音は、ふいとそっぽを向いた。

　視線の先では、数年前に亡なくなった母、陽よう夏かが、黒い額縁の中で弾はじけるような笑顔を浮かべている。

「別に……あたしのことなんだから関係ないでしょ」

「関係なくはないよ。家族なんだからさ、もっとこうコミュニケーションってやつを……」

「そういうのマジでウザいから！　余計な口挟まないで！」

　環たま樹きは心の中でひっそりと溜ため息いきをついた。

（まだ『お父さん』とは呼んでもらえないんだな……）

　亡なき妻の連れ子だった花音は、環樹と血が繫つながっていない。気を引こうとすればするほど、娘の態度は頑かたくなになっていく。

「なあ、俺も心配なんだよ。それだけは分かってほしいな」

「別に、分からないなんて言ってないし。それにウチはお金がないんでしょ？　進学に必要な分は働くようになったら返すから」

「そういう問題じゃないって」

「じゃあどういう問題なの？　あたし、お母さんと同じ看護師になりたいって言ったよね。それがダメって、どういうわけ？」

　今度は環樹が目を逸そらす番だった。

　看護師だった陽夏は、数年前、針刺し事故でＢ型肝炎に感染し亡なくなった。

　ナースの仕事は激務である。特にオペ室勤務の場合、日勤から緊急オペで徹夜、そのまま次の勤務に入って三十四時間労働ということも少なくない。

　そしてある日、夜間に呼び出された彼女は、睡眠不足からくる不注意で自分の指に注射針を刺してしまった。

　ワクチン不応者だったこともあり、すぐにγガンマグロブリンを投与されたが、間もなく劇症肝炎を引き起こし、息を引き取った。

　そんな激務を、なぜ彼女は続けなければならなかったのか。

（母子家庭時代に築いた借金があったからだなんて、本人に言えるわけないだろ……。花音、お前は絶対に陽夏と同じ道をたどらせない。そう約束したんだ）

　いまも薮木家の台所事情は決して明るくない。環樹が部内幹候の試験を受けて幹部の道を選んだのも、そのほうが給与面で有利と考えたからだ。しかし、それらはすべて環樹の胸の内に秘められている。

　沈黙する環樹を前に、花音は深々と溜ため息いきを吐き出した。

「……また黙っちゃうんだ。いつもそうだよね」

　そしてチラリと時計を一いち瞥べつし、どこか落ち着きのない様子で脚をぶらぶらさせる。

「それよりさ、今日ビッグサイトに車で連れてってくれるって話、大丈夫？　あたし、途中でコンビニ寄りたいんだけど」

　尋ねられた環樹は、思わず「あっ！」と声を上げた。

「ごめん！　実は今日、急な仕事が入っちゃったんだ！」

「え!?　約束が違うじゃん、友達にも車出してもらえるって言っちゃったよ!?」

「ホント申し訳ない！　昨日突然決まったもんだから……」

　仕事とは、いままさにテレビで報じている有あり明あけ空洞に関することだ。

　環樹が所属する第一普通科連隊は、二十三区内に所在する唯一の普通科、すなわち歩兵部隊である。都内で何かあれば、真っ先に行動しなければならない。

「昨日って……それなら晩ご飯の時に言えたでしょ」

「それは……ごめん」

　項うな垂だれる環樹を睨にらみ付つけ、花音はバンと箸を置いた。

「もういいよ、最初から期待してなかったし」

　そのまま椅子を蹴るように立ち上がり、食べかけの朝食を三角コーナーへ放り込む。

「あ、おい……!!」

　ドアを乱暴に閉める娘の後ろ姿を見て、環樹はがっくり肩を落とした。

（……なあ、陽夏。何で先に死んじまったんだ）

　環樹が陽夏と出会ったのは十年前、陸曹教育隊にいた時のことだ。

　訓練中、事故で捻挫したバディを天幕へ担かつぎ込こんだのだが、自身も脛けい骨こつが折れていることが分かり、そのまま病院送りとなってしまったのだ。

　その時環樹を看護してくれたのが、陽夏である。

「いやあ、ホント俺バカっすよねえ」

　しまりのない笑みを浮かべる環樹に、陽夏は真顔で言った。

「笑わないでください。あなたは立派なことをしたんですから」

　この人と共に人生を歩みたいと思うまで、大した時間はかからなかった。




　亡なくなる直前、陽夏は混濁する意識の中で「花音、花音……」と娘の名を呼んでいた。

　手を握ってやると、陽夏は頰を震わせ、乾いた目尻に玉のような涙を浮かべた。

「ごめんね……花音。最後まで一緒にいてあげられなくて……」

　死の間ま際ぎわまで娘を案ずる姿に、環樹は胸が張り裂けるような思いだった。

「大丈夫だ、陽夏。花音は俺が守ってやるから。だからもう……心配するな」

　ありがとう、あなた……。

　それが最後に目にした、愛する妻の笑顔だった。




「……俺、ちゃんと約束守れてるかな」

　仏壇の前に座った環樹は、歳としを取らなくなった妻の写真にぽつりと呟つぶやいた。

　危険を顧みず戦う環樹が生き残り、命を救うため働く陽夏が先に死ぬなんて、皮肉もいいところだ。花音だって、きっと寂しい思いをしているだろう。

　近所では評判の良い花音だが、家の中ではいつもピリピリしている。自分のせいでああなってしまったのだとしたら、天国の妻に申し訳がない。

「ホントはお前も、俺みたいなやつが一人で娘育てるのは荷が重いと思ってるんだろ？」

　夢の中でもいいから会いたい……そう思う。

　会って話したいことは山ほどあるし、大きくなった花音のことも見せてやりたい。

　お前のいない我が家は、俺たちにはちょっと広すぎるよ。

　遺影の中の妻は、相変わらず無言でほほ笑んでいた。




　同日　十一時四十六分　防衛省市いちヶが谷や地区庁舎Ａ棟十二階

　防衛省総合職──いわゆるキャリア官僚一年目の由ゆ見み明あけ葉はは、眼鏡を外し、こめかみを念入りにマッサージしながら、本日二本目となる栄養ドリンクに手を伸ばした。

　身長一六四㎝。すらりとした体型に整った顔立ちをしているが、生来の三白眼と不ぶ愛あい想そな口ぶりが災いし、言い寄ってくる男はいまだ一人もいない。

　先日も、悪戯いたずら好きの先輩から「これを観みてもっと柔らかくなれ」と、女児向けアニメのクリアファイルをプレゼントされた。なんでも明葉によく似たキャラクターが、主人公に感化されて仲間想おもいに成長していく過程が描かれているらしい。

　捨てるわけにもいかないので、いまはドピンクのクリアファイルに戦時国際法の資料を挟んでいる。

「よ、頑張ってるか」

　そばを通りかかった海洋政策班の部員が、明葉の机の上に三本目のドリンクを置いた。

「あ、どうも……」

　部員とは、防衛省独自の職階名である。他省庁や自治体であれば課長補佐や係長に当たる。事務系の場合、おおむね入省六年目から九年目の若手が就くポストで、年次が上がると、さらに班長→先任部員→課長へと昇任していくことになる。

「今年はひどいよな。いつもだったら常会が終わってホッと一息って頃なのに、財務省の不祥事で法案審議が遅れたから、こんな時期まで会期延長が続いてやがる」

「野党の質問通告も遅すぎですよ。前日の夜十一時に出されたら、徹夜で答弁作るしかないじゃないですか。先月の超勤（民間で言うところの残業）、わたし二百五十時間超えてますよ」

　過労死ラインが八十時間と言われているから、その基準を信じるならば、明葉は今月三回死んでいることになる。

「お前はまだいいほうだって。俺なんか法案作成で三百時間も超勤したのに、ついた超勤代は十万ちょっとだぜ？　いくら予算がないからって、時給三百円はおかしいだろ」

「労基署は、まず霞かすみが関せきを何とかすべきですね……」

「まあ『働き方改革』とか『ライフ・ワーク・バランス』とか言っている省からして同じ有あり様さまだからな。日本の残業が減るわけねえよ」

　辺りに視線を向けると、日曜日にも拘かかわらず出勤しているのは、大半がキャリア職員だった。

　しばしばキャリアはノンキャリの倍の速度で出世すると言われているが、おそらく勤務時間も倍くらいではなかろうか。そう考えれば、このシステムもみんなが言うほど不条理ではないのかもしれない。

　殺伐とした気持ちでキーボードを叩たたき始めると、部員が思い出したように周囲を見回した。

「そういや、これから会議室設営するんだけど、誰か手伝ってくれそうな人いない？」

「それでしたら、わたしが──」

「ああ、お前はいいよ。ちょっと力仕事になるから」

「え？　ですが……」

　戸惑う明葉に代わり、数名の男性係員が立ち上がった。

「俺、行きます」「ぼくも」

「頼む。最初に倉庫寄るから。軍手持ってる？」

　袖まくりした男たちが、明葉の横を通り過ぎていく。

　すれ違いざま、誰かがボソッと呟つぶやいた。

〝──ったく。女はいいよな、ラクできて〟

「え？」

　驚いて振り返ったが、誰の言葉かは分からなかった。

　あえて聞こえるように言ったのか、それとも堪えかねて思わず口走ってしまったのか。

「……別に、ラクさせてくださいってお願いしたわけじゃないのに」

　項うな垂だれた視線の先で、父からもらったナースウォッチがきらりと光る。

　外科系の救急科専門医である父は、手技を頻繁に行うため腕時計を使わず、いつもこの懐中時計を胸に留とめていた。

　その父は、明葉が国家公務員を目指すと言った時、吐き捨てるようにこう言い放った。




〝官僚なんてどうせ男社会だ。お前には向いていない〟




　実際、霞かすみが関せきの男女共同参画は日が浅い。この防衛省にしても、女性キャリア官僚が採用されたのは平成に入ってからのことだ。つまり当時の防衛庁は、昭和の間、現在の国家公務員総合職に当たる国家Ⅰ種や上級甲種の女性職員を一人も採用してこなかったのである。

　これは霞かすみが関せきだけの問題ではない。国権の最高機関たる国会も同じ、いや、むしろもっとひどい状況と言えるかもしれない。

　現に戦後の一時期を除いて政権を握り続けてきた現与党は、驚くべきことに一九八〇年代、一人の女性衆議院議員も所属していなかった。女性代議士が復活したのは一九九三年、実に十三年ぶりの出来事である。

　いまは多少改善されたが、かつての霞かすみが関せきではセクハラなど日常茶飯事だった。

「──わたし、バニーガールの格好でお酌させられたことあるわよ」

　明葉は以前、そう話す他省の先輩に会ったことがある。

「まだ入省一年目の頃だったけど、財務省の連中と出張行った時、夜の宴会でやらされたの」

　気が強い女性だったので、最初は冗談かと思った。

「わたしだって絶対イヤだったわよ、あんなエロジジイどもの前で。けど、もう一人いたノンキャリの子が泣き出しそうだったから、わたしが代わりにやらなきゃって思ったの」

　もし自分がそんな格好をさせられたらと思うと、背筋に鳥肌が立つ。

　ちなみにセクハラを命じた当の本人は、後にＫ庁長官になったという。

「はぁ……やっぱりわたしには向いていないのかな……」

　吐き出しかけた溜ため息いきを、明葉は慌てて飲み込んだ。

　父に反発して医者と正反対の道を選んだのに、これではあの予言どおりになってしまう。それは父への敗北宣言であり、自らが選び取った道の否定を意味する。

「違う。わたしは絶対に間違っていない」

　そう言い聞かせながら、明葉は再び背表紙のすり切れたパイプファイルを開いた。

　仕事に没頭すれば嫌なことを忘れられる。皮肉なことに、激務がいまは唯一の救いだ。

　バタバタバタバタバタ──。

「ん？　何かしら……」

　突然窓から飛び込んできた騒音に、明葉は出鼻をくじかれた思いで空を見上げた。そして、眉をひそめる。

「あれは……陸自のＵＨ‐１Ｊユーワン？　どうしてこんなところに？」

　進路から考えて、立たち川かわの東部方面ヘリコプター隊だろう。かなりの速度で東京湾方面へ向かっている。

　同隊はヘリコプター映像伝送システムを有しているため、災害があれば真っ先に動き出す部隊だ。その東方ヘリ隊が動いているということは、臨海地域で何かあった可能性が高い。

（大きな事件じゃなければいいけど……）

　隣の課でも、職員数名が壁掛けテレビの前でざわざわ騒いでいる。

　気になった明葉は、バッグからスマホを取り張り出し、ワンセグアプリを起動した。

　直後、執務室のドアが勢いよく開け放たれ、防衛政策課長の永なが牧まきが飛び込んでくる。

「誰か、いまから言う資料を急いで官邸に運んでくれないか！」

　薄い髪を振り乱した永牧は、息を切らしながらフロア内を見渡した。尋常な様子ではない。やはり臨海部で何かあったのだ。

　同時に明葉の脳裏を、先ほど男性職員から浴びせられた言葉がかすめる。




〝女はいいよな。ラクできて──〟




「わたしが運びます！」

　気が付くと、明葉は立ち上がって手を挙げていた。

　永牧課長は気け圧おされ気味の表情で「ああ」と頷うなずく。

　机の上に投げ出されたスマホには、緊張した面持ちで原稿を読み上げるニュースキャスターの姿と、東京ビッグサイトの特徴的な逆三角形シルエットが映っていた。




　同日　十一時四十八分　東京臨海高速鉄道りんかい線　東京テレポート駅付近

　地下を走る暗い車窓には、花音の仏ぶつ頂ちよう面づらが映っていた。

　都心からさほど離れていないのに、乗客はまばらで車内は閑散としている。

「はぁ～～～～～」

「どうしたの花音、溜ため息いきなんかついちゃって」

「いや、ちょっとね。今朝、お父さんにひどいこと言っちゃって……」

　またか、という顔で小学校以来の幼おさな馴な染じみである神かみ谷や七なつ樹きが肩をすくめた。

「そろそろ意地張るのやめたら？　今日だって本当はお父さんに来てほしかったんでしょ？」

　七樹は身長一七〇㎝近いスマートな体型で、前下がりのマッシュが中性的なイケメン女子だ。一方の花音はショートパンツ姿がどこか幼く、傍はた目めには二人が姉妹のように見える。

「あたしだって悪いとは思ってるよ。けど、そう簡単には……」

　花音の視線の先では、ビッグサイトで開催されているイベントの中なか吊づり広告が揺れていた。

〝福祉の仕事　就職フォーラム〟

　マスコットキャラの隣でほほ笑んでいる美人ナースは、本イベントの目玉ゲストだ。




　【公開座談会『プロフェッショナルとは　─あなたの想おもいを仕事にする─』

　出演者：赤あか城ぎ美み佐さ子こ氏（ロリータファッションモデル兼訪問看護師）】




「あれがお父さんに聞いてもらおうと思ってた講演会？」

「そ。看護師とモデルを両立してる人の話聞けばお父さんの偏見も変わると思ったんだけど、肝心のお父さんが来れないんじゃなぁ……」

　再び長い溜ため息いきを吐き出す花音を見て、隣に座る七樹がポツリと口を開いた。

「……ねえ、花音はどうして看護師になりたいと思ったの？」

「え？　どうしたの、急に？」

「別に……。ただ、そういえばちゃんと聞いたことなかったなって思って」

　七樹の肩が、電車の振動に合わせて揺れる。

　わずかに目を伏せた花音は、膝の上のレザーリュックを抱え直した。

「あたしは……お母さんの影響かな」

「お母さんの？」

「うん。お母さんがね、看護師だったの。だからあたしもなりたいなぁと思って」

「ふうん……」

　七樹は特段感想を述べるでもなく、走り去るトンネルの壁をじっと眺めていた。

（……ごめんね、なっちゃん）

　いま口にした理由はウソではない。だがそれは、あくまでも表向きの理由に過ぎなかった。

　本当は、もっと母のことを知りたかったのだ。自分が物心つく前に世を去ってしまった、母のことを。

　花音は、自分の母親のことをほとんど何も知らない。どんなところで生まれ、どんなところで育ち、どんな気持ちで自分を生んでくれたのか、何も知らない。

　だから同じ仕事に就けば、何か分かるんじゃないかと思った。

　そうして母を身近に感じることができた時、ようやく自分の人生が始まるような気がする。それまでは、半分記憶喪失のようなものだ。

　けれど、こんなこと七樹に言っても困惑させてしまうだけだろう。

　七樹は花音が母を亡なくした時のことを知っている。そしてその時、誰よりも花音のために胸を痛めてくれたのが七樹だ。

　母のことを口にするたび、七樹の瞳は憂いに曇る。だから七樹には、すべて解決してから話そうと思う。

「ごめんね、なっちゃん」

「え、何が？」

「いや……今日はせっかく来てくれたのに空振りになっちゃって」

「そんなこと気にしないでいいよ。それよりどうする？　今日はもう別のところに行く？」

「うーん、そうだね……」

　しばし考え込んだ花音は、ドア横のポスターを見て、パッと目を輝かせた。

「ねえ、あれなんかどう!?」

「ん……『全国ご当地肉グルメ選手権』？」

「そ！　場所も同じビッグサイトだし、ちょうど良くない!?」

「あんたねぇ、花のＪＫがお台場まで来て肉グルメってどうよ……」

「ダメ……？」

　そわそわと揺れるポニーテールを見て、七樹は言葉に詰まった。

「仕方ないなぁ……こないだみたく食べ過ぎないようにね」

「大丈夫！　腹八分目にしとくから！」

　自信満々な花音の横顔を、七樹は疑わしげな眼まな差ざしで見詰める。

《間もなく、国際展示場ー、国際展示場ー。東京ビッグサイト前です》

「あ、ほらもう着くよ。花音、降りる準備して」

「うん、ちょっと待っ──」

　と、その時だった。




　キキィイイイイイイイィィィィィィ[image: かんたんふ]




「──きゃあああッ[image: かんたんふぎもんふ]」「うわっ!?」

　突然金属音が鳴り響き、二人はシートから激しく突き上げられた。

《急停車します、ご注意ください》

《Caution please. The emergency brakes have been applied.》

　照明がチカチカと瞬またたき、膝の上の荷物が滑り落ちる。

　ガタン！

「あうっ！」

　停車の揺り戻しで倒れ込んだ花音を、七樹が咄とつ嗟さに抱き止めた。

「……大丈夫？」

「う、うん、何とか……。けど、どうしたんだろ。人身事故かな……」

　周囲を見回してみるが、「ピーピーピーピー」という耳みみ障ざわりなアラーム音が鳴り続けるだけで、車内放送はいつまで経たっても流れない。

　隣の車両からも、ざわざわと声が聞こえてくる。連結ドアの向こうでは、鳴りやまない警報音に乗客が怪け訝げんそうな表情を浮かべている。

「変だね。アナウンスも入らないなんて……」

　不安がる二人の頭上で、突然蛍光灯がバツンと切れた。

「ひゃっ!?　て、停電!?」

　アラームが鳴り止やみ、空調の音が遠ざかっていく。

　静まり返った闇の中で、熱気の影がじわりと足元から立ち昇ってきた。

　七樹がスマホを取り出し、眉をひそめる。

「やっぱりおかしい。ネットにも情報が出てな──」




〝キャ────────〟




「「─────!?」」

　響き渡った悲鳴に、二人はハッと顔を見合わせた。

「ね、ねえなっちゃん……いまの、女性の声……だよね？」

「うん、隣の車両からみたい。誰か怪け我がしたのかも」

「ちょっと見に行ってみようか……」

「待って！」

　立ち上がりかけた花音の腕を、七樹がつかんだ。

「何か聞こえる……。外から……」

　七樹は車窓に貼り付き、暗がりの中へ目を凝らす。

　バタバタバタ──!!

〝……っちだ！　早く…げ……!!〟

〝待っ…!!　……て………いで!!〟

　足音、そして人の声。

　電車とトンネルに挟まれた狭い空間を、黒い影が慌ただしく駆け抜けていく。

「どうしたの、なっちゃん？」

「………駅のほうから人が走ってくる」

「線路の上を走ってるってこと？」

　頷うなずいた七樹が、不意に切れ長の目を見開いた。

「な、何………あれ…………!?」

「どうし───」

「伏せて！」

　押し倒された花音は、「ちょっと！」と言いかけ、息を止めた。




〝グルルルル……〟




「────!?」

　向かいの遮光ガラスに、シートの上で伏せる二人の姿が映っていた。

　そのすぐ上、トンネルの壁しか見えないはずの窓に大きな皿のようなものが浮かんでいる。

（な、に………あれ？）

　淡い光を放つそれは、縦に走る黒い線をぎょろぎょろ動かし、ぱちりと瞬またたいた。

（────目[image: かんたんふぎもんふ]）

〝フンフン、フン………〟

　薄い壁一枚隔てた向こうで、何かが鼻を鳴らす。

　得体の知れない呼吸音は、花音たちの身体からだを求めるように電車の側壁を這はい回まわる。

（何……？　何なの、これ………？）

　抱き合う肌が、じっとりと汗ばんだ。呼吸が乱れ、手足の筋肉が痛いほど強こわ張ばる。

　ガタン！

　突然車内が激しく揺れ、花音は「きゃっ」と短く叫んだ。

〝ウゥゥウゥ、ゴアァッ！〟

　何かが電車に体当たりしている。窓の向こうに、巨大な影がチラリと映る。

　身体からだが上下にバウンドし、カクテルドリンクのようにシェイクされた。床が右へ左へ傾き、天井がミシミシと悲鳴を上げる。

「いやあああああ！」

　花音は必死の思いで七樹のシャツを握りしめた。金属棒をつかむ七樹の腕から、小刻みな振動が伝わってくる。

　それはとてつもなく長い時間に感じられた。が、実際にはわずか数秒の出来事だったのかもしれない。

〝ブフー!!　フー…!!　ギル………ウゥ……〟

　ズシン……。

　嵐のような揺れは、始まりと同様、唐突に収まった。

　かすかな地響きを伴い、不気味な気配はトンネルの奥へ遠ざかっていく。

「……‥…はぁ、はぁ、はぁ」

　規則正しく揺れる吊つり革かわだけが、恐怖の余韻を奏かなでていた。

　七樹の背中へ爪を立てていたことに気付き、花音は慌てて手を離す。

「ご、ごめん、なっちゃん……」

「だ、大丈夫………」

　二人は魂が抜けたように窓を眺めていた。お互い、いま見たものが信じられないという顔をしている。

（夢……じゃないよね？　現実？　でも、あんなものが……）

〝ガシャン！〟

　不意に隣の車両からガラスの砕ける音が聞こえ、花音はビクリと肩を震わせた。

「今度はなんなの……？」

　七樹が連結ドアを睨にらみ付つけ、花音の手を握る。

「……何か、くる」

　トッ、トッ、トッ、トッ──。

　それは、誰かの足音のようだった。

　足音は次第に大きくなり、貫通扉の窓に黒い影が映り込む。

　バン！

　直後、ドアが勢いよく開け放たれ、脚を引きずった男性が駆け込んできた。

「ひ、ひぃいぃぃ！」

　男は花音たちの目の前を通り過ぎ、そのまま後部車両へ走り去っていく。

「え、何……!?」

「しっ！」

　七樹に口を塞がれ、花音はぎょっと目を見開いた。親友の顔は、見たこともない形相に歪ゆがんでいる。

　通路の奥を凝視する。

　開け放たれたドアの向こう、何かが蠢うごめいている。




〝ウゥウウゥゥゥゥ…………〟




　それは、地の底から這はい上あがってくるような声だった。

　形容しがたい獣臭に混じって、錆さびた鉄の匂いが漂ってくる。

（あ、れは………）

　爛らん々らんと輝く眼めが、こちらを見ていた。

　闇より濃い影が、暗がりの中でじっとこちらを凝視している。

　七樹がゆっくりと立ち上がった。口を塞がれた花音も、震える脚で立ち上がる。

　二人が一歩下がる。すると、影もまた一歩前へ足を踏み出す。

　一歩下がる。影もまた一歩。一歩、再び影も一歩……。

「ダメ………」

　ふと、七樹が立ち止まった。

　恐怖を滲にじませた顔が、スローモーションで振り返る。




　タタン、タタン──。タタン、タタン──。タタン、タタン──。




　その音は、花音の耳にもハッキリと聞こえた。

　足元から伝わってくるリズミカルな振動。かすかに揺れる中なか吊づり広告。

　窓に白い光が差し込み、警笛が爆はぜるように鳴り響く。

　まさか……。

「こ、後続の電車!?」

「花音、こっち！」

　七樹の反応は素早かった。さっと踵きびすを返かえし、一番手前のドアに駆け寄る。

「たしかネットの動画でドアを開ける方法が……あった！」

　上部パネルを開くと、七樹はすかさず非常用コックを引いた。プシュッと圧縮空気の抜ける音がして、扉が左右に開く。

「来て、花音！」

　呼びかけられた花音は、ようやく我に返って走り出す。

〝ギシャアアア──────[image: かんたんふ]〟

　同時に黒い影も駆け出した。

「早く！　急いで！」

　差し出された手を求めるように、花音は無我夢中で床を蹴る。

　直後、轟ごう音おんが津波のように押し寄せ、金属の擦れる匂いが鼻び腔こうを貫いた。




　　　　＊




　ピチョン。

　冷たいものが頰に当たり、花音はうっすらと目を開いた。

「あ……れ……？　ここは………」

　身体からだを起こそうとして、思わず顔をしかめる。身体からだの節々が痛い。強こわ張ばった四肢がギシギシと悲鳴を上げる。

「一体どうなって……」

　闇に目を凝らした瞬間、ハッと息を飲み込んだ。

　砕けたコンクリート、ぐしゃぐしゃに潰れた車体。

　オイルの臭気が漂い、あちこちからうめき声が聞こえる。つい数分前の楽しい会話が、はるか遠い世界の出来事のようだ。

　会話……そう、なっちゃんはどこ？

「花音……」

　掠かすれ声に振り返った花音は、その場で凍り付いたように立たち竦すくんだ。

　上半身をコンクリート柱に挟まれた七樹が、力ない笑顔で花音を見上げていた。

　煤すすで汚れた頰は、血の気を失って亡霊のように青白い。

「な、なっちゃん！　ちょ、ちょっと待ってて！　いま出してあげるから！」

　叫びながら、花音は瓦が礫れきの下に手を突っ込んだ。だがいくら両脚を踏ん張っても、巨大なコンクリートの塊は微動だにない。

「そ、そうだ、テコの原理で……」

　今度は落ちていた鉄パイプを肩に乗せ、瓦が礫れきの隙間に差し込む。

　しかし、

「はぁ、はぁ、はぁ……!!」

　鉄パイプは簡単に曲がってしまい、ガランと音を立てて手から滑り落ちる。

「もう……いいよ、花音」

「え……？　よ、良くないよ！　いま助けを呼びに──」

「……柱の後ろ、見て」

　背後を覗のぞき込こんだ花音は、全身からへなへなと力が抜けていくのを感じた。

「そ、んな………」

　太い鉄筋が、七樹の身体からだを貫いていた。

　螺ら旋せんに刻まれた溝から、ドス黒い血が滴したたり落おちている。

「ど、どうしよう……どうすれば………」




〝キチ、キチキチキチ……〟




「──────!?」

　不意に背後から音が聞こえ、花音はぞくりと振り返った。

「いまの……虫？」

「逃げて……花音。あいつら、人間を襲ってる……」

「や……やだよっ！　ここにいるっ！」

「早く……。時間がない」

　目を凝らすと、瓦が礫れきの向こうでガサガサと蠢うごめく影が見えた。

　足元から、心臓を鷲わしづかみにされるような恐怖が這はい上あがってくる。

「で、でも、なっちゃんをこんなところに置いていけない！」

「わたしは……もう、無理……。ま、麻ま痺ひしてた感覚が、戻ってきて……こ、怖い」

　絞り出された言葉に、花音はぐっと涙を飲み込む。

「なっちゃん、あたし……」

「分かってる。もういいから……。もういいから、花音。あんたは生き延びて」

　七樹はわずかに残った力で、花音の胸を押した。

〝じゃあね〟

　煤すすに汚れた頰を涙が伝う。

　よろめいた花音は、ぎゅっと目を閉じ、親友に背中を向けた。

「ごめん……」

　背後で、蟲むしたちの足音が聞こえる。

　物陰から這はい出だしたそれは、花音が離れるのを待ち構えていたかのように、ざわざわと押し寄せてくる。

「ごめん………」

　心の中で何度も詫わびながら、花音は終わりの見えない闇へ向かって走り出した。




　同日　十二時四十五分　東京メトロ溜ため池いけ山王駅周辺

「あっちーなー。もう秋じゃねーのかよ」

　雑居ビルの定食屋を出た環たま樹きは、うんざりした心地で陽炎かげろうに揺らめく摩天楼を見上げた。

　花音に見繕ってもらった吊つるしのスーツが、脚にべたりと張り付いて気持ち悪い。

「帰りは永田町経由が一番早そうだな……」

　環たま樹きが霞かすみが関せきを訪ねたのは、警視庁で有あり明あけ空洞の警備に関する打ち合わせを行うためだ。

　とは言え、詳細は連隊の三科（作戦・訓練担当）や中隊の運用訓練幹部うんかんが詰めてくれているので、実質的には挨拶を兼ねた顔合わせに近い。

「ん？　あれが総理大臣官邸ってやつか……」

　環たま樹きはひょいと背伸びして、生垣の向こうを覗のぞき込こんだ。

　離島から高卒で自衛隊へ入隊した環たま樹きにとって、都心の空気はいまだ吸い慣れない。なにせ地元で大学進学した者はなく、内地へ行くというだけで壮行会が開かれたほどの田舎育ちだ。

　辺りをキョロキョロ見回していると、警けい杖じようを持った警察官が鋭い視線を送ってきた。

「うへぇ、怖こわっ……。ったく、だから俺には幹部なんか向いてないっつーの」

　環たま樹きのように、曹から部内選抜を通って三尉以上の幹部になった者をＢ幹、すなわち部内幹部と言う。

　幹部と言えば聞こえは良いが、上から発破をかけられ、下から突き上げを食くらうのは世間一般の中間管理職と同じだ。特にベテラン下士官は厄介で、うっかり嫌われようものなら部隊を統率するどころではなくなってしまう。部内幹候のなり手がいないのは、どこの駐屯地でも同じであろう。

「やれやれ、怒られる前にとっとと帰隊するか」

　追い立てられるように歩き出した環たま樹きは、すぐ背後に車の気配を感じて立ち止まった。

「ん？　タクシーか？」

　振り返った瞬間、目の前に荷物を抱えた女性が飛び込んでくる。

　ドシン！

「うわっ!?　ってて……な、なんだぁ？」

　尻をさすりながら脇を見ると、スーツ姿の女性が歩道でへたり込んでいた。

　涙目で膝小僧を抱える姿に、怒りよりも同情心が先立つ。

「あ……だ、大丈夫？　あーあー荷物が……ん？」

　散らばった書類の中に女児向けアニメのクリアファイルを見付けた環たま樹きは、手に取ってしげしげと眺めた。

（これ、花音が小さかった頃、一緒に観みてたやつだ……）

　本人はすぐ飽きてしまったが、意外と面白くて一人で見続けていたら、自分が家族で一番詳しくなってしまった。隊内の宴会芸で歴代キャラの必殺技を披露したら、女性自衛官ＷＡＣたちに全力でドン引きされたのは良い思い出である。

「あの……それ、返していただけますか？」

　不審そうな眼まな差ざしを向けられ、環たま樹きは慌ててクリアファイルを返した。

「す、すみませ……ん？」

　と同時に、彼女の膝から血が出ていることに気付く。

（そういや、事故発生時にはまず相手の連絡先を把握しろって言われてたな。対応が悪いと後で補償問題に発展することもあるって言うし……）

　気を取り直した環たま樹きは、コホンと咳せき払ばらいして女性の前にひざまずいた。

「あー、お嬢さん、怪け我がをさせてしまって申し訳ない。ちなみに俺は薮木環樹っていうんだけど、お名前と連絡先、教えてもらえるかな。できれば住所も」

　一瞬、ナンパみたいだなと思ったが、これはあくまでも仕事である。やましいことなど一つもない。

「わ、わたしはユミ……ですけど、連絡先と住所はちょっと……」

　案の定、女性は不審者でも見るような目付きを見せた。が、当の本人はそんなこと気にも留めず、まったく別のことを考えている。

（ユミ？　どうして下の名前を？　あ、そういや花音の友達にも自分の名前を一人称にしてる子がいたな……）

　即座に了解し、娘の友達に接するような感覚で手を差し伸べる。

「オーケー、ユミちゃんね。よろしく」

　首から下げたネームプレートには「由見明葉」ときっちりフルネームが書いてあるのだが、環樹はまったく気付いていない。

「で、ユミちゃん、怪け我がのほうは大丈夫？　ありゃりゃ、網タイツまで破れちゃって……」

　馴なれ馴なれしく声をかけられた女性は、ムッと眉をひそめた。

「……出血は大したことありませんのでご心配なく。それから、これは網タイツではなくストッキングと言います。こちらも替えがありますので、お気遣いは結構です」

　そっけない口ぶりに若干後ずさる環樹だったが、それ以上になぜか、親しみのようなものを感じていた。一体どうしてだろうと考えて、すぐ答えに思い当たる。

（この不ぶ愛あい想そな態度、花音に似てるんだ。花音もあと数年したら、こんな風に独り立ちしちまうのかな……）

　そう思うと、今度は無性に寂しさがこみ上げてきた。目の前でアニメグッズ片手に強がる女性の姿が、幼い頃の花音と重なり、無意識のうちに涙ぐむ。

「まあ良かった、女の子なのに傷が残ったら大変だもんな」

　環樹は何げなく手を伸ばし、子供をあやすような調子で女性の頭を撫でた。

「……な、何をするんですか!?　あなた、失礼ですよ!?」

「え……？　あ」

　我に返った環樹は、慌てて手を引っ込めた。

「も、申し訳ない！　娘がいるもんだから、つい……!!」

「……娘？　お子さんがいらっしゃるんですか？」

　女性はふと、不思議そうな面持ちで環樹の顔を見上げる。

「ん？　ああ、いるけど。それがどうかしたの？」

「いえ……わたしの父とあまりに違うもので」

　長い睫まつ毛げで覆われた瞳は、どこか暗い翳かげを帯びている。

　ピンクベージュのリップで彩いろどられた唇が、かすかに動く。

「…………いいな」

「え？」

　女性はハッと口に手を当て、真っ赤な顔で立ち上がった。

「い、いえ！　そう、こんなことをしている場合ではありませんでした！　わたしは官邸へ向かわなければなりませんので、これで失礼いたします！」

「あ、ちょ、ちょっと……」

　呼び止める間もなく、女性はバッグをつかみ、職員証を掲げてゲートの向こうへ走り去ってしまう。

「あ………」

　取り残された環樹は、途方に暮れた。

「ユミちゃん……それ、俺のカバン……」

　目の前には、飾り気のない黒革のトートバッグが落ちている。どちらも黒だから、恐らく取り違えてしまったのだろう。

「マジかよ……身分証も財布もカバンの中だし、このままじゃ帰れねえぞ」

　しばらく逡しゆん巡じゆんした環たま樹きは、勇気を出して警備員へ声をかけてみた。

「あ、あのー、すんません。ちょっと中に入れてもらいたいんすけど……」

「身分証をご提示ください」

「あー……それが、身分証が入ったカバンを失なくしちゃって……」

「身分証がない？」

「は、はい。さっき出会った女の子に持ってかれちゃったもんで」

「女の子と？　それはどういう目的で……まさか、出会い系──」

「あ、やっぱいいです！　どーも失礼しました！」

　鋭い視線を向けられ、環樹は慌ててその場から逃げ出した。

（……大丈夫かな。俺、指名手配とかされないよね）

　坂道を駆け下りながら、不安そうに辺りを見回す。

　警視庁の帰り道に逮捕などされたら、笑い話では済まされない。

「しかし参ったぞ。身分証がないと駐屯地には入れねえし、連絡を取ろうにもスマホはカバンの中だ……」

　もしかして、詰んだ……？　と思いかけて頭かぶりを振る。

　いやいや待て。あきらめるのはまだ早い。

「そうだ、バッグの中にユミちゃんのケータイが入ってるかもしれない」

　交差点で立ち止まった環樹は、心の中で詫わびながら鞄かばんのチャックを開いた。中を覗のぞき込こむと、化粧ポーチの脇にピンクのスマホが突っ込まれている。

「さすがにケータイはロックがかかってるか……けどバッグが入れ替わってることに気付いたら、きっとこのスマホに連絡してくるよな」

　こういう時、離島でゆったり育った環樹は楽観的だった。どんな時にも動じない妙な大らかさは、実は部下からも意外な好感を持たれている。

「そうと分かりゃ、近くでぶらぶらしながら電話がくるのを待つか。どこかコーヒーでも飲める場所は……って、財布がねえんだった！」

　カクン、と項うな垂だれる環樹の頭上を、警視庁航空隊の青いヘリコプターが飛び去っていった。

　この時環樹は、東京の空を覆い始めた不穏な気配に、まだ気付いていなかった。




　同日　十二時五十二分　総理大臣官邸本館

　官邸警務官に行いき先さきを告げてガラス張りの玄関をくぐると、開放的なエントランスホールにヒールの音が高く鳴り響いた。

　化粧室でストッキングを履き替えた明葉は、そのまま左手の階段に駆け込む。

　アメリカンチェリーのオープン階段は、組閣時の写真撮影に使われる有名な舞台だ。多くの政治家が「一生に一度でいいからここに並んで写真を撮られたい」と思っているそのステップを、明葉は慌ただしく降りていく。

　階段を下り切った先に、二階南側のホワイエが見えてきた。初めて来た時は混乱したが、官邸敷しき地ちは東西に高低差があるため、正面玄関は三階に設けられている。

　書類を抱えながら先を急ぐ明葉の目に、ベンチ付近で立ち話する二人の外国人の姿がチラリと映った。一人は恰かつ幅ぷくの良い丸顔の男性で、もう一人は細身の神経質そうな男だ。

〝……,The third…….……dictates what……〟

〝But……,The third ……the responsibility of the state.〟

　早口でほとんど聞き取れなかったが、「The third」という単語だけがやけに耳に残った。その言葉を発する時だけ、彼らの語調になぜか力が入るのだ。

　こんなところで一体何の話だろうと訝いぶかりながら、明葉は二人の脇を通り過ぎ、地階の官邸危機管理センターへと向かう。

　対策本部会議室には、すでに総理以下、関係各省庁の局長級職員からなる緊急参集チーム、いわゆる「緊参チーム」二十数名が詰めかけていた。その背後では、随行の官僚や、防災服を着た内閣府（防災担当）の職員らが神妙な面持ちで控えている。

　明葉は室内をぐるりと見渡し、先に市いちヶが谷やを出た相あい口くち防衛政策局長と、永牧防衛政策課長の姿を探した。

（いた……!!）

　高級そうなスーツに身を包んだ相口の後ろで、頭部の秀ひいでた永牧が離れ気味の眼めをぎょろぎょろ動かしている。

　壁かべ際ぎわから回り込んだ明葉は、永牧の肩越しに耳打ちした。

「課長、遅くなってしまい申し訳ございません。ご指示があった資料です」

「……………」

「課長？」

　再度呼びかけようとして、会議室が静まり返っていることに気が付いた。

　てっきり配布資料の確認でもしているのかと思ったが、そうではない。みんな手元のファイルそっちのけで、十面ほどの大型モニタを凝視している。

（どうしたのかしら……）

　画面には、警視庁通信管理運用センターのテレビ中継車によって撮影された現場の映像がリアルタイムで表示されていた。

　モニタを見た瞬間、明葉は絶句して息を飲む。

《おい、もっと下がれ！　左から来てる！　左だ、左！》

《だから、晴はる海みのほうはまだ住民が残ってるんですって！　そっち通すのは無理ですよ！》

《橋だ！　そう、橋で食い止めろ！》

　怒号が飛び交う中、サイレンに混じって耳慣れない音が聞こえてくる。

〝タタタン！　タタタタタン！　タタタン！〟

（この音は……？）

　揺れる視界の先、下腹まで覆うプレート型防弾衣を着用した警視庁銃器対策部隊の隊員たちが、機関拳銃ＭＰ５Ｆで９×16㎜ラベラム弾をばら撒まいていた。

（都内で銃撃戦!?　そんなバカな！）

　銃器対策部隊──通称「銃対」は、銃器等を使用した事案への対処を主任務とする警察の特殊部隊だ。彼らが投入されているということは、都内で大規模なテロやそれに近い事態が発生しているということに他ならない。

「そんな……一体、何が起こって……」

　不意にカメラの前を黒い影が横切り、会議室でどよめきが起こった。

「い、いまのは……!?」

　それは、明葉がかつて見たこともない生き物だった。

　体長は二ｍほどあっただろうか。シルエットは人型に近いが、手足が異様に長く、全身灰色の肌で覆われている。

　円卓の上座に構える第百代内閣総理大臣、岸きし辺べ信しん一いちが、震える声で呟つぶやく。

「な、何だ、あれは……？」

　岸辺は祖父と大叔父に総理経験者を持つ、生粋のサラブレッドだ。

　某国の拉致問題などでタカ派の発言を繰り返す一方、柔らかい物腰と育ちの良さを感じさせる佇たたずまいが人気を呼び、弱冠五十二歳で権力の頂点に立った政界のプリンスである。

「さっきの、もっとハッキリ映せないんですか？」

　岸辺総理のリクエストに応じ、モニタが銃撃の先をズームした。

　放置されて炎上している車の背後から、再び例の影が姿を現す。

〝おおっ………!!〟

　耳のとがった人型の生物が、爛らん々らんと輝く目でカメラを睨にらみつけた。

　頭頂部は禿はげ、脂っぽい黒髪が落ち武者のように伸びている。原始的な甲かつ冑ちゆうで覆われた胴はやけに細長く、手にはハンドアクスが握られている。

〝おい、こっちを見たぞ！〟

〝武器を持っているということは、それを扱うだけの知性があるということじゃないのか？〟

　明葉は軽いめまいを覚え、床に屈かがみ込こんだ。

　あの姿は、そう、ファンタジー映画などで見かけるゴブリンやオークそっくりだ。誰かの仮装ではないかと疑いたいところだが、あまりにリアリティが伴い過ぎている。

　バサッと書類が散らばる音に、永牧防政課長が振り返った。

「おや？　由見くん、来てたのか。ずいぶん時間かかったな」

「あ……す、すみません。タクシーの運転手が慣れていなかったので、車寄せではなくゲート前で下ろしてもらったものですから」

　釈明しながら、明葉は慌てて資料を拾い集める。

「もういい、君は後ろの席に座ってなさい。また資料が必要になった時は頼むよ」

「え？　わたしが同席してもよろしいのですか？　入省一年目でこんな……」

「そんなこと言ってる場合か。この状況を見たまえ」

　正面のモニタでは、警視庁のテロ対策機「おおとり８号」のヘリコプターテレビシステムが、地上で戦う銃対の姿を鮮明に捉えていた。

《整備班、カメラ回せ！　そっちじゃない！　あっちだ、空を映せ！》

　視界が急旋回し、何もない空間を映し出す。

「あ!?」

　一瞬、白い背景を巨大な影が横切った。

　鳥ではない。もっと大きく、もっと異様な何かだ。

《おい、威嚇射撃できないのか!?　向かってくるぞ！》

《無理です！　外れたら銃弾が地上に落ちて──》

　ガクン！

　突然画面が揺れ、機内の床を映した。

　ビー!!　ビー!!　ビー!!

　映像は真横に傾き、激しい警告音が耳を打つ。

《テールローターがやられた！》《お、おい、高度が落ち──》

《うおおおお────》

　直後、通信はプツリと途切れ、スノーノイズがモニタを覆った。

「……………!!」

　会議室にいる誰も、声を発することができなかった。

　岸辺総理がゆらりと立ち上がり、拳を机に叩たたき付つける。

「どうして……どうしてこんな情報が、いまのいままで上がってこなかったんだ[image: かんたんふ]」

　官僚たちは、黙って項うな垂だれる。

　都内で事故が起こった場合、まず最初に事態を察知するのは東京消防庁か、警視庁だ。今回については救急患者の大量発生に伴い、東消が異常事態の発生を関知していた。

　その情報は消防庁を擁する総務省に寄せられ、通常であれば、内閣官房の情報集約センターに伝達される……はずだった。

　しかし、

「申し訳ございません、確認に手間取りまして……」

　消防庁次長が、うめくように答える。

「確認が必要なのは分かりますが、いくら何でも遅すぎるでしょう！　報道を見て事態を知るなんて、これでどうやって国の危機を管理するんですか！」

　あらゆる情報が集約されるはずの霞かすみが関せきだが、結局のところ、最も情報から遠い場所も霞かすみが関せきである。

「警察のほうはどうなっていますか？」

　警備局長の松まつ花ばなは、口をつぐんで背中をぶるぶると震わせていた。肌の色はどす黒く、瞳も焦点が定まっていない。もはや彼が限界なのは、誰の目にも明らかだ。

　明葉は相口防衛政策局長の顔をチラリと盗み見た。

　しかし防衛省を代表する男は、素知らぬ顔で会議の様子を眺めている。

　実は冒頭「警察力ですべて対処できます」と豪語したのは、他ならぬ松花局長自身だった。

　警察と自衛隊。同じ国を守る組織でありながら、両者の間には深い溝が横たわっている。

　その端的な例が「自衛隊監視班」──通称「マル自」なる組織の噂うわさだ。公安警察は自衛隊右派のクーデターを警戒し、彼らを秘密裏に監視しているというのである。

　しかし事態はとうに、そうした感情論を許さないレベルにまで達していた。

　頼みの綱の警察は、すでに甚じん大だいな被害を出している。では、自衛隊がこの状況を何とかしてくれるのか……？

　相口局長は、相変わらず腕を組んだままじっと動かない。

　ガチャ。

　重苦しい沈黙を破って、後方のドアから閣僚たちがドタドタと入り込んできた。

「いやあ、遅れてすみません……」

「どこに座ればいいですかな？」

　別に遅刻したわけではない。閣僚はまず省内の情報を把握し、指示を出す必要があるため、そもそも緊参チームに含まれていないのだ。

　中央のテーブルに恰かつ幅ぷくの良いい男たちがドスンドスンと腰を下ろしていく中、一人だけ席に着かず、大股で円卓の外側をぐるりと回る者がいた。

　筋肉質で肩幅の広いその男は、警備局長の背後に寄り、ポンと肩を叩たたく。

「ここまでよく頑張ってくれたな、松花君」

「た、竹たけ国くに長官……」

　警察庁長官の竹国が厳いかつい顔に柔和な笑みを浮かべると、松花局長は突然「ううぅぅ～…!!」と会議室中に響き渡る声で泣き出した。

「遅くなって済まなかった。よく持ちこたえてくれた」

　しゃくり上げるその背中を、竹国長官が何度もさする。

「おい、彼を部屋の外で休ませてやってくれ」

　指示を受けた職員は、戸惑いながら松花局長を支えて会議室を後にした。

　扉が閉まるのを確認し、竹国長官はピンと伸びた背筋を岸辺総理に向けて折り曲げる。

「部下が取り乱し、申し訳ございませんでした」

「いえ、構いません。この状況からすれば仕方のないことでしょう」

「恐れ入ります。それでは把握してきた情報のご説明を、よろしいでしょうか」

　岸辺総理が頷うなずくと、竹国長官は端末を操作する職員に「臨海部の地図をモニタに出せますか」と声をかけた。

　画面にデジタルマップが映し出され、レーザーポインタの赤い光点が躍る。

「すでにヘリテレの映像などでご覧になっているかと思いますが、問題の未確認生物群は、ここ、江東区有あり明あけに一昨日現れた巨大空洞から発生しました」

「あの生き物は何なんですか？」

「申し訳ございません、総理。それは警察にも分かりかねます……」

　口にこそ出さなかったが、竹国にとって、そもそも野生生物の問題は環境省や農水省の領分という思いがあった。

　飼育動物が脱走したり、他人に危害を加えたということであれば遺失物や占有者責任という形で警察が関与することになるが、今回のような状況で警察が矢面に立たされること自体、ある種の理不尽さを感じざるを得ない。

「この生き物が何であるかについては調査を待つといたしまして、彼ら未確認生物群の動向をまとめますと、現在西のお台場、北の豊とよ洲すを経由して北西方面へ進出しつつあることが分かっております」

「北西……？　都心部に向かっているということですか？」

「はい。その点については彼らの明確な意図を感じます。臨海部からは、他に湾岸線経由で千葉方面に向かうルートと、東京湾トンネル、中央防波堤などを経由して神か奈な川がわ方面へ向かうルートがありますが、こちらについては見向きもしておりません」

「つまり、何らかの指揮統制のもと動いている可能性がある、と……」

「お見込みのとおりです。中でも問題なのは豊とよ洲す方面です。お台場方面は警視庁の緊急時Ｅ初動対応Ｒ部隊Ｔがレインボーブリッジで食い止めておりますが、豊とよ洲す方面につきましては、東雲しののめから迂う回かいしてきた集団に側面を衝つかれ、甚じん大だいな被害が出ております」

「警察は、どうなんですか。これ以上やれるんですか？」

「率直に申しまして、警察力で対応できる限界を超えております。ここはぜひ、自衛隊の力をお借りしたい」

　竹国長官が向けた視線の先では、いましがた到着したばかりの久く内ない防衛大臣と、常陸ひたち谷や統合幕僚長がじっと地図を注視していた。

　明葉はゴクリと唾を飲み下す。

　これまでは警察が対処してくれていたおかげで、どこか他人ひと事ごとのように眺めていられる部分があった。しかしここで「ＹＥＳ」と答えれば、明葉たちはまさにこの事態の当事者となる。それは、警察でさえ対応しきれなかった危機に自ら飛び込むということだ。

　岸辺総理は、黙然と腕を組む久内大臣に呼びかけた。

「どうですか？　いけそうですか？」

　久内は隣に座る常陸谷統幕長の顔をチラリと見て、おもむろに頷うなずく。

「──我々がやりましょう」

　おお……、と歓声が、さざ波のように広がった。




　同日　十二時五十九分　聖バジル国際病院本館一階救急外来

　中央区隅田川沿い、勝かち鬨どき橋ばしの優美な下路式タイドアーチを眺めるその場所に、聖バジル国際病院はあった。

　一九九二年に建てられた本館は、旧館と合わせた暖かな薄柿色のタイルで覆われ、徹底した患者本位にこだわる姿勢が外壁にまで滲にじみ出している。

　この新病棟は東京大空襲を経験した故名誉院長の発案で、スウェーデンに倣ならいチャペルやラウンジ、外来の廊下にまで酸素や吸引の配管がなされていた。

　かつて都内で某新興宗教団体による無差別テロが起こった際、最も多くの患者を受け入れ、「野戦病院」設計の真価を余すところなく発揮したことで知られている。

　プルルルルルル……。

　一階にある救急外来の電話が鳴ったのは、正午過ぎのことだった。

「先生、東京消防庁からの緊急直通電話ホツトラインで、お台場のほうで大きな事故があったみたいです」

　緊急入院がないので救急外来に来ていた救急部長の由ゆ見み伊い弦づるは、看護師の報告を聞いて怪け訝げんそうに眉をひそめる。

「そう言えばさっきからロビーのほうが騒がしいな……どんな事故が起きたんだ？」

「それが消防のほうも把握していないみたいで、とにかく何人受け入れられるかと……」

「状況も分からないくらい大きな事故ってことか。よし、四、五人は大丈夫と伝えてくれ」

　伊弦は現場を仕切るインチャージナースに声をかけ、スタッフをかき集めながら病棟の西側へと向かった。

　ところが……。




「──来ないな」

　救命救急センターの入口で、伊弦は苛いら立だたしげに足を踏み鳴らした。待てど暮らせど救急車は姿を現さない。これでは昼飯抜きで集まってもらったスタッフたちに申し訳がない。

「まさか、誤報ということはないだろうな……」

　季節外れのセミの声が、ジワジワと汗ばんだ肌に沁しみ込んでくる。

　一旦中へ入ろうかと思いかけたその時、ナースマネージャーが青あお褪ざめた顔で戻ってきた。

「せ、先生！　受付から、様子のおかしい患者がきたので救急外来に回したと連絡が」

「受付から？」

　通常、聖バジル病院は予約診療しか受け付けていない。救急外来に回したということは、受付職員が追い返せないほどの緊急性を感じたということだ。

「よし、行ってみよう」

　それが、聖バジル国際病院でもっとも長い一日の始まりだった。




　自動ドアをくぐると、伊弦はすぐさま異変に気が付いた。

「こ、これは……？」

　裂傷や刺傷、中には咬こう傷しようを思わせる外傷を負った患者が、総合案内のほうからどっと溢あふれ返っている。

　呆ぼう然ぜんと立ち尽くす研修医（レジデント）をつかまえ、伊弦は状況を問とい質ただした。

「おい君！　これは一体どうなってるんだ！」

「そ、それが、先ほどからウォークイン（徒歩やタクシー）で大勢の患者様がやって来まして。中には、たまたま近くを通りがかった車が運んでくれたという方も……」

　不吉な予感が脳裏を過よぎった。

　大規模な事故や災害の場合、最初にやってくるのは自力で来院できる一次対応の患者だ。救急車が必要な二次対応の患者や、すぐに治療しないと命に関わる三次対応の患者は、後から遅れてやって来る。

「これは普通の事態じゃない……患者を診察室へ！」

　明るく広々とした診察室は、たちまち慌ただしい足音でいっぱいになった。

　軽症患者は研修医や専門研修中の専攻医に任せ、伊弦たち救急科専門医は緊急性の高い患者の治療に当たる。

「な、何だ、この傷は……？　あなた、一体どうしてこんな怪け我がを？」

　伊弦の問いに、患者は「見たこともない生き物が……」「エイリアンみたいなものが襲ってきて……」と要領を得ない返答を繰り返す。

　ショッキングな事故で混乱しているのか。それともまさか、幻覚作用を伴う化学剤が撒まかれたのか。

「先生、どうしましょう……」

「念のため中毒情報センターに連絡を。それから精神科にも状況を伝えておいてくれ。もしかしたら手を貸してもらうことになるかもしれない」

　間もなく、伊弦の予感を証明するかのように、最初の救急車が到着した。

　ピーポー、ピーポー、ピーポー、ピー……。

「こっちだ、急げ！」

　診察を他の医師に任せ、伊弦は青いユニフォームを着た看護師たちと救急入口へ走った。

　患者の姿を見た瞬間、伊弦はハッと息を吞のみ込こむ。

「な、なんだこりゃ……？」

　右腕がちぎれ、頭皮の一部を剝ぎ取られた患者がストレッチャーに横たわっていた。

　飛び出した骨は血にまみれ、どす黒い肉がだらりとぶら下がっている。

「こ、これは、大きな工作物に挟まれたのか……それともまさか、猛獣に……」

　いや、バカげた想像だ。都内で人が猛獣に襲われるなど……。

「とにかく服を切れ！　バイタルチェック！」

　矢継ぎ早に指示を下しながら、伊弦は玄関ドアの脇にある集中治療室ＩＣＵへ転がり込んだ。すかさず心電図の電極を貼り付け、気管挿管を行う。

「血圧40切ってます！」「輸血オーダー！　クロスマッチなしでいいから、早く！」

　処置を始めたところで、再び救急車のサイレン音が聞こえてきた。

「先生！　次の患者、心肺機能停止ＣＰＡです！」

「こっちも緊急事態だ！　空いてる医師に手伝わせろ！」

　言い終える間もなく、さらに次のサイレンが響いてくる。

「先生、また……!!」

「分かってる！」

　どうなってるんだ、これは……。

　許されるなら、伊弦はいますぐ泣き出したい気分だった。

　一つのＩＣＵで、二人の患者の心しん肺ぱい蘇そ生せいが始まる。それだけでは場所が足りず、救急外来の廊下でも心しん肺ぱい蘇そ生せいが始まる。

「おい、何が起こった！」

　看護部長から状況を聞いた院長と副院長が、青い顔で救命救急センターに駆け込んできた。

「『緊急招集スタツトコール』お願いします！」

　血まみれの伊弦が叫ぶのを見て、二人は声もなく頷うなずく。




《──緊急招集スタツトコール、緊急招集スタツトコール、救命救急センター》




　院内でざわめきが起こった。

　聖バジル病院では、患者に不安を与えないよう、原則として院内放送を使用しない。

　おまけに緊急招集スタツトコールは、通常であれば夜間や休日など、人手が足りない時に行われるものだ。それが日中、救命救急センターでかかるなど普通のことではない。

　集まってきたスタッフを前に、院長は告げた。

「今日はすべての診察を中止します。手術も緊急のもの以外は止めてください。皆さんには、救急患者に専念していただきます」

　その瞬間から、院内は野戦病院モードへ突入した。

「スーパー・アンビュランス、到着しました！」

　間もなく交差点を挟んだ小学校の校庭に、超大型救急車が姿を現す。

　スーパー・アンビュランスとは、東京消防庁が所有する特殊救急車のことだ。ボディの両側面を展開すれば八床のベッドを収容でき、緊急時には手術もできる。

「院長、これをご覧ください。どうやら有あり明あけのほうで大変なことが起こっているようです」

　事務職員からスマホのネット動画を見せられた院長は、絞り出すような声で言った。

「トリアージの用意を……」




　同日　十三時八分　総理大臣官邸本館地下一階危機管理センター

　会議室に駆け込んできた職員が、相口防衛政策局長にそっと耳打ちをした。

「局長、どうやら陸幕が一部部隊をすでに現地へ向かわせているようです」

「何!?」

　驚いた相口は、遅れて到着した統合幕僚監部参事官の肩をつかむ。

「君、もう陸自の部隊は動いてるのか!?」

「ええ、そのようです……」

「まさか、東日本大震災の時のように陸幕長が勝手に動かしたんじゃないだろうな」

　ややこしい話だが、陸上自衛官の最上位たる陸上幕僚長には、オペレーションに関する権限がない。陸海空の各幕僚監部はあくまで人事や教育、訓練、防衛力整備などを担になうフォース・プロバイダーで、部隊の運用を担になうフォース・ユーザーは統合幕僚監部とされているからだ。

　ところが東日本大震災の時、陸上幕僚長は統幕を通さず部隊を動かしてしまった。

　これには大きな事情がある。

　海自や空自の場合、自衛艦隊や航空総隊というオペレーションを一元的に統括する組織があるが、当時の陸自にはそのような機関がなく、統幕は全国に五つある方面隊と直接やり取りしなければならなかった。

　一方、東日本大震災のように全国規模での対応が必要な事態となると、統幕は三自衛隊間の調整に手いっぱいで、各方面隊の運用まで手が回らない。

　そこで陸幕長が処分覚悟で決断を下し、統幕を経由せず部隊を動かしたのである。

　この咄とつ嗟さの機転のおかげで、陸自は迅速な初動対応を得ることができた。

　しかし、本来権限を持たない人間が部隊を動かしたということは、シビリアン・コントロール上極めて危険な行為である。たとえそこに正義があったとしても、過去に軍を暴走させた人間は、皆例外なく自身の大義を信じて動いてきたからだ。

　東日本大震災についてその是非を判断する権利があるのは、彼らに命を救われた人たちだけだろう。だが内局としては、同じ事態が起こることなど絶対に看過することはできなかった。

「どうなんだ、君！」

「落ち着いてください。今回は訓練という名目で動かしてます。それに統幕も了承済みです」

「………そうか」

　参事官の一言で、ひとまず相口は引き下がった。

　しかし常陸谷統幕長の説明が始まると、再び不安がむくむく膨れ上がってくる。

「モニタの地図をご覧ください。すでに第一師団各部隊は第三種非常勤務態勢のもと、応急出動準備訓練という名目で出動準備を進めております。また、佐賀県の目め達た原ばる駐屯地からも、転地訓練という名目で第三対戦車ヘリコプター隊の第二飛行隊を立川へ向かわせました」

「第二飛行隊だと!?」

　相口は再び参事官の肩をつかんだ。

「第二飛行隊ということはＡＨ‐64Ｄじゃないか！　大臣は了解しているのか!?」

　ＡＨ‐64Ｄ、通称「アパッチ・ロングボウ」。

　陸自が保有する最強の対戦車ヘリコプターだが、先般墜落事故を起こしている。

「もちろん大臣もご存じです。統幕から旧式のＡＨ‐１Ｓでは性能に不安があると言われましたので。いずれにしても内局はオペレーションに口出しできません。ここは統幕の判断を尊重せざるを得ないのではないでしょうか」

「それはそうかもしれないが……」

　相口は、背もたれの上で苦々しい表情を浮かべた。

（くそ、このままではまずいことになる……）

　実は相口には、ある重大な懸け念ねんがあった。

　それは一歩間違えれば防衛省を揺るがしかねない危険を孕はらんでいるのだが、そのことを知る者は他に誰もいない。

　机を小刻みに叩たたく相口のそばで、常陸谷の説明は淡々と進んでいく。

「問題は部隊を出動させる法的根拠です。災害派遣には武器使用に関する規定がありません」

　常陸谷の言葉を引き継ぐように、久内大臣が太鼓腹をよじりながら椅子から身を起こした。

「総理、実はそれに関しまして、東京都の大おお沼ぬま知事から『治安出動』の要請が来ております」

「治安出動!?」

　会議室内がにわかにざわめき立った。

　国内の暴動鎮圧を目的とする治安出動は、その性質上、国民に対して銃を向けることもあるため、政府与野党問わず忌避感が強い。実際、過去に自衛隊内で治安出動が検討されたことはあるものの、実行へ移されたことはただの一度もない。

　岸辺総理は、慌てて配布資料をめくり始めた。

「待ってください。資料では、都道府県知事は『都道府県公安委員会と協議の上』部隊の出動を要請することができると書いてありますよね。都の公安委員会は了承したんですか？」

「条文はあくまでも『協議』することとされているだけで、同意までは求められていません」

　岸辺総理の隣で、ガマグチ顔の佐さ野の官房長官が「むむ……」と呻うめく。

「総理、大沼都知事は我々に火中の栗くりを拾わせる気ですよ。自じ明めい党とうに汚れ役を押し付けて、議会で優位に立つつもりだ」

「大沼さんは都議会で自明党と対立してますからね。とは言え、災派に武器使用の規定がないんじゃ、一応治安出動を要請する筋は通っている」

　岸辺総理の言葉に、国会対策委員会との連絡役を務める政務副長官の一人が異を唱えた。

「待ってください総理、そもそも正体不明の生物を撃退することを治安維持というのが、どうもしっくりきません。治安出動ともなれば国対での回しも必要ですし、その辺の整理が必要ではないでしょうか」

　彼の疑問に答えたのは、安全保障・危機管理担当、通称安危担当の内閣官房副長官補だ。

「それにつきましては、すでに警察が対応している以上、警察力の補完を目的とした治安出動を否定するのは難しいかと思います」

「警察が対応しているのだからこれは治安維持……ということですか」

　卵が親鳥を生むような論法だが、これを否定すると、警察は、警察が対処すべきでない事態に手を出してしまったということになる。それではハシゴ外しもいいところだ。

　あごをさすった佐野官房長官は、おもむろに顔を上げた。

「総理、とは言えやはり治安出動はまずいですよ。何とか災派で決めるべきです」

「しかし、武器が使えないのでは……」

「いや、こんなの害獣駆除みたいなもんじゃないですか。そうだろう、防衛省」

　防衛政策局長の相口が「よろしいでしょうか」と手を上げた。

「たしかに隊法──つまり、自衛隊法では災派に関して武器使用の規定がありません。しかし、過去には災派で武器が使用された例もあります」

「ほう、どんな例だ……」

「記録によれば、昭和三十五年に群ぐん馬ま県けん谷たに川がわ岳だけで宙ちゆう吊づりになった遺体を回収するため、ザイルやハーケンを小火器で射撃した事例があります。また、昭和四十九年には爆発炎上して漂流状態になったタンカーに対し、護衛艦による艦砲射撃や対潜哨しよう戒かい機による爆撃、さらには潜水艦による雷撃を行った例もあります」

「おお、それだ。今回も同じでいいじゃないか」

　手を打って喜ぶ佐野官房長官だが、岸辺総理の表情は険しい。

「うーん……。それらはみな器材や船舶に対して武器を使用した例ですよね。もっと直接的に生物を攻撃した事例はないんですか」

「昭和三十年代から四十年代にかけて、北ほつ海かい道どうや三さん陸りく沿えん岸がんでトドによる魚介類の食害を防ぐため、空自のＦ86Ｆ戦闘機による機銃掃射や、陸自の十二・七ミリ四連装対空機関銃による射撃を実施した記録があります。ただし、これは災派ではなく、あくまで岩礁を目標とした射撃訓練という扱いになっております」

「時代だな……」

　佐野官房長官の一言に、あちこちから苦笑が漏れる。

「とにかく、総理。これで災派でも武器が使えることは分かりました。いいじゃないですか、これでいきましょう。災派なら誰も文句は言わない」

「お待ちください」

　議論がまとまりかけたところで、常陸谷統幕長がマイクのスイッチを入れた。

「数年前、陸自の北部方面隊が北ほつ海かい道どう庁ちようの要請でエゾシカの駆除を実施しようとした時、野生動物への発砲にストップをかけられたことがありました。今回も同じような問題があるのではないでしょうか」

「発砲が許可されなかっただと？　どこの所管の話だ。農水省か？　それとも環境省か？」

　すかさず農水官僚が答える。

「鳥獣保護管理法そのものの話であれば、環境省さんかと」

「そのものでも何でもいい！　どうなんだ、環境省」

「は………」

　自然保護局長が、部下から渡された資料を慌てて開く。

「これは非常に難しい問題でございますが、鳥獣保護管理法第八条では『鳥獣及び鳥類の卵は、捕獲等又は採取等をしてはならない』と定められております。ここでいう『鳥獣』とは『鳥類又は哺乳類に属する野生動物』のことで、『捕獲等』には『殺傷』も含まれております」

「鳥類に哺乳類？　今回の件と何か関係あるのか？」

「先ほどの映像をもう一度ご覧ください……」

　正面のモニタに、警視庁が撮影した未確認生物の姿が映し出された。

「もう少しズームアップできませんか」

　自然保護局長のオーダーで、画像が拡大される。

「ここです。ハッキリとは見えませんが、こちらの個体にはへそのようなものが見えます。つまり、哺乳類である可能性が否定できないということです」

「おい待て。まさかあの化け物どもが生しよう類るい憐あわれみの令に含まれてるとでも言うつもりか？」

「語弊はございますが、主旨から申しますと、お見込みのとおりかと」

「バカな！　あんな危険な化け物どもをどうして駆除できないんだ！　よくテレビで熊を射殺したというニュースが流れてるだろ！　あのハンターたちはみんな犯罪者か!?」

「いえ、鳥獣保護管理法では例外的に狩猟と許可捕獲を認めております。いまおっしゃったのは狩猟に当たる行為です」

「じゃあ、それでやればいいじゃないか！」

「残念ですが、狩猟ができるのは鳥獣保護管理法施行規則に定められた鳥獣及び期間に限られております。また、狩猟免許が必要で──」

「規則改正なんかやってるヒマはない。もう一つのナントカ捕獲はどうだ」

「許可捕獲には主に学術研究目的と有害鳥獣捕獲、個体数調整の三種類がございます。このうち一つ目については、学術研究が単に付随的な目的である場合には認められておりません。また、後者の二つについても、やはり狩猟免許が必要で……」

「また免許か……そんなものさっさと出してしまえば済むことだろう」

「試験を受けていただく必要がありますので、すぐには……」

「都内で死傷者が出ている時に試験だと!?　バカも休み休み言え！」

　佐野官房長官からどやされた自然保護局長に、他省庁から憐あわれみの視線が集まる。

　さすがの岸辺総理も哀れに思い、横から助け舟を出した。

「まあまあ佐野さん。その話は、あの未確認生物たちが哺乳類であると確認できた場合の話じゃないですか。爬は虫ちゆう類るいにだってへそのようなものを持っている種類がいるそうですし、あれらが哺乳類とは限らないですよ。そうでしょう、自然保護局長」

「総理のおっしゃるとおりです。しかし哺乳類でないという確証が持てない以上、環境省としては、どうぞ駆除してくださいとは申し上げられません」

「何!?」

　額に青筋を立てた佐野官房長官が、机をドンと叩たたく。

「おい、この期に及んで環境省は責任逃のがれするつもりか！」

「いえ、そんなつもりは……ただ、省としての見解を申し上げたまでです」

「それじゃどうすりゃいいんだ！　治安出動をやれと、環境省はそう言いたいのか！」

　憤ふん懣まんやるかたない佐野官房長官に、防衛政策局長の相口が再び声をかける。

「官房長官。逃げ道がないわけではございません」

「何？　どんな逃げ道だ。言ってみろ」

「まず『自衛隊の災害派遣に関する訓令』第十八条では、『救援活動のために特に必要がある場合は、最小限度必要とする火器及び弾薬を携行することができる』と規定されております。一方、隊法第九十五条では、武器等を職務上警護するに当たり『事態に応じ合理的に必要と判断される限度で武器を使用することができる』とされています」

「まどろっこしい話だな。つまりどういうことだ」

「つまり、順序は逆転しますが、訓令に従って携行した武器を防護するため、襲ってきた相手に武器を使用することができるというわけです」

「ほう、いいじゃないか！　そりゃ名案だ！」

　説明を聞いた佐野官房長官は、満足げに頷うなずいた。岸辺総理もホッと胸を撫なで下おろす。

　しかし、である。

「それは承服いたしかねます！」

　再び統幕長の常陸谷が、抗弁の声を上げた。

「官房長官、隊法九十五条では、ただし書がきの規定により正当防衛か緊急避難の場合しか相手に危害を加えられません。これではイラク派遣の時と同じです！」

「ちょっと待て。たしかにルメイサでは危ない場面もあったが、今回の件は明らかに正当防衛や緊急避難に該当する話だろう。あの時とは状況が違うじゃないか」

「いいえ、この規定では敵に囲まれても攻撃が始まるまでは武器を使用することができませんし、逃げる相手を追撃することもできません。おまけに武器を使える場合でも、迂う闊かつに致命傷を与えることすら許されません。これでは隊員たちの身を徒いたずらに危険にさらすだけです！」

「じゃあどうするんだ！　治安出動か!?　自衛隊はそれでいいのか!?」

「たしかに治安出動であれば、人だけでなく施設や物件に対する侵害を排除する場合にも武器使用が認められております。また『多衆集合して』『暴行若もしくは脅迫をしようとする明白な危険』がある場合にも武器の使用は可能です」

「では……」

「しかし治安出動で許されるのは、警察比例の原則に基づき、あくまでも必要最小限の武器使用だけです。その点は正当防衛や緊急避難の場合と大差ありません。それに隊法第八十九条第二項では、治安出動で武器の使用を判断する者を『当該部隊指揮官』としております。自衛隊の存在を否定する者の中には、現場指揮官の判断が正しかったかどうか、後に司法の場で争おうとする者が必ず現れるでしょう。それでは部下を守り切れません」

「だったら君はどうしろと──」

　そこまで言いかけて、佐野はハッと頰をひきつらせた。

　まさか……。

　災派でも治安出動でもない。とすれば残りは……。




「『防衛出動』で出させていただきたい」




「防衛出動[image: かんたんふぎもんふ]」

　会議室内に衝撃が走った。

　隊法第六章には、治安出動や災害派遣を始めとする自衛隊の本来任務が掲げられている。それら各種行動の中で唯一「主たる任務」とされているのが、隊法第七十六条に規定された「防衛出動」である。

　防衛出動を命ぜられた自衛隊は、隊法第八十八条に基づき「必要な武力」を行使することができる。日本には現在約二千の法律が存在するが、その中で「武力の行使」を直接的に定めているのは唯一この一条のみである。

　「武力の行使」は治安出動などの「武器の使用」と異なり、正当防衛や緊急避難に限定されず、警察官職務執行法に制限されることもない。

　また、防衛出動を命ぜられた部隊は各種法令からの適用除外や特例措置が認められ、本来必要な許可や関係機関との協議が、ほとんどの場合一方的な通知で足りる。

　だが問題は、日本国憲法第九条で「武力による威嚇又は武力の行使は……永久にこれを放棄する」と定められている点だ。

　この条文だけを読んだ時、果たして防衛出動による武力行使は合憲か否いなか、事あるごとに論争の的となってきた。そのためもあり、日本の歴史において防衛出動が下令されたことは、いまのところ一度もない。

　その防衛出動を、このタイミングで発動するのか──。

「ないだろう」

　佐野官房長官は、言下に否定した。

「いまは不祥事がらみで内閣の支持率が落ちている。こんなタイミングで防衛出動なんて口にしたら、その日のうちに政権がひっくり返る」

　佐野官房長官は国会対策に強い、いわゆる国対族の議員だ。その佐野が、防衛出動では政治がもたないと言っている。岸辺総理としても聞き流すことはできない。

　だが正面のモニタを見て、最後の決定権を持つ岸辺は判断に迷った。

《おい、後ろ！　回り込まれてるぞ！》

《いいから撃て撃て！》

《バカ！　そっちはまだ住民が……!!》

　映されているのは、どこかの橋の上のようだ。蜘く蛛もともヒトデともつかない異形の生物が、パトカーを乗り越えてモニタのほうへ迫ってくる。

　たしかに佐野官房長官が言うことは正しい。いまの状況で防衛出動などと言い出したら、途端に野党から集中砲火を浴びるだろう。

　しかし、災派や治安出動で本当にあの化け物を駆逐することができるのか……。

　考え込む岸辺総理を見て、佐野官房長官が慌てて身を乗り出した。

「総理、防衛出動ともなれば国会の事前承認が必要です。災派でいきましょう。災派なら国会の承認はいらない」

　岸辺は腕を組み、そばに控える七人の秘書官へ声をかける。

「防衛出動の国会承認は、事後ではダメなんですか？」

「いえ、事後でも可です」

　即座に答えたのは、防衛省から出向してきた審議官クラスの事務秘書官だ。

　佐野官房長官が大きな目をギョッと見開く。

　驚いたのは佐野だけではない。防衛政策局長の相口も弾はじかれたように立ち上がる。

「お待ちください総理！　その前に大事な議論が欠けております。相手はご覧のとおり人間ではありません。人間以外の相手に防衛出動というのは違和感があります」

「その点に関しては問題ないかと思います」

　秘書官の声に、相口が「何？」と振り返った。

「過去の政府答弁では『武力攻撃を加えてくる主体としては、国だけでなく、国に準ずる者』と整理しております。必ずしも人間以外の存在を排除しておりません」

　この裏うら切ぎり者ものめ……。

　睨にらみ付つける相口を、秘書官は素知らぬ顔でやり過ごした。

　総理秘書官は親元省庁のため働くことを期待してエース級幹部が送り込まれるが、総理との接点が多いため、いざという時の振舞いは個々人の信念によって変わってくる。

　変わり始めた議論の流れを見て、参議院を担当する政務副長官が恐る恐る口を開いた。

「あの、総理。もし防衛出動を検討されるのであれば、幹事長にもご相談が必要ではないかと」

「藍あい田ださんか……」

　政務副長官の言葉に、岸辺総理は一転して渋い表情を浮かべる。

　自明党参議院は独立独歩の姿勢が強く、そのドンである藍田幹事長も利益誘導型のリアリストとして知られている。果たして防衛出動と言って「ＹＥＳ」と答えるかどうか……。

　再び議場がしんと静まり返る。

（こんな議論、している場合なのかしら……）

　延々と続く会議を眺めながら、明葉はじれったそうにペン先でノートを突つついていた。

　正面のモニタでは、いまも必死の銃撃戦が続いている。こうしている間にも、刻一刻と被害が拡大しつつあるのだ。

「あの、永牧課長。いまは政局よりも国民や隊員の安全を優先すべきということを、ハッキリ申し上げるべきではないでしょうか……」

　慌てた永牧が「しーっ！」と指を口に当てた。二人のやり取りに気付いた佐野官房長官が、わざとらしく咳せき払ばらいをする。

「ん、んッ。まったく、女は視野が狭くてかなわん。正論だけで片が付くほど世の中簡単ではない」

　明葉はカーッとなって、奥歯を嚙かんだ。

　女女って、だから何だと言うのだ。我々公務員は国民を幸福にするために存在しているはず。視野が狭いのはそっちのほうじゃないか。

　バン！

　突然後方のドアが開かれ、明葉はハッと顔を上げた。

　会議室へ駆け込んで来た職員が、閣僚たちの視線を浴びながら外務大臣の市いち村むらに一枚の紙切れを手渡す。

　市村外務大臣は、メモを見るなり血の気の失うせた表情を浮かべた。

「どうしました、市村さん？」

　渡された紙切れを握りしめ、市村が絞り出すような声を出す。

「総理、アメリカ大使館から『日本は米国に災害支援を要請するよう』注文が届いたそうです」

　その瞬間、統合幕僚長の常陸谷は、天を仰いで深く瞑めい目もくした。




　同日　十三時二十二分　東京駅丸の内口周辺

　赤レンガ駅舎を見渡す行ぎよう幸こう通りに、しとしととぬるい雨が降り出した。

　アスファルトの湿った香りが、群衆の忙せわしない足音と共に曇天へ吸い込まれていく。

「上り線は、現在全線運行を取りやめております！　下り線も、ホーム混雑のため、現在入場規制をさせていただいております！」

　チャコールグレーのパンツを穿はいた若い鉄道会社の社員が、駅の出口でメガホン片手に声を張り上げた。

　バスもタクシーも運行を取りやめているため、公共交通機関の利用を諦めた人々は、スマホとにらめっこしながら乗降客が少なそうな駅へと移動しつつある。

「おいおい、どうなってんだこりゃ……」

　鞄かばんを明葉に奪われた環樹は、大パニックを目まの当あたりにし、道の片隅で呆ぼう然ぜんと立ち尽くしていた。お台場のほうで何かあったらしいということは分かるが、情報が断片的で、いまひとつ判然としない。

　交通整理に当たっている警官を見付け、遠慮がちに声をかけてみる。

「あのー、すんません。一体何があったんすか？」

「何がって……あなた、何のん気なこと言ってるんですか!?」

「いや、ちょっとスマホが手元になくて……」

　警察官は呆あきれ気味に自分のスマホを差し出し、ニュース動画を見せてくれた。

《──謎の生物群は臨海地域を北上し、都内に向かっている模様です。すでに多数の被害情報が寄せられています。臨海エリア付近の皆さまは、命を守るため、直ちに逃げてください！》

「な、何だこりゃ……」

　まるで大地震が首都圏を直撃したかのような混乱ぶりだ。いや、それ以上かもしれない。

《現地からの映像が届いているようです、中継お願いします》

　画面が「ＬＩＶＥ　中継」とテロップの入った映像に切り替わった。

　見慣れた観覧車はお台場パレットタウンだろう。テレポート駅前の駐車場では、見たこともない褐色の生物が走り回っている。

《早く逃げて！　早く早く！》《あそこ！　子供が襲われてる！》

《ちょっと、来てますよそこ！　何でまだ撮影してるんですか!?　早く逃げて！》

　アナウンサーの絶叫に、環樹は愕がく然ぜんとした。

　ウ、ウソだろ、何だこの化物……それにここ、ビッグサイトのすぐそばじゃねえか……。

「すんません、ちょっとこのスマホ借ります！」

「え!?　あ、おい！」

　娘の電話番号を押そうとして、思わず指が止まった。いつもアドレス帳から呼び出しているので、番号が分からない。

「くそっ！」

　スマホを突き返し、駅前へと走り出す。

　とにかくビッグサイトへ行かなければ。お金はないが、後でなんとかすればいい。

「そこのタクシー、止まってくれ！」

　飛び出してきた無謀な客に、黒塗りのタクシーが急ブレーキを踏んだ。

「お、おい！　危ねぇじゃねぇか！」

「ビッグサイトまで乗せてください！」

「はぁ!?　あんた何言ってんの!?　そんな危険なとこ行けるわけねぇだろ!!」

「そこを何とか！　娘がいるんです！」

　娘と聞いた運転手の顔色が、サッと変わった。

　ドライバーは一瞬目を伏せ、そして、再びハンドルを握り直す。

「……悪いけど、他当たって」

「ちょ、待っ──」

　伸ばした手は宙をつかみ、車は無情に遠ざかっていった。立ち込めた排ガスが、乾いたノドにじわりと沁しみる。

「くそっ、こうなったら自分の足で行くしかねえ！」

　周囲を見回した環樹は、ふとコンビニの看板に目を留めた。あそこなら道路地図が置いてあるはずだ。

　地図というものは、本来極めて重要な軍事的ツールである。そんなものがどこでも手に入る現状に懸け念ねんを覚えなくもないが、いまは平和ボケした日本の大らかさに感謝せざるを得ない。

　環樹はダッと駆け出し、閉じかけのドアに身体からだをねじ込んだ。

「すんません、ちょっと失礼します」

　驚く店員を無視して、ラックから道路地図を抜き取る。

（……ビッグサイトまで大体十キロ弱ってとこか。ダッシュで一時間もかからねえな）

　問題は、ビッグサイトのどこに行けば良いかだ。

　ビッグサイトと言っても広いし、花音がどこか別の場所へ避難している可能性もある。闇雲に探し回って行き違いになったら目も当てられない。

「くそ、やっぱスマホが必要か……!!」

　環樹は道路地図を棚に戻し、コンビニを飛び出した。

　向かう先は官邸だ。

「何とか事情を説明して中に入れてもらわねえと……」

　そんなこと可能かどうか分からないが、とにかくやるしかない。

　ドドドドド………。

「ん？」

　駆け出して間もなく、背後から響いてきた地鳴りのような音にふと立ち止まった。

「な、何だぁ？」

　振り返った瞬間、思わず素っ頓狂な声を上げてしまう。

　群衆が走っている。無数の足が太鼓のように地面を叩たたいている。

《皆さん、落ち着いて移動してください！　皇居にはまだ十分な避難スペースがあります！》

　紺色のシャツを着た機動隊員が、指揮車両の上からマイクで叫んでいた。

「まさか……皇居が避難民の受け入れを始めたのか？」

　どうやら事態は、想像をはるかに超えて切迫しているらしい。

　頼む、花音。どうか無事でいてくれ。

　不安に胸を焦がしながら、環樹は群衆を追いかけるように走り出した。




　同日　十三時二十五分　総理大臣官邸本館地下一階危機管理センター

　グレースーツにピンクのタイを合わせた市村外務大臣は、身をよじり、椅子の背もたれをギッと軋きしませた。

「──まずご承知おきいただきたいのは、今回のような場合、仮に自衛隊が防衛出動をしたとしても、米軍が動くことは難しいということです」

「米軍が動けない？」「どういうことだ」

　ざわつく閣僚たちの姿を、外務省や防衛省の官僚たちは「そんなことも知らないのか」と冷ややかな目で眺める。

「米国議会では、大統領による軍の投入が続いたことから、ベトナム戦争終盤に『戦争権限法』という両院合同決議が制定されました。この第一五四一条（ｃ）では、大統領が軍を投入できる場合として『①戦争宣言がなされている場合』『②特別法により授権されている場合』『③合衆国、その準州、属領または合衆国軍隊への攻撃により国家非常事態が生じた場合』の三つを挙げております」

　資料に記された三項目を、会議の参加者たちはじっと目を凝らして見詰めた。が、紙に穴が開くほど凝視しても、今回の事態に当てはまりそうな項目はない。

「実際にはこの三つに該当しなくても、一定の報告義務を満たすことで軍の投入は許容されるものと解かいされております。しかし中間選挙を目前にして議会との対立を避けたい大統領としては、恐らくそのような強引な手段に出ることは困難であろうと思われます」

　閣僚の一人がペンを机に叩たたき付つけた。

「これでは安保条約が死文化しかねないじゃないですか！」

「ご懸け念ねんごもっともです。もし日本が防衛出動を行っても在日米軍が動けないとなれば、安保条約や駐留米軍に対する非難が起こり、ようやく沈静化しつつあった在日米軍基地問題も確実に再浮上するでしょう」

「また移設問題でやり合うなんて、冗談じゃないぞ……」

　佐野官房長官が、実感のこもった呟つぶやきを漏らす。

「一方で海外における災害支援については、合衆国法典第二十二編第三十二章の第二二九二条（ｂ）により、大統領の一般的権限が認められています」

「つまり災害支援なら、議会を通さず大統領の判断で動けると？」

「はい。具体的には『①被災国の支援要請又は支援受入意志があること』『②当該災害による被害が被災国の能力を超えていること』『③当該災害への救援が米国の利益に合致すること』の三つを満たせば、国防総省は米国国際開発庁ＵＳＡＩＤへの支援という形で軍を動かすことができます」

　説明を聞いた佐野官房長官が、眉間に深いしわを寄せた。

「おい、①と③は問題なさそうだが、②はどうなんだ。今回の件に適合しているのか」

「米国はこの点についてかなり柔軟に判断しております。過去の例を見ますと、東日本大震災ではグローバルホークや米空軍ＡＦ特殊作戦集団ＳＯＣの第三二〇特殊戦術中隊ＳＴＳが投入されておりますので、日本が持たない能力を使用したという意味では②を満たしていたかもしれませんが、熊本地震ではそういったこともなく支援に加わっております」

「アメリカらしい大らかさと言うべきか……」

　しかし、岸辺総理の懸け念ねんは別のところにあった。

「市村さん、災害支援の場合、武器の使用はどうなるんですか。自衛隊でさえ……という言いかたもなんですが、災害派遣で武器使用が可能になっているわけですよね。アメリカが市街地で戦闘を始めてしまったら、逆に住民への被害が心配なのですが」

「それについては、確認が必要かと……」

　返答に窮した市村外務大臣に代わり、常陸谷統幕長が卓上マイクをつかんだ。

「総理、米軍には自衛隊よりもはるかに広範な自衛権が認められております。たとえば標準交戦規定ＳＲＯＥでは自衛目的で敵を追撃する権利が認められておりますし、『イラクの自由作戦』などで米兵が携行していたＲＯＥカードには、部隊や友軍を守るためなら病院や学校、宗教施設や文化施設も攻撃できるという主旨の規定が記されております」

「病院や学校まで……？」

「一見乱暴に感じられるかもしれませんが、逆に米国は、それだけ兵士の命を大切にしているということです。この点は、わが国との大きな違いです」

　平時には違憲と言われ、有事には命をティッシュのように軽く扱われるどこぞの国とは、文字通り転地雲うん泥でいの差さと言わんばかりだ。

「おいおい、街中でドンパチ始められたらどっちの被害が大きいか分かったもんじゃないぞ」

　佐野官房長官が腕組みをして唸うなる。

「市村さん、大使館を通じて米国に懸け念ねんを伝えることはできませんか」

「やってみましょう。北米局長、大使館に連絡を」

　頷うなずいた北米局長は、円卓上の緊急電話を手に取った。

「──Hello, this is Shinichi Kawai from Ministry of Foreign Affairs of Japan.」

　一同耳を澄ます中、大使館とのやりとりは穏やかに始まった。北米局長は、メモを取りながら淡々と会話を進める。

「……It was nice talking to you.」

　受話器を置くのを待って、岸辺総理が口を開く。

「どうでした？」

「日本政府の懸け念ねんは大いに理解できるので、米軍は原則後方支援に徹するとのことです」

「おお」「それは良かった」

　閣僚たちの間から安あん堵どの声が漏れる。

「ただ……米側としては、災害対策の専門家を官邸五階に常駐させてほしいと」

　佐野官房長官が飲みかけのお茶を机に叩たたきつけた。

「バカな！　五階と言えば総理執務室があるフロアだぞ！　そんなの主権侵害じゃないか！」

「仰おおせの通りで……」

　岸辺も、米側の唐突な申し出にかすかな違和感を覚えていた。

「北米局長、向こうが常駐を求めている専門家の名前は分かりますか？」

「ニール・オズボーン・シンプソン氏と言っておりました。ハーバード大の方のようです」

　名前を聞いた自然保護局長が、「ああ、あの人か」と呟つぶやく。

「ご存じですか？」

「はい。本業はフィールド生物学者ですが、スマトラ沖地震に偶然居合わせた際、現地のコネクションを通じて活躍した経験から、災害関係の本もいくつか書いております」

「合衆国政府の御用学者というわけではなさそうですね……」

　特段含みを感じる人選ではない。単なる思い過ごしだったのだろうか。

「いずれにしても、官邸常駐の件は断ってください。それから、災害支援についてはもう少し検討する時間が欲しいと伝えてもらえますか」

「かしこまりました」

　再び北米局長が緊急電話のボタンを押す。

　だが二度目の通話を開始した途端、その語気が一変した。

「What!? Could you say that again!?」

　剣けん吞のんな口調に、閣僚たちが不安げな顔を見合わせる。

「──OK, let's keep in touch. Thank you. Bye.」

　受話器を置いた北米局長は、ハンカチで額の汗を拭き取った。

「随分もめたようですが、やはり官邸常駐の件ですか？」

「いえ、そちらはすんなり理解してくれました。ただ……」

「ただ？」

「米国は、万が一日本政府が防衛出動のオプションを選択した場合、間もなく予定されている日米首脳会談をキャンセルする用意があると……」

「首脳会談をキャンセル!?」

　岸辺総理は思わず席から立ち上がった。

　政権発足以来閣僚の不祥事続きで支持率が下落している岸辺にとって、米国大統領との個人的友好関係は唯一の生命線だ。それが断たれたら、いよいよ政権運営が怪しくなる。

「米国の立場は理解できますが、いくらなんでも高圧的過ぎませんか？　向こうは本当にそんなことを言ったんですか？」

「お言葉ですが、総理。これでもオブラートに包んだ表現で申し上げました。先方はもっと厳しい言葉で災害支援の要請を求めています」

　むむ……と唸うなり、岸辺はそのまま腰を下ろす。

　たしかに米国の懸け念ねんはもっともだ。こちらだって、基地問題を再燃化させたくはない。しかし、それにしてもこの脅迫じみた姿勢は一体……。

　重苦しい気配に支配される円卓のそばを、一人の職員が足早に横切った。若い官僚は相口防衛政策局長にメモを渡し、ひそひそと囁ささやいて部屋を出て行く。

　相口から耳打ちされた久内防衛大臣は、マイクをオンにして発言許可を求めた。

「総理、いま内局から重要な報告がありました。沖縄の在日米海兵隊第三十一海兵遠征部隊ＭＥＵが、第二六五海兵中型ティルトローター飛行隊のオスプレイで大隊上陸チームＢＬＴを横田基地に向け発進させたようです。岩国経由の後発部隊もＫＣ‐一三〇で前方展開の準備を進めています」

「31ＭＥＵを……？」

　日米同盟の根幹を支える在日米軍だが、陸軍については朝鮮戦争の休戦に伴い、戦闘部隊の大半を引き上げている。代わって陸上戦力の主体となっているのが在日米海兵隊だ。

「それともう一つ、気になる情報があります。沖縄のトリイステーションに駐留している米陸軍特殊部隊──いわゆるグリーンベレーの第一1st特殊Ｓ部隊ＦグループＧ第一大隊が、厚あつ木ぎに向けて移動を開始したようです」

「グリーンベレーまで？」

　久内の報告に、そばで聞いていた常陸谷が「妙ですな……」と薄い頭を搔かいた。

「敵が北上しつつある現在、後方支援に徹するのであれば横よこ田たに部隊を集結させるのが常道です。厚木に進出となりますと、まるで敵の側背を伺っているかのように見えます」

　その点は、背後で議論を聞いていた明葉も気になっていた。

　米軍は極めて合理的な組織だ。意味もない動きはしない。この行動にも何らかの意図が隠されているはず。

　それに先ほどからの強硬姿勢と、官邸五階に民間人を送り込みたいという要望も気になる。

（米側に直接問とい質ただせれば良いのだけれど……）

　そこまで考えたところで、明葉はふと、ここへ来る途中見かけた二人の米国人のことを思い出した。

　彼らはしきりに何かのフレーズを繰り返していた。たしか……。
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　そう、彼らは「The third」という単語を連呼していた。

　あの言葉は一体……。

　バサッ、と紙が落ちる音で、明葉は我に返った。考えに没頭する余り、膝の上に置いていたファイルを落としてしまったらしい。

「し、失礼しました……」

　睨にらみ付つけてくる永牧課長の視線に耐えながら、慌てて資料の束を拾い上げる。

「ん？」

　その時、明葉の目にピンクのクリアファイルからはみ出た一枚の書類が目に入った。

　英文で書かれたタイトルは「The Third Geneva Convention」。いままさに考えていた「The Third」の文字が踊っている。

　日本語に訳すとジュネーブ第三条約。たしかこの条約は……。

「あ………!!　そうか！　第三条約！」

　叫んだ直後、明葉はハッと周囲を見回した。

　閣僚始め、日本政府の要人たちがじろりとこちらを見ている。

「君、どうしました？　第三条約……ですか？　それがどうかしましたか？」

　総理大臣に下問され、明葉は慌てて立ち上がった。

「し、失礼しました。もしかしたら米側の意図が分かったかもしれないと思い、つい……」

「アメリカの意図が分かった？　それは本当ですか？」

　岸辺の隣で、佐野官房長官が「ふん」と鼻を鳴らす。

「そんな簡単に向こうさんの意図が分かってたまるか。どうせ何かの勘違いだろう」

「まあ佐野さん、聞いてみましょう。どうせいまは他に良案もないんですから」

　岸辺はあごの下で指を組み、真剣な眼まな差ざしを明葉に向けた。

「あなたは米国の意図が分かったと言いましたね。それはどんな意図ですか？」

　頷うなずいた明葉は、一枚のクリアファイルを掲げる。

「米側の意図……それは、これです」

　日本の中枢を担になう者たちの視線が、一斉に明葉の手元に集まった。

　そして、同時に困惑の表情を浮かべる。

「それが……米側の意図？」

　明葉が掲げたクリアファイルには、女児向けアニメのヒロインが描かれていた。

　………………。

「失礼しました。こちらです」

　眼鏡の位置を直しながら、何食わぬ顔でファイルに収められた資料を取り出す。

「ここに書かれているのは『捕虜の待遇に関する一九四九年八月十二日のジュネーヴ条約』、通称『第三条約』と呼ばれるものです。ジュネーブ条約には第一から第四、そして追加議定書があり、そのうち第三条約は捕虜の取扱いについて定めています」

「それが米側の意図とどう関係するのですか？」

「日本が防衛出動で対応した場合、捕えた未確認生物は捕虜として扱わなければなりません。それはすなわち、未確認生物を自由に処遇できなくなるということです」

「……まさか彼らは、捕獲した未確認生物を自分たちの研究材料とするため、我が国に災害対応を求めていると？」

「恐らく。グリーンベレーを展開させたのも、秘ひ密みつ裡りにサンプルを確保するためでしょう。先ほど官邸への常駐を求めた学者も本業は生物学。米側の本音が見え隠れしています」

　小娘が何を言い出すかと眺めていた閣僚たちの顔から、一瞬で冷笑が消えた。

「君、名前は？　どこの省ですか？」

「由見です。防衛省防衛政策局防衛政策課、由見明葉と申します」

「由見さんか……貴重な意見をありがとう。とても参考になりました」

　日本政府のトップに立つ人物から直々にねぎらいの言葉をかけられ、明葉は誇らしい気持ちで腰を下ろした。

　しかし……。

「まずいですね、総理。もしアメリカがそこまでのことを考えて災害支援の要請を求めているのだとしたら、これを引っくり返すのはかなり難しいですよ」

　市村外相が険しい表情を岸辺に向ける。

　タカ派で知られる安全保障担当の首相補佐官も、「これは災派でいくしかないか……」と溜ため息いきを漏らす。

　閣僚たちの言葉に、一転して明葉の背筋をひやりとしたものが駆け抜けた。

（もしかして、わたしは大変なことを言ってしまった……？）

　前に座る常陸谷統幕長は、天井の一点を凝視したまま動かない。もはや反論しても無駄と悟っているかのようだ。

　そんな常陸谷とは対照的に、防衛政策局長の相口は勝ち誇った笑みを浮かべていた。

「大臣、彼女は今年度入省組の中でもとりわけ優秀な職員だと聞いております。彼女の分析どおり、ここは災派でいくしかないでしょう」

　言いながら、相口は口角をニッと持ち上げる。

（……危ない危ない。ここで防衛出動ということになったら、制服組がますます勢いづくところだった）

　机の下で開かれた手帳には、現在調達を検討している次期対戦車ヘリ、ＡＨ‐Ｘに関する防衛商社との会合予定が記載されている。

　相口にとって、省内の主導権争いは単なる面子メンツ問題に留まらない。もっと実質的な、すなわち防衛装備調達の決定権に関わってくる話である。

（この調子なら、ＡＨ‐ＸはＡＨ‐１Ｚヴアイパーで押し通せそうだな……）

　現在防衛装備庁は、次々期中期防に向けて新戦闘ヘリの情報提供企業を募集していた。

　相口が推しているのは、陸自大本命の最強ヘリＡＨ‐64Ｅアパッチ・ガーディアンではなく、より調達コストが低いＡＨ‐１Ｚのほうだ。

　冷戦が終わり、大規模着上陸侵攻の可能性が激減したいま、ＡＨ‐64Ｅほど強力な対戦車ヘリの必要性には疑問符が付く。

　一方で米海兵隊も使用しているＡＨ‐１Ｚは、強襲揚陸艦で運用できる防ぼう錆せい処理も施されており、島とう嶼しよ防衛における共同作戦で大きなアドバンテージを有する。

　以上が表向きの理由だ。

　では真の理由とは何か。

　それは、ＡＨ‐１Ｚの商権を持つ防衛商社との、長きにわたる蜜月関係があった。

（まだまだ彼らにはやってもらうことがある。ここで手を切るわけにはいかない……）

　前に座る久内防衛大臣の背中を眺めながら、相口はぺろりと舌なめずりする。濡ぬれた唇は、謀略の色に染まっていた。

　一方、相口の思惑を知らない明葉は、壁かべ際ぎわの席で一人懊おう悩のうを続けていた。

（災派では大勢の自衛官が危険に晒さらされる。きっと多数の犠牲者が出てしまう。本当にそれでいいの……？）

　思いあぐねた明葉は、前に座る永牧防衛政策課長の肩を叩たたいた。

「……あの、永牧課長。少しお話があるのですが」

「ああ、由見さん、ちょうど良かった。いま追加の資料が届いたと連絡が入ったところだ。悪いんだけど、玄関まで迎えに行ってもらえないかな」

「え……？　で、ですがその前にお話を……」

「急いでくれ。資料がなくて質問に答えられなかったら、大臣に恥をかかせてしまう」

「は、はあ……」

　上司の指示に逆らうわけにもいかず、明葉は渋々バッグを手に取った。

（ん？）

　同時にその手がわずかな違和感を捉とらえた。

（え……？　これ、わたしの鞄かばんじゃない!?）

　同じ黒革だが、愛用しているバッグとは明らかにデザインが異なっていた。どうしていままで気付かなかったのだろう。

（ここへ来てから取り違うような場面はなかったはず。となると……）

「まさか……!!」

　そこでようやく、官邸前での出来事を思い出す。

（あの男の人……きっとあそこで間違えてしまったんだわ！）

　背筋をサーッと冷たいものが駆け抜けた。

　バッグの中には財布やスマホだけでなく、手帳も入っている。万一それらを悪用されたら、大変なことになってしまう。

「取り返さなくっちゃ！」

　会議室を飛び出した明葉は、そのまま階段を駆け上がり、玄関を出て左手にあるＩＤ受付の電話に取りすがった。

　プルルルル……、プルルルル……、プルルルル……。

　お願い、出て……。

　プッ──、

《──もしもし》

　聞き覚えのある声に、思わずホッと胸を撫なで下おろした。

「良かった！　たしか薮木さん……でしたよね！　鞄、わたしの鞄、持ってませんか!?」

《ああ、俺が持ってる。いま官邸に向かってるところだ》

「助かります！　あとどのくらいで着きますか!?」

《本当なら十分くらいで着く距離なんだけど、人が多くて、なかなか……》

「できるだけ急いでください！」

《もちろんそのつもりさ。それよりユミちゃん、君、官邸にいるってことは官僚か何かなんだよね。有あり明あけで一体何が起こってんだ？》

「それは……報道されている以上のことはお答えできません」

　実際のところは明葉が持っている情報もマスコミが流している情報と大差ないのだが、そんなこと口が裂けても言えない。

《なあユミちゃん。実は俺、自衛官なんだ。練ねり馬まの第一普通科連隊に所属している。君が官僚なら、早く政府のお偉方に俺たちを出動させるよう言って欲しい。頼む！》

　自衛官……？　しかも練ねり馬まの一普連？

　ということは、もし災派になったら、真っ先に派遣される部隊だ。

　明葉の胸に、チクリと罪悪感が突き刺さった。情報を漏らすわけにはいかないが、せめて心の準備だけはさせてあげたい。

「……そうですね、災害派遣であれば、まあ……」

　相手の要望に応える振りをして、明葉はギリギリのメッセージを伝えた。こう答えれば、勘の良い人間なら災害派遣の方向で話が進んでいるということを察してくれるはず。

《災派って……ユミちゃん、馬鹿言っちゃいけないよ！　災派じゃ国民を守れない！　どうして防衛出動じゃないんだ！》

　案の定、通話口の向こうから返ってきたのは怒りに満ちた声だった。

　明葉は受話器を握り締め、自分の気持ちをぐっと飲み込む。官僚である以上、たとえ意に沿わない判断であっても、組織としての考えを代弁しなければならない。

「災害派遣でも武器の使用は可能です。今回の事態に防衛出動は馴な染じまないと考えます」

《まさか君……内局の人か？》

「はい。防衛政策課で勤務しています」

《そうか……内局の君が言うんだったら、たしかに災派でも武器は使えるんだろう。けどその場合、間違いなく大勢の自衛官が犠牲になる》

　それは明葉にも分かっていた。武器の使用が正当防衛や緊急避難に局限される結果、隊員の身が危険に晒さらされる。

　しかし……。

「それでも諸般の事情を鑑かんがみれば、いまは災害派遣が適当であると言わざるを得ません」

　電話の向こうで、大きく息を吐き出す音が聞こえた。

《いいかいユミちゃん。俺たちは命令があれば、火の中にだって飛び込む覚悟はある。けどな……せめて誇りを持って火の中に飛び込ませてくれよ！　お偉いさんの面子メンツを守るためじゃなく、命をなげうつ価値があったと、そう思える日本で戦わせてくれよ！》

「………………」

　明葉には、もはや何も答えることができなかった。

　覚悟のない国家。そのツケを、いま彼らが払わされようとしている。

《ビッグサイトには、俺の娘もいるんだ……。災派じゃ守れない。頼む、防衛出動を……》

　娘のために泣く親。

　明葉の脳裏を、父の冷めた表情がかすめる。

　あの人はいつも仕事仕事で、まともな会話すらしたことがなかった。

　休みもなく、家族への関心もなく、明葉がいくらテストで良い成績を取っても「そうか」としか答えてくれなかった父。

　あんな人でも、彼のようにわたしを心配してくれることがあるのだろうか……。

　ドドドドド──。

「ん？」

　不意に生垣の向こうから聞こえてきた地響きのような音に、明葉は窓ガラスへ額を寄せた。

　正門のすぐ前、国道二四六号の永なが田た町ちようバイパスを、数えきれないほどの群衆が走っている。

　目的地は国会議事堂……いや、さらにその先、皇居のほうだ。

「あの、すみません。いま大勢の人が皇居のほうへ走っているのですが、何があったかご存知ですか？」

《え？　ああ、どうやら皇居が避難民の受け入れを始めたらしいんだ。おかげでこの辺りは人でいっぱいだよ》

「皇居が、避難民の受け入れを？」

《そうさ。対応の遅い政府に代わって動いてくれたんだ》

　大勢の避難民……。受け入れが必要な状況……。

　脳内で、何かのピースがカチリとはまる音がした。

　だったら……あの手があるかもしれない！

「薮木さん、わたしは一旦会議へ戻ります！　あなたは官邸の正門前で待っていてください！」

《え？　きゅ、急にどうしたの!?》

「薮木さんの貴重な情報のおかげで、道が拓ひらけたかもしれないんです！」

《ちょ、ちょっと、ユミちゃ──》

　プツ。

　一方的に通話を切った明葉は、「よし」と顔を上げた。

　エントランスでは、市いちヶが谷やから到着した職員が庁有車から降りようとしている。彼らが運んできた書類の中には、明葉が必要としているあの資料も入っていることだろう。

　駆け出した彼女の瞳には、強い覚悟と決意がこもっていた。




　同日　十三時三十四分　総理大臣官邸本館地下一階危機管理センター

「ですから、先ほどから災派では対応できないと申し上げております！　災派の前提で戦闘を行う訓練などしたこともない！　訓練したことのない行動は、自衛隊にはできかねます！」

　激げつ昂こうする常陸谷統幕長に、市村外相は「まあまあ」と諭すような声で呼びかけた。

「統幕長、おっしゃることは分かります。しかし対米関係を鑑かんがみれば他に選択肢がないことくらいお分かりでしょう。そうですよね、総理」

　突然水を向けられた岸辺総理は、「むむ……」と唸うなって俯うつむいた。

　憲法九条を改正し日本の誇りを取り戻しましょうと訴えていた岸辺にとって、統幕長の主張を無下にするのはいささか以上に気が引ける。

「わたしは……できれば自衛隊にも納得して出てもらいたい」

　溜ため息いきをつく市村外相の向かいで、常陸谷は憮ぶ然ぜんと腕組みをした。

（納得など、できるものか……）

　彼の脳裏には、数年前の飲み会で聞いた若い部下の声が響いていた。

〝師団長、実は先月、二人目の子が産まれたんです〟

　喜びに目尻を垂らした若者。幸せそうな家族の写真。

　それらを思い返し、常陸谷は静かに瞑めい黙もくする。

　長い自衛隊生活で育てた多くの部下が、いま第一師団にいた。

　出来が良いやつもいた。悪いやつもいた。

　素直なやつもいれば、生意気なやつもいた。

　だがみんな、ともに厳しい訓練を乗り越え、同じ釜の飯を食った大切な仲間たちだ。

　久しぶりに再会すると「あんなぼんやりしたやつが、こんな頼もしくなりやがって……」と目頭が熱くなることもある。すっかり指揮官の顔になった部下を見て、胸がいっぱいになることもある。

　そいつらに、死ねと言うのか？　言わなければならないのか？

　不条理な法令に手足を縛られたまま、誇りも尊厳もなく、都合のいい使い捨ての駒として死んでくれと、そう命じなければならないのか？

　違うだろ……。そんなの絶対許せないだろ……!!

　あいつらにだって家族がいる。もしものことがあったら、子どもは、妻は、親はどうなる!?

　せめてその人たちに「彼は日本国民の期待と尊敬を一身に背負い、悔いなく全力でその職務を全うしました」と、どうして言わせてもらえないんだ！

　議論を眺めていた佐野官房長官が、うんざり顔で肩をさすった。

「おい、もうそろそろ結論を出さねばならんだろう。防衛省の内局はどう考えてるんだ」

　相口が、ここぞとばかり卓上マイクをつかむ。

「日米同盟は我が国のみならず、東アジアにおける安全保障の要です。隊員諸官には非常に申し訳ないと思いますが、中長期的視点から考えれば、ここは厳しい判断をせざるを得ないのではないかと思います」

　こんな時でも、相口は「厳しい判断」と言葉をぼやかした。大きな被害が出た場合に責任から逃れるため、核心的な一言を避けたのだ。

「内局はこう言っているぞ、統幕長」

　佐野官房長官が、沈黙する常陸谷に声をかける。

「………それでも、わたしは」

「統幕長！」

　突如響き渡った声に、議場の全員がハッと顔を上げた。

　警察庁長官の竹国が立ち上がり、常陸谷を見下ろしている。

「統幕長、つらいお立場は十分お察しします。わたしも部下を持つ身。統幕長のお気持ちは、痛いほど分かるつもりです。ですが……ご覧ください！」

　太い指が、会議室奥の十面モニターを指した。

　そこには住民を逃がそうと必死で踏みとどまる、警察官たちの姿が映し出されている。

「いまもあそこで、わたしの部下たちが大勢血を流しております。お分かりですか？　これ以上議論している時間はないのです」

　そう言って竹国は常陸谷の傍かたわらで膝をつき、額をカーペットに擦すり付つけた。

「お願いします！　どうか……どうかご理解いただきたい！」

「………竹国長官」

　常陸谷は言葉を失った。

　スピーカーから流れてくる悲鳴が、激しく胸を打つ。

　そうか……俺は自分の部下のことを考えるあまり、彼らの犠牲を完全に失念していた。

　竹国は顔を上げようとしない。おそらく常陸谷が「分かりました」と言うまで、絶対に頭を上げないだろう。

　天を仰ぎ、目を閉じる。

　数えきれないほどの部下たちに、心の中で詫わびる。

　すまん、みんな……。俺のことは、許さないでくれ……。

「総理、わたしは……」




〝お待ちください！〟




　口を出かけた常陸谷の言葉を、鋭い声が遮った。

　振り返った視線の先では、玄関から駆け戻ってきた明葉が肩で息をついていた。




　　　　＊




　呼吸を整えた明葉は、政府首脳を見渡し、すうっと息を吸い込んだ。

「そのご判断、わたしの提案を聞いてからにしていただけないでしょうか」

「また君か……おい、どうなってるんだ防衛省」

　佐野官房長官に睨にらまれ、相口局長と永牧課長が慌てて立ち上がる。

「君！　場を弁わきまえろ！」「由見くん！　いい加減に──」

「まあまあ、ちょっと待ってください」

　それを制したのは、岸辺総理だった。

「由見さんでしたか。いま提案があると言いましたね。何ですか。言ってみてください」

「総理、あんな駆け出しの小娘に……」

「いいえ、佐野さん。駆け出しだからこそ余計な常識に囚とらわれない新しい発想があるかもしれません。どうぞ由見さん、お願いします」

　岸辺総理に促された由見は、背筋を伸ばして眼鏡のブリッジを押し上げる。

「それでは申し上げます。いますぐ米軍基地に、避難民を受け入れるよう要請してください」

「避難民の受け入れを、米軍に……？」

　会議室でどよめきが起こった。

「一体どういうことですか？」

「避難民を受け入れれば、その保護のため基地に留まっていたという理屈が立ちます。保護してもらった避難民も米軍に感謝するでしょう。そうなれば、アメリカが懸け念ねんするような事態は起こり得ません」

「しかし、米軍基地に部外者を入れるなどということが可能なのですか？」

「資料を確認したところ、神か奈な川がわ県けんや沖おき縄なわ県内の自治体は、災害時に米軍施設を避難所として使用するための協定を締結しております。東京でも、それを行うのです」

　相口局長が立ち上がり、唾を飛ばした。

「待ちたまえ！　先ほど米側の本音が未確認生物の捕獲にあると言ったのは君じゃないか！　その要望にゼロ回答では何の意味もない！」

「未確認生物の扱いについては、治療や各種検査に協力を仰ぐという名目で米側にオブザーバー参加を求めれば良いかと思います」

「ぐ……し、しかし、防衛出動はリスクが大きすぎる。万一逃げ遅れた住民に被害を与えたら、大変なことになる……」

　食い下がる相口に、安全保障担当の首相補佐官が横から冷ややかな声を浴びせる。

「局長、それは災害派遣でも同じでしょう」

　会議の流れが変わったことを悟り、相口の顔がサッと青あお褪ざめた。

　同じ防衛官僚である安危担当の副長官補に視線で助けを求めるが、総理のほうをチラリと見た安危補は、

「ご心配であれば、部隊行動基準で相応の縛りをかけておけば良いかと思います」

　と何食わぬ顔で進言する。

　すでに議論の趨すう勢せいは決していた。

　明葉はあごを引き、円卓の向こうを真まっ直すぐに見据える。

「いかがでしょう、総理。人命と外交、この二つを秤はかりにかけた時、本案は最善の落としどころかと考えますが」

　しん……と会議室が静まり返る中、無言の眼まな差ざしが日本政府のリーダーへと注がれた。

　岸辺総理はゆっくりと顔を上げ、口を開く。




「自衛隊に、防衛出動を命じます──」







[image: 第二章　自衛隊、出撃]







　九月十六日（日曜日）　十三時五十一分　総理大臣官邸本館三階

　早足でエントランスホールへ向かう明葉の肩を、追い駆けてきた相口防衛政策局長が乱暴につかんだ。

「待ちたまえ！　君、自分が何をしたか分かっているのか！」

「え？　わたしがしたこと、とは？」

「防衛出動の件だ！　制服組の連中に好き勝手やらせて、何か問題が起きたらどう責任を取るつもりだ！」

「あの……お言葉ですが局長、隊員が被こうむるリスクを考えますと、あの場では防衛出動以外、打つ手はなかったのではないかと」

「隊員のリスク？　もういい、君が近視眼的な考えしか持たないことはよく分かった」

　腹立たしげに明葉を突き離した相口は、後ろで控える永牧防衛政策課長に声をかける。

「永牧課長、いますぐ練ねり馬まの１普連へ適当な職員を派遣してくれ。舞い上がった陸自が暴走しないよう、リエゾンＬオフィサーＯ（連絡調整員）として監視させるんだ」

「あ、それでしたらわたしが──」

「君はこれ以上余計なことをするな！」

　怒鳴られた明葉は、ビクリと身を縮める。

　響き渡る声に何事かと視線が集まる中、紺のスーツを着た男がポンと相口の背中を叩たたいた。

「局長、その言い方はないんじゃないですか？」

「え……？　あ、あなたは」

　振り返った相口は、意外な人物の登場に頰を強こわ張ばらせる。

　相口に声をかけたのは、総理大臣の岸辺信一だった。

「現場へ行ってもらうのでしたら、わたしはぜひ彼女にお願いしたいですね」

「か、彼女とおっしゃいますと……こちらの由見くんに、ですか？」

「ええ、その由見さんに、です」

　指名された明葉は、驚いて肩をすくめる。

「あ、あの、どうしてわたしに？」

「君は我々と違って柔軟な思考力を持っているようです。現場との橋渡し役は、ぜひ君のような子に担になってもらいたい」

「よ、よろしいのですか、局長？」

　上目遣いで尋ねる明葉に、相口は苦々しい表情で「行け」とあごをしゃくった。

「がんばってください。期待してますよ」

　笑顔の岸辺は、そっと手を差し出す。

「そ、総理？」

　明葉はギョッとして立ち止まった。

　一国の宰相が、こんな若輩者に握手なんて……。

　わずかに逡しゆん巡じゆんしたが、穏やかな眼まな差ざしに励まされ、恐る恐る求めに応じる。

　握ってみると、世界トップクラスの先進国を動かす手とは思えないほど、何の変哲もない普通の手だった。しかし、握り返してくる力には不思議な意志のようなものを感じる。

「……ご期待に少しでも添えるよう、がんばります」

「こちらも参院の説得は何とかうまくいきそうです。お互い頑張りましょう」

　娘を見るような目で微笑ほほえんだ岸辺総理は、そのまま四階の閣議室へと歩み去った。




　エントランスホールの外は、しとしと粘つく雨が降り注いでいた。

　靴が濡ぬれるのを躊ちゆう躇ちよする明葉の前に、すっと一本の傘が差し出される。

「どうぞ、使ってください」

　顔を上げると、大柄な外国人が愛あい嬌きようある笑みを浮かべていた。

「あなたは……たしか危機管理センターに向かう途中、ホワイエで会話をしていた……」

「はい。在日米海兵隊の政務外交部Ｇ─７次長、ルパート・ティンマーマンと言います。米軍基地への避難民受け入れ要請を提案したのはあなたですね、Ms.Yumi」

　彼の名前には聞き覚えがあった。たしか東日本大震災や熊本地震で在日米海兵隊による被災地支援を主導した人物だ。日本に二十年以上暮らす政治学者で、米国きっての知日派と聞く。

「ふふ、そんなに警戒しないでください。わたしはあなたに感謝しているのです」

「わたしに、感謝を？」

「はい。あなたなら気付いているかもしれませんが、今回の合衆国の対応は、国務省が主導したものでした」

「やはり……そもそも国防総省の災害援助は、国務省の管轄下にある米国国際開発庁ＵＳＡＩＤへの支援という形で行われますからね」

「そう。そして彼らの判断は、日本との関係を壊しかねない非常に危険な行為でもありました。あなたのお陰で我々は友人を失わずに済み、大変嬉うれしく思います」

　言いながら、ルパートは名刺を差し出す。

　それを見た明葉も、慌てて内ポケットから名刺入れを抜き取る。

　アメリカという国は、極めて人脈を重んじる国である。政府要人ともなれば、相応のコネクションを通さなければ外務官僚ですら容易にアポイントを取れない。防衛省が防衛商社を手放せないのも、彼らが米国ロビイストと太いパイプを持っているからだ。

　ルパートのような人物と知り合えたことは、今後大きな強みになるだろう。

「何か困ったことがあったら遠慮なくこちらにご連絡ください。……ところで、急いでいるように見えましたが、何かご用でも？　近場でしたらお送りしますよ」

　言われた明葉は「あっ！」と声を上げた。

「すみません、待たせている人がいるんです。傘、今度お返しします」

「どうぞ。またお会いできるのを楽しみにしています」

　手を振るルパートに会え釈しやくを返し、傘を開いて正門のほうへ駆け出す。

　幸い、待ち人はすぐに見付かった。アコーディオンゲートの向こうで、垂れ目がちな男が機動隊員と押し問答をしている。

「──身分証明書を見せてください」

「いや、だから俺はちょっと人を待ってるだけなんですって」

「どなたを待ってるんですか？」

「それはその……ユミちゃんっていう子を」

「ユミちゃん？　まさか未成年じゃないでしょうね」

　非常に声をかけづらいシチュエーションだったが、明葉はぐっとこらえて一歩踏み出した。

「あの、すみません。わたしが由見です。……一応、成人です」

　念のため、ネームプレートを掲げて見せる。

「ほーら、だから言ったでしょ、怪しいもんじゃないって！」

　勝ち誇る環樹に若干呆あきれながら、明葉は黒革のバッグを差し出した。

「薮木さん。鞄かばん、申し訳ありませんでした」

「あ、いや、こっちこそ申し訳ない。それに、電話じゃ大人げなく取り乱しちまって……」

「お気になさらないでください。それよりお嬢さんは？」

「いま連絡を取る」

　早速スマホを取り出し、環樹は娘の番号をコールする。

　プルルルル、ガチャ。

〝お呼び出しの番号は、電源が入っていないか、電波が──〟

「くそ！　つながらない！」

「薮木さん、どこへ!?」

「ビッグサイトに行く！」

「無茶です！　有あり明あけ方面は交通規制で完全にシャットアウトされています。それに電話もつながらない状態で、どうやってお嬢さんを探す気ですか！」

「けど………!!」

「それより、こちらに乗ってください」

　明葉が指を差した先には、黒塗りのプリウスが停とまっていた。

「あの公用車で、練ねり馬ま駐屯地へ向かいます」

「１連隊へ？　どうして……」

「間もなく非常呼集が入るからです……防衛出動の！」

「ぼ、防衛出動!?　けど、電話では災派だって……」

「官邸の説得に成功しました。あなたのお陰です」

「俺の!?　俺、なんかやりました!?」

「いずれ機会があればご説明しましょう。それより早く！　お嬢さんを助けに行くなら、この方法が一番確実で早いはず！」

　明葉が合図すると、運転手が後部座席のドアを開いた。

　環樹を見詰める瞳には、強い意志の光が宿っている。

「……よし、分かった。行こう！」

　頷うなずいた環樹は、リアシートに滑り込んだ。

「急ぎますので、しっかりつかまっていてください」

　シートベルトを締める間もなく、黒塗りのプリウスは首都高都心環状線の霞かすみが関せき料金所へ向けて急加速する。

　手すりを握り締めながら、環樹は窓の外を見上げた。

「花音、待ってろよ。もうすぐ助けに行くからな……」

　ガラス越しに見える都心の空には、黒いカラスの群れが飛び交っていた。




　同日　十四時四十三分　中央合同庁舎第八号館三階

　内閣府（防災担当）の執務室では、テレビの前に集まった職員たちが、岸辺総理による緊急記者会見の模様を、固唾を飲んで見守っていた。

《──政府は、今回の事態を『武力攻撃事態』と認定し、緊急招集した国家安全保障会議の審議を経て、本日十四時二十分、武力攻撃事態への対処に関する基本的な方針──いわゆる『対処基本方針』を閣議決定いたしました》

　経験したことのない事態に、防災の専門家を任ずる官僚たちも不安の色を隠せない。

《同じく閣議におきまして、わたくしを本部長とする『有あり明あけ空洞敵対的戦闘集団による武力攻撃事態対策本部』の設置を決定し、国民保護法第二十五条第一項の規定に基づき、東京都及び二十三特別区を、国民保護対策本部を設置すべき都道府県及び区市町村として指定することに決定いたしました。これにつきましては、後ほど佐野官房長官のほうから詳しく御説明いたします。国民の皆様におかれましては、未曽有の国難とも言うべき事態を鑑かんがみ──》

　対策本部の名称については、当初、国家安全保障会議の事務局である国家安全保障局において「有あり明あけ空洞『未確認生物群』による武力攻撃事態対策本部」という案が検討された。

　しかし「未確認生物群」では「未確認」でなくなった時に名称変更が必要となってしまう。たかが名称変更と言えど、国会報告や公示が必要であり、手続きには大きな手間がかかる。

　さらに「生物」という表現にも防衛省からクレームが付いた。「生物」では人間でないことが強調され、防衛出動に疑問符が付きかねないからだ。

　結果、「有あり明あけ空洞敵対的戦闘集団による武力攻撃事態対策本部」という、分かったような分からないような名称が採用され、「未確認生物」という呼称も「敵性体」へと改められた。

「ホワイトボード、もっとない!?」

「プリンタの設定は──」

　隣接するオペレーションルームでは、各府省庁から集められた対策本部事務局の事案対処班、百数十名が、所属の印字されたビブスと共に慌ただしく駆け回っていた。

　東日本大震災で使用された官邸危機管理センターは手狭で不便だったが、平成二十六年に竣しゆん工こうした中央合同庁舎第八号館のオペレーションルームは、広々として使い勝手が良いい。

「まさか、ここも狭くてスペースが足りないなんてことにならなきゃいいけどな……」

　ＰＣを立ち上げた職員の一人が、周囲を見回して不安そうに呟つぶやいた。




　同日　十四時五十九分　渋しぶ谷や駅えき前交差点




　ゥゥゥゥゥゥウウウウウウウウウウウゥゥゥゥゥゥゥゥゥ─────。




　雨に濡ぬれたスクランブル交差点に、異様なサイレン音が響き渡った。

　傘を差した歩行者が、一斉に足を止めて奇怪な電子音に耳を傾ける。

〝こちらは、渋谷区役所です。本日、正午頃。江東区、有あり明あけ地域において、『武力攻撃災害』が発生しました〟

　各自治体国民保護計画では、武力攻撃が発生した際、国が定めたサイレンを最大音量で吹鳴することとしている。同時に放送事業者は、警報の内容を速やかに放送しなければならない。

「え、何これ……？　何かヤバくない……？」

「つか武力攻撃災害って何？」

　四基の大型ビジョンがニュース番組へ切り替わり、アナウンサーの緊張した顔が大画面に映し出された。

《──政府が発表した防衛出動に伴う自衛隊の『行動の地域』は、次のとおりです。東京都千代田区、中央区、港区、新宿区……》

　原稿をめくるアナウンサーの頭上で、ポン、ポン、と緊急速報のテロップが明滅する。

【岸辺総理大臣は、陸上自衛隊北部方面隊、西部方面隊にも防衛出動待機命令を下令】

　慌ててスマホを取り出し、知人や家族に連絡を試みる者。市街の様子を撮影し、動画投稿サイトにアップしようとする者。どこへ向かったらいいか分からず、オロオロする者。

　多くの人々が、この戦後初の事態に驚き、戸惑い、浮足立っていた。




　同日　十五時四分　江東区立第二辰たつ巳み小学校校庭

　砂利を蹴立てながら、水はけの悪いグラウンドに大型観光バスが次々と乗り入れてきた。

　オレンジ色に青い三角形が描かれた特殊標章腕章を付けた江東区役所職員が、住民に向かって声を張り上げる。

「辰たつ巳み一丁目アパートの皆さんは、右手の青と緑のバスに乗車してください！　有あり明あけ一丁目から避難してこられた方は、左手の赤いバスにお願いしまーす！」

　国民保護法第七十一条に基づき避難住民の運送を求められたバス事業者各社は、動かせる車両をフル稼か働どうさせて対応に当たっていた。しかし……。

「この台数じゃ高齢者や子供連れに絞っても全然足りませんね」

　区に採用されて二年目の大おお場ばが、ベテラン職員砂すな森もりの前で不安を吐露する。

「足りるわけねーよ。なんせ二十三区の人間が、一斉に逃げ出そうっていうんだからな」

　国が示した「国民の保護に関する基本方針」では、そもそも大量の住民が緊急的かつ同時に避難する状況を想定していない。

　大規模着上陸侵攻の場合は敵の動向を事前に察知できるし、弾道ミサイルやＮＢＣ兵器については屋内退避が優先される。テロや特殊部隊による奇襲攻撃も考えられるが、この場合は被害の範囲が限定的だ。

　しかし防災関係部署を多く回ってきた砂森は、そんなもの建前に過ぎないと考えていた。本音は国も自治体も、人口密集地で迅速に避難することなど不可能と考えているのだ。

　しかしお役所の立場としてそうは言えないから、「大丈夫ですよ」「問題ありません」と連呼することになる。もちろんそのツケを払わされるのは、すべて現場の職員だ。

「すみません、ウチの子昨日から風邪を引いてるんです。先にバスに乗せてください」

「こっちのほうが先に避難してきたんですよ!?　どうして後回しになるんですか!?」

　住民に囲まれた職員は、ひたすら「申し訳ございません」を繰り返していた。同じセリフを口にしすぎて、いまやゲシュタルト崩壊寸前に陥っている。

「大場、俺たちは徒歩で区民を誘導する。避難者の人数確認は大丈夫か？」

「は、はい………」

「どうした、何かあったのか？」

　先輩の言葉に目を泳がせながら、大場は流れる汗をシャツの袖で拭った。

　実は、昨日マンションへ荷物を取りに行った住民が、まだ避難所に戻ってきていない。本当は安否を確認すべきなのだが、これ以上待っていると自分たちまで危険に晒さらされてしまう。

「……いえ、何でもありません」

「？　そうか、じゃあ行くぞ」

　いまは混乱しているから、もう少し状況が落ち着いてから報告しよう。

　そう心の中で呟つぶやきながら、大場は荷物の詰まったリュックを肩にかけた。




　同日　十五時七分　陸上自衛隊練ねり馬ま駐屯地

　連隊隊舎内の会議室に設営された指揮所ＣＰは、幕僚や各中隊から派遣された担当幹部、陸曹らでごった返していた。

　連絡幹部を名乗る者が次から次へとひっきりなしに訪れ、バインダーを抱えた伝令が駆け足で走り去っていく。

「お待ちしておりました、話は師団司令部から伺っています。作戦概要をご説明いたしますので、こちらへどうぞ」

　連隊三科の運用訓練幹部、遣やり水みず二尉は、慣れない営業スマイルで明葉と環樹を出迎えた。

　日頃接点の少ない女性相手ということで、防大出Ｂの若い二尉はすっかり固くなってしまっている。できればいますぐ帰ってほしいが、そういうわけにもいかない。

「じゃあユミちゃん、俺は準備があるからこれで」

　お役御免とばかりに立ち去ろうとする環樹の袖を、すかさず遣水二尉がつかんだ。

「ちょ、ちょっと待ってください。彼女、勝手も分からないと思いますので、もうしばらくこちらでお願いできないでしょうか」

　叩たたき上あげの三尉相手に、遣水二尉は丁寧な口調で懇願する。

「え？　いや、でも小隊の準備が……」

「そちらは小隊陸曹が進めてくれているはずです。どのみち中隊本部も忙しいと思いますので、ここで概要くらい把握しておいたほうが良いいのではないかと」

　たしかに遣水二尉の言うとおり、いまごろ中隊の運幹は編成表や乗車区分表、器材表の作成などでてんてこ舞いだろう。

「うーん……それじゃあ俺もご一緒させていただきますか」

　押し切られた環樹は、有線の増設に駆け回る通信小隊の隊員たちを避けながら、三メートル四方のベニヤ板が貼られた作戦台へと向かった。

「まず、こちらの作戦図をご覧ください。我が１普連ｉは、第一施設大隊１ＥＢｎが有あり明あけ空洞を塞ぐのを容易にするため、周辺地域一帯の敵を撃破し、要地を確保するのが任務です」

　中央地理隊が作成した二万五千分の一地図に被かぶせられた透明なオーバーレイには、グリース鉛筆──通称グリペンで様々な符号や記号が書き込まれていた。

　さらに一万分の一サイズの状況図にも、被害情報が次々と書き加えられつつある。

　ピンが刺された有あり明あけ空洞を中心に被害が拡大している様子は一目瞭然だ。その中にはもちろんビッグサイトも含まれている。

「どうしました、薮木三さん尉い？」

「いえ、あの、敵は有あり明あけから北へ向かってるみたいなのに、どうして南のビッグサイトに被害が集中してるのかなと」

「これは未確認の情報ですが、ちょうど襲撃の時間帯にグルメフェスタが開催されていたそうです。被害もその周辺に集中していますので、もしかしたらエサに釣られた可能性も……」

「グルメフェスタ……」

　花音が好きそうなイベントだ。不安はますます募る。

　横で説明を聞いていた明葉が、メモを止めて地図を眺めた。

「あの、遣やり水みずさん。穴を塞ぐというのは、具体的にどのように行うのでしょう」

「新国立競技場建設工事のため用意されていたＰＣ鋼ケーブルを使用します。第一施設大隊１ＥＢｎの挺てい身しん隊がこのケーブルを穴に張り巡らし、その上に〇七式機動支援橋や九二式浮橋を並べ、応急的に穴を塞ぎます」

「新国立競技場の？　よく都が許可しましたね」

「隊法一〇三条と隊法施行令一二七条では、方面総監や師団長の権限で必要な物資を収用できることになっていますから。ただし、ケーブルを使った封鎖はあくまでも一時的な措置に過ぎません。以降は政府の方針に従い、恒久的な防御施設を設けて穴の管理・調査を行う予定です」

　東京二〇二〇大会の開催に赤信号が灯ともった都庁では大沼知事が半狂乱になっていたのだが、明葉たちにそんなこと知る由よしもない。

「それともう一つ、今回は統合任務部隊ＪＴＦが編成されると聞きましたが」

「はい。本作戦は陸上総隊司令官を指揮官とする『ＪＴＦ─東あずま』が行います」

　JointＪ TaskＴ ForceＦとは、特定の任務を達成するため陸・海・空いずれか二以上から編成される部隊を言う。国内では過去に三度、災害派遣において災統合任務部隊が編成されているが、本格的な戦闘部隊としてＪＴＦが編成されるのは初めてである。

「すでに東部方面隊ＥＡ、東北方面隊ＮＥＡ、中部方面隊ＭＡに防衛出動命令が下令されております。他の方面隊にも防衛出動待機命令がかかり、先ほど予備自衛官と即応予備自衛官に対する防衛招集も発せられたところです」

「まさに全国規模での展開ですね……」

「いまのところ都内での攻撃しかありませんが、陽動の可能性もありますので。最悪の場合、第三国が後ろで手を引いているという線も否定できません」

「同じ東部方面隊隷下にある第十二旅団からの増援は？」

「13普連ｉがこちらへ向かっています。ただ、２普連ｉと30普連ｉ、それから12ヘリ隊Ｈは、柏かしわ崎ざき刈かり羽わ原発や佐さ渡どが島しまがありますので、ひとまず予備を命ぜられております」

　明葉たちはゴクリと唾を飲み込む。

　日本列島は、いまや異常な緊張状態に置かれていた。

　各駐屯地には、師団長から「武器の保管を厳格にせよ」との命令が下達されている。敵が最初に狙うのは武器・弾薬だからだ。

　そのほか警衛隊も増強され、増設された歩ほ哨しようポストの正面には、鉄条網やＸ字型の柵を組み合わせた鉄製の「拒きよ馬ば」と呼ばれるバリケードの設置が進められていた。各ポスト間は二名一組の巡察が絶え間なく歩き回り、周囲に目を光らせている。

「遣水二尉！」

　駆け込んできた訓練陸曹の声に、明葉たちは緊張の面持ちで振り返った。

「どうした？」

「防衛マイクロ回線で部隊行動基準が送られてきました！」

　書類を受け取った遣水は、一いち瞥べつするなり青あお褪ざめた表情を浮かべる。

「どうしました？　部隊行動基準に何か？」

「……あなたは内局のＬＯですから、お見せしても問題ないでしょう」

　そこに書かれている内容を見て、明葉も思わず絶句した。

「こ、これは……!?　使用が認められる武器は拳銃、小銃、機関銃のみ……戦車や対戦車ヘリ、火砲はおろか、対戦車火器の使用も認められない!?」

　連隊指揮所は、一変して重苦しい空気で押し包まれた。




　同日　十五時十分　聖バジル国際病院本館一階東口

　自動ドアをくぐった花音の目に飛び込んできたのは、野戦病院さながらの光景だった。

　あちこちで患者が呻うめき声を上げ、医師や看護師がせわしなく駆け回っている。消毒液の刺激臭に混じって、むせ返るような血の臭においが鼻を衝つく。

「あなた、どこから来たの!?　大丈夫!?」

　エプロン姿の女性に声をかけられた瞬間、安あん堵どのあまり気を失いそうになった。

　何とか意識を引き戻し、か細い声で「ビッグサイト……」と答える。

「ビッグサイト!?　そんなところから……」

　この聖バジル病院にたどり着くことができたのは、隅すみ田だ川がわ対岸の月つき島しまや晴はる海みの住民くらいだった。その先にある豊とよ洲すや有あり明あけ地区に至っては、完全に音沙汰が途絶えている。

　当初は正しよう和わ大学江こう東とう豊とよ洲す病院が患者を受け入れているのだろうと思われていたが、間もなく当院のスタッフが救急車で搬送されてくるに及び、もはや晴はる海み大橋の向こう側は絶望的な状況と判断された。

「先生、ご確認お願いします！」

　声をかけられた医師が、素早く花音を診察して「緑」と告げた。

　頷うなずいた女性は、花音に一枚のカードを手渡す。

「これは……？」

　手の平サイズのカードには、黒・赤・黄・緑の四色ラインが入っている。

「トリアージ・タッグよ。患者さんの状態を識別する目印みたいなもの。ほら、みんな付けてるでしょ」

　院内を見回すと、床には四色のシートが敷かれ、同色のビブスを付けた病院スタッフが慌ただしく動き回っていた。

　緑のシートには比較的元気そうな人たちが集められているが、黄色、赤となるにつれて怪け我がが重くなり、黒に至っては、顔に布が被かぶせられている。

「どうしてこんなものを？」

「医療スタッフの人数は限られてるから、治療の優先順位を決めないといけないの」

　カードを差し出す女性の手は、小刻みに震えていた。

　彼女は命の選別を手伝っているのだ。これまでどんな気持ちでタッグを手渡してきたのか、花音には想像もつかない。

「はい、タオル。飲み物はホットでいいかしら」

　渡されたココアを口にすると、一気に疲れが洗い流された。

　そこで花音はようやく、目の前で微笑ほほえむ彼女のお腹なかがぽっこり膨らんでいることに気付く。

「そのお腹なか……」

「あ、これ？　ふふ。わたしね、いま妊娠中なの」

「看護師さん、なんですか……？」

「いいえ。受診に来たらこんなことになっちゃって……けどほら、みんなこんな状況でしょ？　何か手伝わなきゃと思って」

　強いんだな、と花音は思った。

　あたしは違う。あたしは怖いし、こんなところから一刻も早く逃げ出したい。

「そう言えば自己紹介がまだだったわね。わたしは鴬おう塚つか小さ夜よ。あなたは？」

「あたしは……花音。薮木、花音」

「花音ちゃんね。はい、着替え。地下の売店にあったパジャマだけど、悪い品じゃないわ」

　手渡されたのは、有名下着メーカーのルームウェアだった。ピンクの小紋柄が可愛かわいらしいワンピースで、肌触りが明らかに一般の製品と違う。

「………ありがとう」

　甲か斐い甲が斐いしく働く小夜の姿は、誰かに似ているような気がした。

　なっちゃん……そう、なっちゃんだ。

　外見は似ても似つかないが、面倒見の良さや芯の強さに、どこか通じるものがある。

　なっちゃん、大切な親友……。でも、あたしは守れなかった。

　電池の切れたスマホを取り出し、じっと眺める。

　保存フォルダに入った画像を見る勇気はない。あの時のことを思い出してしまうから。

　かと言って、七樹が写った大切な記憶を消してしまうこともできない……。

「く、ううっ………う」

「ど、どうしたの？　大丈夫？」

「大丈………夫」

　そう、わたしは大丈夫。

　大した怪け我がもしていないし、せいぜいちょっと疲れているだけ。なっちゃんや、あそこに横たわっている人たちのほうが、よほど怖くて痛い思いをしている。

　花音の認識は一見正しそうに見えて、実は大切なことを見落としていた。

　ＰＴＳＤにかかるのは、大きな怪け我がを負った人より、むしろ無事だった人のほうだ。意識がしっかりしている分、目の前で起こった惨事を正確に捉え、深く心を抉えぐられてしまう。

　花音だけではない。いま院内で懸命に駆け回っているスタッフたちも皆、自分の心を削りながら必死でこの場に立ち続けていた。

「花音ちゃん、具合が悪かったら少しそこで横になったほうがいいよ」

「は、はい……すみません」

　着替えを済ませた花音は、緑のシートに疲れた身を横たえた。たちまち猛烈な睡魔に襲われ、うとうとと意識が遠のく。

　だがその心地良い感覚は、誰かの叫び声で唐突に破られた。

〝おい、あれを見ろ！〟

　反射的に跳ね起き、花音は周囲を見回す。

　患者たちが玄関のほうを指差し、何か叫んでいる。

「救助のバスだ！　助けにきてくれたんだ！」

「ホントだ！　ここから逃げられるぞ！」

　一人の患者が立ち上がって駆け出す。すると、他の患者も堰せきを切ったように走り始めた。

「の、乗せてくれ！」「わたしも！」

　群衆が押し合いながら、玄関に殺到する。

「待ってください！　重傷者、高齢者、それから子供たちが優先です！」

「いいからどけよ！」「邪魔だっつってんだろオラァ！」

　つかみかかってきた男の姿に、女性職員が恐怖の色を浮かべた。

　日本人は災害時でも節度を保っていると言われるが、避難所や病院でのトラブルは多くの現場で当たり前のように見られることだ。この聖バジル病院も例外ではない。

「花音ちゃん、あなたも行くのよ！」

　背中を押され、花音は戸惑い気味に振り返った。

「え？　でも、あたし軽傷だし……小夜さんは？」

「あなたはまだ子供なんだから乗る権利があるわ。わたしはこんな状態だから……」

　そう言って、小夜は大きく膨らんだお腹なかをさすった。

　たしかに、妊婦があの群衆の中へ飛び込むのは自殺行為だろう。

「ほら、早く行って。わたしは次のバスに乗るから大丈夫」

　そんなもの来るわけがないということは、二人ともよく分かっていた。

　いま到着しているバスだって、ここに来てくれたのは奇跡のようなものだ。

　しかし、

「………うん、分かった」

　花音は頷うなずいた。

　ここへ来る途中、花音は何度も怪物に襲われる人を目にした。悲鳴が、絶叫が、耳にこびりついて離れない。

　じきにここへもモンスターが押し寄せてくるだろう。あのおぞましい連中が……。

「ごめんなさい」

　小夜に背を向け、タッと走り出す。

「本当に、ごめんなさい……」

　走りながら、もう一度詫わびる。

　重症患者に寄り添うナースたちのそばを、幾度も通り過ぎた。彼や彼女らは、玄関のバスなど一いち瞥べつもせず、必死の看護を続けている。

　看護師になりたいなんて、おこがましい夢だった。あたしには、最初から無理だったんだ。

　涙を拭いながら、ホールを駆け抜ける。

　余計なものを見ないよう、視線を落として駆け抜ける。

　自動ドアをくぐった瞬間、怒号が津波のように押し寄せてきた。

「早く乗せろよ！」

「ですから優先順位があると──」

「俺だって怪け我がしてんだ！　患者を差別するのか！」

　意地も見境もかなぐり捨てて、誰もが必死で生き延びようとしていた。花音もその一人だ。

「あたしも乗せてください！」

　叫びながら、人混みの切れ目に体当たりする。

　まともに突っ込んでは弾はじき返かえされてしまうので、腰を屈かがめ、隙間を縫うように進んでいく。

　一人、また一人と押しのけ、少しずつバスのほうへ。

　あと、少し……。

「おい、割り込むんじゃねえ！」

　不意に男の肘があごを打ち、ガツン、と視界が揺れた。

「あうっ！」

　よろめいた瞬間、バランスを失い、あっという間に輪の外へ押し出されてしまう。

　パシャン！

　水みず溜たまりの泥が、新品のパジャマを黒く汚した。

　花音は石畳に尻を突き、呆ぼう然ぜんと人垣を見上げる。

　あたし、何をしてるんだろう……？

　小夜さんを置いて一人で逃げ出し、挙句の果てに、いまこうしてへたり込んでいる。

　こんなあたしは、一体何なんだ……？

　涙が込み上げ、視界がじわりと歪ゆがむ。

　ふとその前に、一本の手が差し出された。

「大丈夫？」

　顔を上げると、四十代くらいの女性が心配そうにこちらを覗のぞき込こんでいた。

「あ、すみません……」

　立ち上がった花音のお尻を、女性はパンパンと丁寧に払ってくれる。

「怪け我がはないみたいね」

「はい……。あなたは──」

　バスに乗らないんですか、と言おうとして、それが間の抜けた質問であることに気付いた。

　女性は電動自転車を押している。下手をすれば車より逃げやすいかもしれない。

「あの、それ……」

「ああ、この電動自転車ね。あなたにあげるわ」

「は？」

　突然ハンドルを押し付けられ、花音は訳も分からず目をぱちくりさせた。

「セールで買ったものだけどいい品よ。それじゃ、わたしはこの病院に用事があるから」

「え？　あの……」

　困惑する花音を差し置いて、女性は通りかかった医師に声をかける。

「あの、すみません。わたし正せい看かんで一昨年まで他のところで病棟勤務してました。ここで手伝わせてもらえないでしょうか」

　呼び止められた医師は、眼鏡の奥で大きく目を見開いた。

「本気ですか？　みんな逃げようとしてるんですよ？　恐らく救助は……」

「分かってます」

　決意を湛たたえた眼まな差ざしに、医師は言葉を飲み込んで頷うなずく。

「そういうことでしたら、こちらへ。外科が全然回っていないんです。外科の経験は？」

「ジプシーナースなので、一通りは」

　早足で歩み去っていく二人の背中を、花音はただ呆ぼう然ぜんと見送っていた。

　何、あれ……？　みんな逃げようとしてるのに、こんな危険なところへやって来るなんて、頭どうかしてるんじゃないの……？

　自分がどうしようもなく矮わい小しように感じられた。

　本当なら、いますぐあの二人を追いかけたい。

　でも、手がハンドルに吸い付いて離れない。

　……仕方ないよね。これが普通だもん。

　他の人たちだってほら、あんなに必死になってバスに乗ろうとしてる。

　わたしも同じ。だから仕方がない。仕方がない……。

　迷いを振り払うように、花音はペダルへ足をかけた。その背中を、か細い声が呼び止める。

「……あの、すみません。その自転車、もう一人だけ乗せていただけないでしょうか」

　振り向くと、頭や手足に包帯を巻いた、痛々しい姿の女性が立っていた。

　年齢は三十代くらいだろうか。身長は花音より少し高い。

「……怪け我が、ひどいんですか？」

「ええ……まあ」

　噓うそだな、とすぐに分かった。腕に留とめられたトリアージ・タッグは緑色だ。

　断ろうか、と一瞬迷った。

　いくら電動自転車でも、後ろに人を乗せれば逃げるスピードが落ちてしまう。下手をすれば、二人揃そろってお陀だ仏ぶつだ。

　だがエレベーターホールに向かうボランティアナースの背中を見て、ぐっと思い留まった。

　体育は得意なほうだし、小学校の頃は運動会のリレーで何度もアンカーをやった。一人くらいなら、多分何とかなるだろう。

「……乗ってください」

　花音の返答を聞いた女性は、目を輝かせて背後を振り返った。

「ヒロくん、このお姉さんが乗せてくれるって！　ほら、お礼を言って」

　え？

　後ろに立っているのは、まだ幼稚園児くらいの小さな男の子だ。

「ママはぁ？」

「ママは後から行くわ。さ、早く」

　乗せてくださいって……この子のこと？

　ぐずる我が子を宥なだめながら、女性は済まなそうに一枚のメモを差し出す。

「これ、姉の連絡先です。安全なとこに着いたら連絡してください。ごめんなさいね、こんなこと頼んじゃって。でも……お願い。この子を……どうかよろしくお願いします」

　頭が膝についてしまうのではないかと思うくらい、女性は深々と頭を下げた。

　男の子は母親の想いを知ってか知らずか、荷台の上で激しく泣きじゃくっている。

「ママと一緒じゃなきゃやだぁ」

「わがまま言わないの。ね、お願い」

「やぁだぁ～」

　若い母親は我が子を抱き締め、「元気でね、ヒロくん」と耳元で囁ささやいた。

「さ、行ってください」

　そして思いを断ち切るかのように自転車から離れ、荷台を軽く押す。

　花音はハンドルを握り締めながら、彼女の姿に目を奪われていた。

　どうして、どうしてこんなことができるの……？

　ごく普通の女の人が、とりたてて勇敢そうにも見えない平凡な女性が、なぜこんな……。

「ママぁ～……」

　手を振る女性の笑顔が、ベッドで微笑ほほえむ亡なき母の姿と重なる。




　あの日、泣きじゃくる花音の頭を、母は優しく撫なでてくれた。

「どうして……みんなのため働いたのに。こんなのひどいよ、あんまりだよ……」

　取りすがる花音に、母はふっと寂しげな眼まな差ざしを向けた。

「そうね、わたしもつらいわ」

「だったら──」

「でもね、だからこそわたし、すごく嬉うれしいの」

「嬉うれしい？」

　それはあまりにも意外な言葉だった。

　花音はきょとんとした面持ちで、母の顔を見上げる。

「だって、生きられないことのつらさが分かったから、そんな人たちの力になれたわたしの人生は、やっぱり間違ってなかったって、分かったから」

　満足そうに微笑ほほえんだお母さん。

　お父さんは勘違いしてる。お母さんが看護師を続けたのは、お金のためじゃない。

　自分のため、みんなのために頑張ったんだ！




「……この自転車、使ってください」

　サドルから下りた花音は、ハンドルを見知らぬ母親の手に押し付けた。

「え？　きゅ、急に、どうして……？」

「ちょっと用事を思い出したんです。さあ早く、他の人に気付かれないうちに！」

　まさにその時、人混みから押し出された男が、花音たちを見て歪いびつな笑みを浮かべた。

　眼めを血走らせた男は、ツカツカとこちらへ歩み寄ってくる。

「行って！」

「あ、ありがとう。あなたも、どうか無事で」

　母親がペダルを踏んだ瞬間、男もダッと走り出す。

「この、邪魔すんな……!!」

　花音はその行く手に、すかさず自分の脚を伸ばす。

「ぐあっ！」

　つま先を引っ掛けられた男は、勢いよく地面に顔を擦こすり付つけた。

「いまのうちに、早く！」

　花音の声に追い立てられ、女性は必死にペダルを回す。

　頑張って、お母さん……。

　小さくなっていく親子の影へ、花音はそっと手を振った。

　そして玄関のほうへ振り返り、自分の頰をぴしゃりと叩たたく。

「さ、あたしも行かなきゃ」

　ホールでは、ちょうど先ほどのボランティアと医師が、到着したエレベーターに乗り込もうとしていた。その背中を、大きな声で呼び止める。

「待ってください！　あたしも……連れて行ってください！」

　振り返ったボランティアナースが、怪け訝げんそうに眉をひそめた。

「あなた、わたしがあげた電動自転車は？」

「男の子を連れたお母さんに渡しました」

　女性はぽかんと口を開けた。事情を聞いた医師が、真っ赤な顔で怒り出す。

「き、君は何という浅はかなことを……!!　親御さんの気持ちは考えなかったのか！」

「父は自衛官です。きっと褒めてくれると思います」

「バカ！」

　フロア中響き渡る声に、花音はビクッと身をすくめた。

「君は何も分かっていない。自分の子供を危険に晒さらして、喜ぶ親などいるものか！」

　一瞬、花音の脳裏を環たま樹きの笑顔が横切った。

　いつもあたしに優しくしてくれたお父さん。いまもどこかで、あたしのことを心配してくれているのだろうか。

「さあ、まだ遅くない。バスにはもう少し待ってもらうから、君はそれに乗るんだ」

「いえ、乗りません」

　だが花音は、きっぱりと断った。

「いいから乗りなさい」

「いいえ、乗りません。あたしは今日、何度も間違えました。だからもう、間違えたくありません！」

　言い争う二人の間に、ボランティアナースが「まあまあ」と割って入った。

「二人とも静かに、ここは病院よ」

　そして花音のほうを振り返り、さばさばした口調で尋ねる。

「あなた、名前は？」

「薮木花音です」

「いい名前ね。花音さん、あなた、自分の身は守れる？　わたしが言うのもなんだけど、災害で一番大事なのは、まず自分の身の安全を確保することよ。その上で、できる範囲で人を助ける。分かる？」

「……たぶん分かります」

　ボランティアナースは、花音の目を見て頷うなずいた。

「ＯＫ、なら付いてきて」

「き、君、何を勝手に……」

「この子はいまからボランティアです。一緒に加わってもらいます」

「そ、そんなのダメに決まっているだろう！　親御さんに何と言えばいいんだ！」

　その一言で、花音の怒りがとうとう沸点を超えた。

「先生！　あなたはさっきから親御さん親御さんって、子供の気持ちは無視ですか!?」

「え？　い、いや別に、そういうつもりでは……」

　あまりの剣幕に、さすがの医師も怯ひるんで後ずさる。

「親だってつらいかもしれないけど、生き残った子供のほうだってつらいんです！　あたしの母が、そうだったから……」

「お母さんが……？　それじゃあ君は」

　立ち尽くす医師の肩を、ボランティアナースがポンと叩たたいた。

「ほら、先生の負けです。次のエレベーターが来ましたよ」

　開いたドアの前で、医師は深々と溜ため息いきをつきながら自分の手を差し出した。

「………わたしは救急部長の由見伊弦だ」

「薮木花音です」

　握った手は、年齢と裏腹に驚くほど力強かった。これが修羅場を潜くぐり抜ぬけてきた医師の手というものなのだろうか。

「さあ行こう。たくさんの患者が我々を待っている」

「はい！」

　これで良かったんだよね、なっちゃん……。

　エレベーターへ乗り込もうとする花音の耳に、ふと懐なつかしい声が響いた。




〝もう大丈夫だよ、花音〟




「え……!?」

　閉じようとするドアの隙間に、チラリと親友の影が見えたような気がした。

　いまのは、錯覚？　けど……あの姿は間違いなく……。

　幻覚でも何でも構わない。だって、なっちゃんの笑顔を、もう一度見れたんだから。

「……またね、なっちゃん」

　きっとどこかでまた会える。そんな気がして、花音は拳をぎゅっと握り締めた。




　同日　十五時五十五分　陸上自衛隊練ねり馬ま駐屯地

　降りしきる雨がグラウンドを灰色に染め、整列した隊員たちの肩を冷たく打ち据えていた。

　大きな水みず溜たまりに無数の波紋がはじけ、「防護マスク４形」とプリントされた膝のケースから雫しずくがぽたぽたと流れ落ちる。

「──この中には、東日本大震災で出動の機会に恵まれず、悔しい思いをした者も多いだろう。だがようやく、我々第一連隊戦闘団が国民のお役に立つ時がきた！」

　登壇した連隊長のダミ声が、秋あき雨さめを吹き飛ばすように駐屯地内へ響き渡る。

　連隊戦闘団ＲＣＴの編成完結式──いわゆる出陣式を迎えた隊員たちの表情は、皆一様に引き締まっている。

　RegimentalＲ CombatＣ TeamＴとは、総合的な戦闘力を発揮できるよう、普通科（歩兵）または機甲科（戦車）連隊長の指揮下に特科（砲兵）などの他職種を組み入れた一時的な編組部隊である。今回は第一普通科連隊を基幹としていることから、戦闘団も同じく第一の部隊番号を冠している。

　ただ、第一連隊戦闘団は部隊行動基準で火砲や戦車の使用が制限されているため、普特機三戦闘職種のうち特科と機甲科がほとんど直接戦闘に加わらない、歪いびつな編成となっていた。

「──諸官らも聞き及んでいるとおり、日本はいま大変な国難に瀕ひんしている。犠牲となった方々の様子をニュースで見て、凄惨な光景に息を飲んだ者も少なくないだろう。

　だが我々が向かうのは、まさにその真っただ中である！

　これは非常に危険な任務だ。自衛隊の歴史において、最も危険で困難な任務と言っても過言ではない。

　しかし、思い出してほしい。

　演習場へ向かう途中、近くを走る車の中に手を振る子供の姿を見かけたことはなかったか。

　その時、『この子らの笑顔を守るのは俺たちなんだ』と奮い立ったことはなかったか。

　このまま黙っていれば、彼らの笑顔は奪われていく。中にはすでに、奪われてしまった方もおられるかもしれない。

　他人の家族だけではない。我々の家族にも、刻一刻とそれを踏みにじろうとする敵が迫っているのだ。

　誰がこれを何とかしてくれるのか。

　警察か？

　消防か？

　役所か？

　違う！　我々、自衛隊だ！

　我ら精強第一連隊戦闘団は、光栄にもその先陣を切る栄誉を任された！　心してほしい。諸官らの一挙手一投足が、歴史を刻む一文字一文字となるのだ！

　いま日本中の人々が、我々の登場を心から待ち望んでいる。

　我々は自衛隊だ！　首都を守る精強部隊だ！　それを日本中に、いや、世界中に見せつけてこい！」

　隊員たちの瞳に力強い闘志を確認した連隊長は、ふと声のトーンを落として彼らの顔を見渡した。

「最後に一つだけ付け加えておく。戦って、無事に帰ってくるまでが実戦だ。お互いここで、もう一度元気な顔を見せ合おう。これは命令ではない。わたしと君たちとの約束である。絶対に守って欲しい、終わり！」

「気を付けぇー!!」

　一斉に、隊員たちが姿勢を正す。

「連隊長に、敬礼！」「頭かしらァー中なか！」

　寸分たがわぬ動作に満足した連隊長は、半長靴の踵かかとを鳴らして壇を後にした。




　編成完結式を終えた部隊は、間もなく出発の準備に取り掛かった。

　すでに隊舎内のベッドやロッカーは片付けられ、私物も整理されている。駐屯地は平時の仮住まい。出動となれば後を濁さず返さなければならない。

　官舎や駐屯地近辺に住まう家族も、緊迫した空気を察して続々と見送りに来ていた。

「ほら、ゆーちゃん。パパに『いってらっしゃい』って」

「いってやっちゃ……」

「ゆーちゃん、パパ行ってくるよ。必ず戻ってくるからね」

　自分へ言い聞かせるように幼子の手を握る父。その目にはうっすら涙が浮かんでいる。

　彼らの傍かたわらでは、また別の家族が別れを惜しんでいる。

「ほら母さん、家を出る時に健けん一いちの前では泣かないって約束しただろ？」

「でも……っ、こんな、うっ、こんなことがあるって知ってたら、わたし、この子を自衛隊になんか行かせなかったのに……」

　息子は抗弁の言葉を飲み込み、じっと母の前で項うな垂だれる。

「ほら、健一、これを持っていけ。母さんがどうしてもって言うから、急いでお守り買ってきたんだ」

「……ありがとう、母さん」

　息子の一言に、母はとうとう泣き崩れた。

　戦後七十三年を経て初めて迎える実戦。その大きすぎる試練に、隊員ばかりでなく彼らの家族も、使命と愛情の狭間はざまで揺れ動いているのだ。

　そうした別離の光景を横目に見ながら、明葉はきょろきょろと一人の男を探していた。

「あ、薮木さん」

　煙えん缶かんのそばにようやく求める影を見付け、水みず溜たまりを避さけながら跳ねるように駆け寄る。

「おう、ユミちゃん」

　声をかけられた環樹は、いつもの調子でひょいと手を挙げた。

「自衛官は傘を差さないと聞いておりましたが、実際この目で見るのは初めてです」

「傘を広げると武器を持つ手がふさがっちゃうからね」

　紫煙をくゆらせる環樹の頭上に、明葉は傘を持つ手をぐっと伸ばす。

「あの、お一人なんですか？」

「ああ。うちは親父おやじもお袋も島暮らしだし、嫁の両親も家が離れてるから」

「ですが、奥様は……？」

　塗装の禿はげた煙缶に灰を落としながら、環樹は薄い苦笑いを浮かべた。

「そっか、言ってなかったな。ツレは、娘が小さい時に死んじゃったんだよ」

「え……!?　す、すみません、不ぶ躾しつけなことをお尋ねしてしまいまして！」

「いーのいーの、もう何年も前のことだから」

　ぱたぱたと手を振る環樹の姿は、優しさで言っているのか、本心から気にしていないのか、明葉には判断がつかなかった。つくづく自分の鈍感さが嫌になる。

「……お嬢さん、早くお会いできるといいですね」

「そうだな。早いとこ迎えに行ってやらないと、口利きいてもらえなくなっちまう」

　とぼけた環樹の言いぶりは、明葉を少しだけ救われた気分にさせてくれた。こんなところが、やっぱりお父さんなんだなと思う。

「お嬢さんはおいくつなんですか？　とても仲が良さそうですけど」

「いやぁ、逆逆。高校生になるんだけど、すっかり鬱陶しがられちゃって。ユミちゃんみたいに素直な子が娘だったら良かったのになぁ」

「わたしが、娘、ですか……？」

「あ、いや、変な意味じゃなくて。え？　これセクハラ？」

「ふふ……さあ、どうでしょう」

　本気で慌てているところが、何だか可お笑かしい。

「あ、そうだ。実は俺、ユミちゃんに頼みたいことがあるんだった」

「え？　何ですか？」

　突然真顔になった環樹に、明葉はドキッとして身構えた。

「これ、悪いんだけど預かっておいてくれないかな」

　ポーチから取り出されたのは、カバーが擦り切れた私物の携帯電話だ。

「どうしてわたしに？」

「まだ花音と連絡取れないからさ、俺にもしものことがあったら代わりに伝えてほしいんだ」

　明葉は視線を落とし、すっとケータイを押し返した。

「……お断りします」

「へ？」

「無事に戻ってきて、ご自分でお嬢さんと話してください。きっとお嬢さんもそう願っているはずです」

　環樹はきょとんと目を開き、すぐに表情を緩める。

「そっか、そうだな。……うん、ユミちゃんの言うとおりだ。ごめん」

「いえ、こちらこそ、出過ぎたことを申し上げました」

　ポーチの中へスマホを戻す環樹を見て、明葉はそっと呟つぶやく。

「……わたし、薮木さんのお嬢さんがうらやましいです」

「花音が？　何で？　あ、そうか。やっぱお父さんがカッコいいから？」

「いえ、違います」

　環樹の眉がハの字に下がった。

「わたしの父は医師でしたが、忙しくていつも家におりませんでした。薮木さんのような優しい方がお父さんだったら、どれほど良かったかと思います」

「……そりゃ、俺も似たようなもんだよ」

　冗談めかした表情をやめ、環樹は落ちた灰を半長靴の先で踏み付ける。

「いいえ、違います。薮木さんからは、お嬢さんへの愛情が伝わってきます。わたしは父に振り向いてもらいたくて、勉強に習いごと、いろいろ頑張りました。しかし父は、頭さえ撫なでてくれませんでした。だからわたしは、父が望む医師ではなく、官僚になったのです。医師とは真逆の、戦うことを使命とする防衛省に……」

　雨音が辺りを押し包み、カーテンのように揺らめいていた。湿った土の匂いが夕風に混ざり、傘から垂れる雫しずくを吹き流していく。

　ポン、と触れた温ぬくもりに、明葉は潤んだ瞳を持ち上げた。

「これは、いままでユミちゃんが頑張ってきた分」

　手袋を脱いだ環樹が、明葉の頭を優しく撫なでていた。

「たぶん、お父さんも本当はこうしてやりたかったんじゃないかな。けど、なんか理由があってできなかったんだよ」

「理由って……何ですか？」

「分からない。もしかしたら大したことじゃないのかもしれない」

「大した理由もなく娘に冷たくする父親がいるんですか？」

「ユミちゃんにだってあるだろ、最初のボタンをかけ間違えたせいで、その後ずっと修正するタイミングを逃しちゃったようなことがさ」

「そんなこと……」

　ない、とは言い切れなかった。

　いまもこうして環樹のほうから距離を縮めてくれなければ、自分の気持ちを打ち明けることはできなかっただろう。

　そして厄介なことに、一旦かけ間違えたボタンは、時間が経たつほど直すのが難しくなる。

「まあ俺じゃユミちゃんのお父さんの代わりにならないだろうけど、いまはこれで勘弁して」

「………明葉、です」

「え？」

「由見というのは名字で、下の名前は……明葉です」

　環樹の顔がさーっとマンガのように青あお褪ざめた。

「あ………そ、そうだったの!?　ごめん、ユミちゃ……じゃなくて、明葉ちゃん」

「やっぱり『ちゃん』付けですか」

「っと、失礼。んじゃ『由見さん』？　なんか少し緊張しちゃうな……」

　そこまで話して、明葉はなぜ自分がいままで名前のことを訂正せずにいたのか、理由にようやく思い至った。

　たぶん、「ちゃん」付けで呼んでもらえなくなるのを、どこか名残惜しく思っていたのだ。

　だっていま「由見さん」と呼ばれた自分は、ちょっぴり寂しく感じている……。

「……別に先ほどの呼び方で構いません。わたしも『さん』付けで呼ばれるのは、少々違和感を覚えますので」

「そっか。じゃあ明葉ちゃんだ」

「た、ただしっ、他の方の前では『由見さん』でお願いします。子供扱いされているようで、示しがつきませんので」

「了！」

　環樹は片目をつぶり、親指をぐっと立てた。

　本当に分かっているのかしら……。

「ところで薮木さん、せっかくですから連絡先を交換していただけませんか？　もしお嬢さんからの連絡が駐屯地に入った場合、早めにお伝えできたほうが良いかと思いますので」

「お、助かるよ。お礼に今回の件がひと段落したらメシでもおごるわ。どっか飲みに行こう」

「あ……は、はい」

　それは本当に期待してもいいのだろうか。

　環樹の番号が登録されたスマホを、明葉はぎゅっと握り締める。

「薮木さん、どうかご無事で……」

　思わず漏れ出た言葉に、明葉はハッと息を飲み込んだ。普段の明葉だったら、こんなセリフ絶対口にしないはずだ。

〝小隊長ー!!〟

　隊舎のほうから声が聞こえ、環樹が「おう」と手を挙げる。

「それじゃ行ってくるよ、明葉ちゃん！」

　その一言は、雨を吹き飛ばすように周囲へ響き渡る。

　やっぱりさっき言ったこと、ちゃんと聞いてなかったんじゃない……。

　心の中でぼやきつつ、明葉は祈るような眼まな差ざしを環樹の背中に送った。




　　　　＊




「小隊長、彼女は？」

　軽装甲機動車ＬＡＶへ向かう環樹の耳元に、小隊陸曹の小お野の田だ一曹がボソッと尋ねた。

　小野田は環樹が曹士だった頃の上官だ。部内幹部は出身部隊や近傍の部隊で勤務することが多いため、時折階級が逆転することもある。

「あー、内局の子っすよ。すごくしっかりしてて可愛かわいいんです。もう娘みたいっつーか」

「内局の……？　しかも自分の娘くらいの子が相手なんて、これは完全に懲罰モノですな」

「え!?　や、やだなぁ小野田さん、そんなんじゃないっすよ」

「冗談です。ただ、小隊長を留置所へ迎えに行くなんてのは御免ですからね」

　余談だが、警務隊は留置施設を所有していないので、容疑者を確保した場合は近隣の警察へ留置依頼を出すことになる。

　そばで二人のやり取りを見ていた小隊長Ｄｒドライバーの品井士長が、ドアを開けて挙手の礼を取る。

「小隊長、ご報告ですが、我が第二小隊は任務拒否者ゼロでした。第一中隊一中や第二中隊二中ではチラホラいたようですが、第三ウルフ中隊はパーフェクトです」

「あれ？　お前は脱柵しなかったの？」

「勘弁してくださいよ、小隊長ぉ」

　実のところドライバーは伝令も兼ねるため優秀な隊員が選ばれるのだが、品井は時折抜けているところがあるので、環樹たちのいいおもちゃになっている。

「しかし参りましたな、小隊長。任務拒否者が少ないとは言え、１連隊の充足率は元々七割程度。そこから各学校へ入校中の隊員や、他部隊への派遣勤務者なんかを除くと、せいぜい半分の五百名くらいしかおりません」

「そうすね……おまけに今日は日曜だから、非常呼集に駆け付けることができたのは、そのうち四百名くらいってとこすか」

　さらに言うと、この四百名が全員戦闘に参加できるわけではない。連隊本部を維持する人員や、駐屯地残留となる警衛隊も必要となるので、敵と直接交戦できるのは、せいぜい三百名程度だろう。

「軍隊というやつは、三割の兵士を失ったら戦闘能力を喪失するそうですぞ」

「うちは精強っすから三割いりゃ十分なんすよ。なんたって頭号連隊っすからね」

「パレード連隊の間違いじゃないですか？」

　第一の部隊番号を冠する一普連は『頭号連隊』を名乗っているが、都内に所在することからパレードに駆り出されることも多く、内部では自嘲を込めて「パレード連隊」と呼ばれている。

「ま、愚痴ってもしゃーないっすよ。俺たちは所与の条件の中でベストを尽くすのみです」

　珍しくまともなことを言った環樹に肩をすくめながら、小野田は自分が乗る高機動車こうきへと足を向けた。

「よし、品井。俺たちも行くぞ」

　暗くなり始めた営門には、パトカーの白い影が浮かんでいた。彼らは部隊車両の先導役だ。

　地下鉄サリン事件では一般車両に割り込まれて道に迷う後続車が続出したため、今回は先頭だけでなく車列の途中にもパトカーが入る手て筈はずとなっている。

　隊員たちが乗車を終えると、先頭車がウインカーを点滅させて出発の合図を送った。後続車も次々とウインカーを点つけ、出発準備良しの合図を返す。

　そして、いよいよ先頭の車両が駐屯地を発進する。

　営門から果てしなく続く列、その数優に百両以上。総延長五キロに及ぶ大移動だ。

　しばしば陸自は「用意周到・動脈硬化」などと揶や揄ゆされるが、これだけの大集団を動かすとなれば、致し方ないことだろう。

「小隊長、地元の人たちが応援に来てくれてますよ」

　ハンドルを握る品井が、窓の外の横断幕を見て声を弾ませた。

〝がんばれー!!〟〝頼んだぞー!!〟

　雨にも関わらず、大勢の人たちが並んで声援を送っている。左翼の活動家たちも、さすがに今日ばかりは鳴りを潜めているらしい。

「なんだかアイドルになったみたいですね」

　緊張を紛らわそうとしているのか、今日の品井はやけに饒じよう舌ぜつだ。

　カーブを曲がった先には、白ヘルメットと白弾帯を着用した保安部隊の姿が見えた。

　国道二五四号の上りは、すでに道路交通法第百十四条の五の規定により通行が禁止され、自衛隊車両の専用レーンとなっている。

「こいつは勝たなきゃ申し訳ねえな……」

　ＯＤオリーブドラブ色に塗られた車列は、厚く垂れこめた暗雲の下へと吸い込まれていった。




　同日　十六時一分　聖バジル国際病院本館一階

「きゃっ！」

　尻餅をついた小夜に、花音は慌てて手を差し伸べた。

「だ、大丈夫ですか、小夜さん？」

「ええ、お尻のほうだから、問題ないわ」

　病院の一階では、男性患者やレスキュー隊員たちが玄関や窓のそばにソファを積み上げている。モンスターが侵入してくるのを防ぐため、バリケードを築いているのだ。

　小夜たちに任せられたのは椅子を乗せた台車を押すだけの作業だが、それでも妊婦にとって楽な仕事ではない。

「小夜さん、ここはわたしたちに任せて休んだほうがいいんじゃ……」

「たしかに疲れたけど、そんなこと言ってられないわ。動ける人たちは限られてるんだもの、わたしたちが頑張らなきゃ」

「そ、そうですね……」

　互いに励まし合いながら、残された者たちは懸命に壁を積み上げていく。

　十分ほど経たつと、現場を指揮する副院長がエントランスホールで声を張り上げた。

「作業が終わった方は、順次四階へ上がってください！　ここは間もなく封鎖します！」

　一階は進入口が多く、三階まで吹き抜けになっている。守りに適さない階を放棄し、四階から上で敵を食い止めようという算段だ。

「小夜さん、わたしたちも行きましょう」

「……そうね」

　運んできた台車を転がし、二人は乗用ＥＶホールへ向かった。




「……………」

　エレベーターを待つ間、花音は、小夜の口数が急に少なくなったことに気が付いた。

「あの、小夜さん。どうかしたんですか？　何だか具合が良くないみたいですけど……」

「え？　う、うん……大丈夫よ」

　そうは言っても明らかに顔色が悪い。とても大丈夫そうには見えない。

　ちらちら様子を伺う花音の頭上で、「ピンポーン」と白いランプが点滅する。

「あ、エレベーター来ましたよ、小さ夜よさ──」

　振り向きざま、花音はハッと息を飲み込んだ。すぐ目の前で、小夜の身体からだがぐらりと傾く。

「さ、小夜さん!?」

　肩をつかんだ瞬間、冷え切った体温に愕がく然ぜんとした。

「ど、どうしたんですか!?　大丈夫ですか!?」

　薄く開かれた瞳には、涙が浮かんでいる。

「赤ちゃんが……さっきから全然動かないの……」

「え!?　そ、そんな……」

　エレベーターホールに、看護師を呼ぶ声が響き渡った。




　　　　＊




　超音波診断装置エコーの画面を見た若い医師は、陣痛分娩回復室ＬＤＲを出るなり険しい表情で呟つぶやいた。

「徐脈だ……止まりかけてる」

　助産師の顔がみるみる青あお褪ざめる。

「そんな……どうして急に？」

「分からない……とにかく医長を呼んですぐに帝王切開カイザーの準備を」

「医長は帝王切開分ぶん娩べん室で他のオペを手伝っています。それに、四階のＯＲオペ室もＩＣＵも全部埋まってます」

「むむ……」

　重苦しい空気が漂う中、バタバタとけたたましい足音が産科センターに飛び込んできた。

「薮木さん！　大丈夫か!?」

　駆け寄ってきた救急科専門医の伊弦が、院内ＰＨＳ片手にぜいぜいと息をつく。

「ゆ、由見先生、あたしじゃなくて小夜さんが……!!」

　説明を聞いた伊弦は、若い医師の前で眉間に深いしわを寄せた。

「……もしかしたら、臍さい帯たい辺りから出血しているのかもしれないな」

「臍さい帯たいから出血？　どうして……」

「以前、産科をやってる同期から聞いたことがある。羊水っていうのはクッション性があるから打撲には強いが、揺さぶりには非常に弱いらしい」

「そう言えば、一階で彼女が尻餅をついたと聞きました。まさかその時のショックで……」

「経緯はともかく、臍さい帯たいから出血しているのであれば、酸素が胎児に行き届いていない可能性が高い。緊急帝切しなければ危険だぞ」

「で、ですが先生、僕、一人で帝切カイザーしたことなんて一度も……!!」

「安心しろ、わたしが助手前立ちをやる。むしろ問題は、オペ室のほうだな……」

　ふと窓を見やった伊弦は、ポツリと呟つぶやいた。

「危険だが、あれを使うしかない、か……」

　伊弦の視線の先には、小学校の校庭に停とまる白い大型車両の影があった。

「あれって……まさか『特殊スーパー・救急車アンビユランス』ですか!?」

　特殊スーパー・救急車アンビユランス──東京消防庁が運用する超大型救急車で、緊急時には車体を拡幅し、手術室としても利用可能だ。

「む、無茶です！　外に出るなんて危険すぎます！」

「分かっている。だがこのまま放置しておくほうがもっと危険だ。嫌ならわたし一人で行く」

　そばで話を聞いていた数人の看護師が、すかさず手を挙げる。

「先生、わたし行きます！」「わたしも！」

　伊弦は頷うなずき、花音の肩を叩たたいた。

「薮木さん、君は特殊スーパー・救急車アンビユランスを操作できる救急隊員を呼んできてくれ。いますぐだ」

「は、はい！」

　花音はダッと廊下を駆け出した。

　たしかバリケード設置作業にレスキュー隊員が加わっていたはずだ。一階に降りれば会えるかもしれない。

　そう思って階段へ向かう途中、偶然にもオレンジ色の救助服が目に入った。

　あの人──!!

「す、すみません、消防の方ですよね！」

「あ、はい、機動救急救援隊の隊長、武たけ井い消防司令補です」

　どうやらバリケードの設置を終え、報告に上がるところだったらしい。

「ちょうど良かった！　こっちへ！」

　花音は武井隊長の腕を引き、急いで分ぶん娩べん部ぶ門もんのドアをくぐる。

　駆け戻ったＬＤＲでは、伊弦の隣にもう一名、警官らしき男性が加わっていた。紺色の防弾衣には、白く「ＰＯＬＩＣＥ」と書かれている。

「こちらは警視庁銃器対策部隊の方だ。我々を警護してくれる」

　伊弦に紹介された隊員は、バイザーヘルメットの下で軽く目礼した。

　機関拳銃を持つ手には包帯が巻かれ、頰のガーゼも赤く染まっている。恐らく患者の一人として運び込まれてきたのだろう。

「時間がない。すぐ出発するぞ」

　伊弦の先導で、小夜を乗せたストレッチャーはＬＤＲを飛び出した。車輪の音が、寝台用ＥＶホールへ遠ざかっていく。

　みんな、無事に戻ってきて……。

　廊下を走る伊弦たちの背中は、どこかぼんやり霞かすんで見えた。




　同日　十六時四十分　聖バジル国際病院本館四階

　包帯が詰まった段ボール箱を抱え上げた花音は、チラリと窓の外に目を遣った。

（小夜さん、大丈夫かな……）

　斜はす向むかいにある小学校の校庭では、特殊スーパー・救急車アンビユランスが大きな拡幅室を展開している。左右に張り出したシルエットは、上から眺めると白い十字架のようだ。

（あれ………？）

　雨に打たれる校門を見て、ふと、かすかな違和感が脳裏をよぎった。

　きょろきょろと視線を巡らし、違和感の正体に気付く。

（さっきまで立ってた警察の人がいない……？）

　気になった花音は、窓に額を寄せ、グラウンドの周囲を念入りに見回した。そして、門もん扉ぴのそばに落ちていた奇妙なものに目を留とめる。

　くの字に曲がった太い棒。紺色の布に覆われたその片端から、赤い液体が流れ出している。

　あれは……まさか、脚──!?

　ぞわぞわ、と緊張感が首筋を這はい上あがった。

　目を凝らしたが、見間違いではない。脚だけになった警察官が、校庭の隅に転がっている。

　まさか、モンスターがこんな近くにまで……!?

「どうしよう、由見先生に伝えなきゃ……」

　花音は踵きびすを返かえし、病棟の看護詰室へ駆け込んだ。

「すみません、由見先生に電話を！」

　驚く看護師に向かって、花音は早口でまくし立てる。

「由見先生たちが乗った救急車に、モンスターが迫ってるんです！」

　看護師は引ひき攣つった表情を浮かべ、院内ＰＨＳをつかんだ。だが……。

「ダメ、電波が届かないわ。院内ＰＨＳは低出力の電波を使ってるから、アンテナが近くにないとつながらないの」

「そんな……」

　となれば残された手段は一つ、直接行って伝えるしかない。

　しかし病院の外には間違いなくモンスターが潜んでいる……。

　花音は逡しゆん巡じゆんし、もう一度窓の外を見み遣やった。

（ここから学校まで約五十ｍ。走れば十秒もかからない。行って帰ってくるだけなら……）

「あ！　あなた、どこへ!?」

「由見先生たちを連れてすぐに戻ります！」

　病棟を飛び出し、階段へ駆け込んだ。向かう先は一階の救急外来出口。

（大丈夫……きっと大丈夫。なっちゃんが、あたしを守ってくれる……）

　都合のいい頼みだということは分かっていた。自分は七樹を守れなかった。それなのに自分のことは守ってほしいなんて、虫が良すぎる話だ。

　けど、彼女なら「いいよ」と言ってくれそうな気がした。いつも花音のわがままを聞いてくれた七樹なら、いまもどこかで「仕方ないなぁ」と苦笑しているような気がする。

「──行くね、なっちゃん」

　バリケードをくぐり抜け、雨空の下へ。

　ビュオオオオオ───。

　吹き付けた風に、花音は思わず目をすがめた。

　廃はい墟きよのような街はしんと静まり返り、雨の音以外何も聞こえない。交差点では、信号機だけが律りち義ぎに進めと促している。

　以前読んだ本に、本当の地獄は静かだと書いてあったことを思い出す。人の息遣いが途絶えたビル街は、まさしく死の世界そのものだ。

　ガサッ。

「──────!?」

　突然背後で聞こえた物音に、花音は慌てて植え込みの影へ身を潜めた。

　近い。すぐそばだ。

　ゆっくり顔を上げ、注意深く視線を巡らす。

　だが何も見当たらない。

「変ね……ん？」

　ふと茂みの陰から猫の脚が飛び出しているのに気付き、花音はホッと胸を撫なで下おろした。

　なんだ、猫ちゃんか。おどかさないでよ……。

「そんなところにいると危ないよ、おいで」

　チ、チ、チと舌を鳴らしながら、忍び足で近寄る。そして下生えを覗のぞき込こんだ瞬間、思わず「うっ!?」と口元を押さえた。

　植え込みの中には、白い骨を剝むき出だしにした猫の死骸が横たわっていた。

　毛皮の下から覗のぞくピンクの内臓。嚙かみ千切られた傷跡は、肉食獣の襲撃を物語っている。

「こんなところまでモンスターが……。急がないと、小夜さんたちが危ない……!!」

　花音は意を決し、茂みの陰から低い姿勢で飛び出した。そのまま一気に交差点を渡り、校門をくぐり抜ける。

　グラウンド中央に白い車体を見付けた花音は、水みず溜たまりを蹴立てて後部ドアへ駆け寄った。

「開けてください！　薮木です！」

　窓を叩たたくと、電動扉が左右に開き、血の臭においがムッと鼻び腔こうを覆う。

「何をしにきた！」

　持針器を操りながら、伊弦が目線も寄越さず叫んだ。しかし怯ひるんでいるヒマはない。

「モンスターが来てるんです！　早く病院に戻ってください！　警察の人も、もう……」

　途切れた言葉に、伊弦たちの顔がサッと青あお褪ざめた。

「まずいな、手術オペは間もなく終わるが、患者をすぐ動かすわけにはいかん……」

　床は一面血の海だ。隣の手術台では、看護師が鬼気迫る表情で新生児に心臓マッサージを施している。

「でも、このままじゃ……」

　二人のやり取りを聞いて、武井隊長が振り返った。

「先生、手術が終わるのでしたら、拡幅室を収納して、この特殊スーパー救急車アンビユランスで戻りましょう。五分ほどいただければ、すぐに出発できます」

「この車で……？　たしかにストレッチャーで移動するよりは安全だな……」

　一同顔を見合わせて頷うなずく。

「よし、それでいこう」

「ではまず使用していないベッドを畳みます。手が空いている方は手伝ってください」

　武井隊長の指示で、直ちに作業が始まった。

「わたしは外の有線リモコンで拡幅室を収納します。床がポップアップしますので、皆さん左側に寄ってください」

「外に出るんですか？」

　不安そうな表情を浮かべる花音に、武井隊長はニコリと微ほほ笑えみ返す。

「大丈夫、すぐ戻ります。ただ、少し音が出ますので、前の席で周囲の警戒をお願いします」

　頷うなずいた花音は、中央のドアをくぐり運転席へ駆け込んだ。前方と側面に大きな窓が開かれているので、動くものがあればすぐ目に入る。

　間もなく、車外を見張る花音の耳に「ピー、ピー」と騒々しい電子音が聞こえてきた。

「え、こんな大きな音がするの!?」

　雨の降りしきるグラウンドに、ブザー音が鳴り響く。それに合わせ、まずは右側の拡幅室がゆっくり閉じ始める。

「ちょっと、どうして片方ずつなのよ！」

　拡幅室がボディに引き込まる速度は、何かの冗談かと思うほど鈍のろかった。

（早くしないとモンスターが集まってきちゃう。お願い、急いで！）

　ハラハラする視線の先で、ようやく右半分が車体に収まる。残るは左半分……と思ったところで、電子音がピタリと鳴りやんだ。

「え……？　止まった？」

　直後、武井隊長が車内へ駆け込んでくる。

「すみません由見先生、ハサミをお借りできませんか!?」

「ハサミ!?　手術用のメイヨー直ちよく剪せん刀ならあるが、どうしたんだね!?」

「風で飛ばされてきたシートがジャッキに絡からまったんです！」

　ハサミを受け取る武井隊長を見て、花音は軽く眩暈めまいを覚えた。

　このままじゃ、モンスターが……。

　と、その時だった。




　ズシン───!!




　車内の全員が、凍り付いたように動きを止めた。

　救急カートがカタカタと揺れ、膿のう盆ぼんの赤い血が波紋を立てる。




〝グル、ウゥゥ……〟




　花音は恐る恐るフロントガラスを振り返った。

　ワイパーが往復する向こう、校舎の三階に届くほどの巨人トロールが、こちらをじっと見ている。

「あ、あぁ…………」

　怪物は、地面を揺らしながら、車に近付いてきた。

　誰も彼も、脚がすくんで動くことができない。

〝ブフゥ────!!〟

　目の前に迫った巨人トロールが、鼻息を吐き出しながらサイドウインドウを覗のぞき込こむ。

　花音は咄とつ嗟さにダッシュボードの下へ身を潜めた。

（ハァ、ハァ、ハァ……）

　足音が周囲を巡り、床が地震のように揺れる。

　伊弦たちは蒼そう白はくな表情で、壁に背を押し付けている。

　ガタン──[image: かんたんふ]

「うわっ!?」「きゃああああああ！」

　直後、猛烈な揺れが車内を襲った。

　武井がベッドにすがり付き、新生児を抱えた看護師が泣き出しそうな顔で床にうずくまる。救急カートから万能壺つぼが滑り落ち、中に入っていた綿球をぶちまける。

　ふと窓を見た伊弦が、裏返った声で「みんな、ドアから離れろ！」と叫んだ。

　同時に拡幅室の扉がバリッと剝がされ、巨大な手が車内に這は入いり込んでくる。

「いやああああ！」

　赤子を抱えた看護師が、ばたばたと床の上をのたうち回った。

　獲物を探す手は救急カートを圧し潰し、血まみれの床を撫なでて去っていく。

「ハッ、ハッ、ハッ……!!」

　サイドガラスの向こうでは、巨人トロールが指に付いた血を美味そうに舐なめていた。

　伊弦たちは汗と血ち糊のりに汚れた顔で、その光景を眺める。

「こ、このままじゃ全員殺されるぞ。武井君、どうにか車を動かせないのか……」

「ジャッキに絡からまったシートを剝がさないと……」

　むむ、と唸うなった伊弦は、床に落ちた赤いパックに目を留とめ、ハッと顔を上げた。

「血液パック……そうだ、あれを投げてあの化け物を誘導すれば、その間にジャッキを引き上げられるんじゃないか？」

　できるか？　と目で尋ねる伊弦に、武井隊長は強こわ張ばった顔で頷うなずく。

「やってみます。ジャッキさえ上げれば、片側を展開したままでもギリギリ校門を通れるはずですので。ただ、絡からみ付ついたシートを取り除くのに、もう一人手伝いがいないと……」

　運転席で聞いていた花音は、ゴクリと唾を飲み込んだ。

　由見先生たちは、小夜さんと赤ちゃんの様子を見なければならない。いま外に出られるのは、あたしだけだ。

　でも、こわい……!!

　ギュッと握り締めたパジャマの感触に、小夜と初めて出会った時のことを思い出す。

〝わたしね、いま妊娠中なの〟

　お腹なかをさすり、幸せそうに微笑ほほえんだ小夜さん。あの笑顔を守れるのは、自分しかいない。

　なっちゃん、お母さん。少しでいいから勇気を分けて……!!

「──あたし、手伝います」

　運転席から聞こえた声に、武井と伊弦は驚きながら振り返った。

「いいのかい？　とても危険な作業になるよ」

「分かってます。でも、誰かがやらなきゃいけないなら、あたしがやります」

　武井は目を閉じ、花音の手を力強く握った。自分だって危地へ飛び込む身なのに、「ありがとう」と済まなそうな声で詫わびる。

「よし、血液パックを投げるぞ。準備はいいか」

　二人が頷うなずくのを確認した伊弦は、パックの口にプラスチック針を挿し込み、ひしゃげたドアの前に立った。

「貴重な血液をくれてやるのは業ごう腹はらだが……ありがたく味わえこの野郎！」

　そして大きく振りかぶり、エサを力いっぱい放り投げる。

　パックが宙を舞うと、巨人トロールは顔を上げ、赤い放物線を目で追いかけた。牙の生えた口元に凄すさまじい笑みを浮かべ、すぐさま校舎のほうへ走り出す。

「いまだ！」

　伊弦の合図で、花音と武井隊長は拡幅室の後部ドアから勢いよく外へ飛び出した。

　水みず溜たまりを跳ね上げ、シートの絡からまったジャッキへ駆け寄る。

「わたしがハサミで切るから、薮木さんは思いっ切りシートを引っ張ってくれ！」

「はい！」

　厚手のブルーシートは、金属シャフトの根元にガッチリ引き込まれていた。武井はぎこちない手つきでハサミを操るが、なかなか刃は通らない。

「あの、あたし家事に慣れてるので、代わります。隊長さんは引っ張るほうをお願いします」

「む……すまない」

　ハサミを受け取った花音は、根元から丁寧に刃を入れた。

　シャキン。

　小気味よい音と共に、小さな切れ込みが入る。

　一旦コツをつかんでしまえば後は簡単だった。刃は滑るように繊維の上を走り、大きなシートがみるみる二つに裂かれていく。

「切れました！」

「よし、薮木さんは中へ！」

　間髪容れず武井隊長がシートを引き抜き、リモコンのコントロールスティックを握る。

　ジャッキがするすると持ち上がり、それに合わせて車体がゆっくり沈み込む。

「隊長さん、まだですか！」

「もう完了だ！　すぐ出発する！」

　リモコンを車体後部のケースに収納した武井は、すかさず運転席へ飛び込み、イグニッションキーを回した。

　キュキュキュ、ブオン！

　エンジン音に気付いた巨人トロールが顔を上げ、空になった血液パックを放り投げる。

「隊長さん、モンスターが！」

「分かってる！」

　武井はギアをバックへシフトチェンジし、アクセルを力いっぱい踏み込んだ。

　キュルルルル！

　救急車がけたたましいスキール音を上げ、バックで急発進する。

　同時に巨人トロールが立ち上がり、地響きを立てて走り出した。

「お、追いかけてくる！」

「大丈夫、わたしに任せろ！」

　武井はミラーとモニタだけで、バックする救急車を手足のように切り回した。顔は正面を見据えながら、ピタリと進路を校門へ向ける。

「すごい！　学校を出たらこっちのも──」

　ガクン！

　突然車が急停止し、花音は「きゃあ！」と悲鳴を上げてひっくり返った。

「ど、どうしたの!?　なんで急に──!?」

　起き上がろうとしたところで、後ろの窓から見えた光景に凍り付く。

　正面にいたはずの巨人トロールが、車体のリアバンパーをつかんで太い脚を踏ん張っていた。

「う、うそ……？　まさか、もう一体………？」

　すぐに前方の巨人トロールが追い付き、運転席の屋根をバリッと引きちぎる。

　ダッシュボードの下に隠れようとした武井が、脚をつかまれ宙に持ち上げられた。

「わああああ！　あ、ぎゃ！」

　二つに千切れた身体からだが、それぞれ別方向に飛んでいく。

「ひっ！」

　ショーツがじわりと温かくなり、床に透明な液体が広がった。

　同時に拡幅室の天井が剝ぎ取られ、雨と共に巨大な手の平が頭上へ覆い被さってくる。

「あっ！」

　助けを求める間もなく、花音の華きや奢しやな胴は太い五指に囚とらわれた。

　小さな身体からだは人形のように掲げられ、黄色く濁った眼めが少女の肢体を睨ねめ回まわす。

「い、や………」

　雨と涙が頰を流れ落ち、恐怖で喉が引ひき攣つった。魔物の顔が醜く歪ゆがみ、毛に覆われた指がワンピースの胸元へ差し込まれる。

　ビリィィィィ！

　シルクの生地が、一気に下腹まで引き裂かれた。

　二匹の野人は花音を見下ろし、これから始まるカーニバルに涎よだれを滴したたらせる。

「や、めて……。助、けて………」

　伊弦たちは、絶望に強こわ張ばった表情でその様子を見上げていた。

　巨人トロールの口が開かれ、腐臭の漂う茶色い歯が花音の眼前に迫る。

　助けて……お母さん、お父さん──!!

　その時──。




　ドドドドドドドドド！




　突如アスファルトの破片が飛び散り、砂すな埃ぼこりが白く舞い上がった。

「きゃっ!?」

　振り落とされた花音は、痛みに顔をしかめながら空を仰ぐ。

　そして、信じがたい光景に目を瞠みはった。

「あ、あれは……」

　曇天を切り裂くタンデムローター、底部に描かれた真っ赤な日の丸。

　大型輸送ヘリＣＨ─４７ＪＡの後部ドアからロープが投げ落とされ、迷彩二型（改）の戦闘服に身を包んだ隊員たちが、するすると降下してくる。

　駆け寄ってきた口ひげの隊員が、花音の肩にブランケットをかけた。

「あ、あなたは……？」




「我々は自衛隊です。あなた方を、守りにきました」




　そのあまりに力強い言葉に、花音は全身から力が抜けていくのを感じた。

　もう大丈夫。日本で一番頼れる男たちが来てくれた。

「わたしは第一空くう挺てい団だん第一普通科大隊第三中隊長、潟永三等陸佐です。ご安心ください。我々が来た以上、皆さんには指一本触れさせません」

　第一空くう挺てい団だん。その名は父から聞かされた覚えがあった。

　彼らは陸曹以上の全隊員が空くう挺ていレンジャー資格を有する精鋭部隊だ。

　レンジャー資格とは、自衛隊の中で最も過酷な訓練として知られるレンジャー養成課程を修了した者にのみ与えられる特技で、とりわけ空くう挺ていレンジャーは最難度と言われている。

　彼らにとって、他の部隊でもこなせる任務など眼中にない。危険で、命がけで、第一空くう挺てい団だんでなければ達成できない任務を与えられ、初めて歓喜するのだ。

　東日本大震災の際には、当初、任務の軽さに不満を漏らしていたが、後に陸幕長から「最悪の事態に至った時は最先頭に立って原発内に行ってもらいたい、その時に備えて個人の被爆線量が限度を超えないよう待機していてほしい」と言われ、ようやく「最後は〝特攻〟もあるのか」と納得して引き下がったという。

　誰が呼んだか「第一狂ってる団」。

　そのあだ名は単なるジョークではない。彼らの気迫、闘志、戦意がことごとく常軌を逸しているからこそ、「第一狂ってる団」なのだ。

「さあ、あなたは救急車の背後へ」

　花音を部下に預けた潟永は、すくっと立ち上がり、二匹のモンスターを睨にらみ付つけた。

「貴様ら、随分好き勝手やってくれたな……」

　たとえどれほど軍事技術が発展しても、陸戦の本質は緊要な土地の奪い合いに尽きる。

　瞬まばたきが見えるほどの距離で名も知らぬ男同士が睨にらみ合あい、互いの立つ地をめぐって全身全霊ぶつかり合うのだ。相手が化け物に変わっても、その眼光は微み塵じんも揺らぎはしない。

「ＵＨ‐１Ｊドアガンハンター、こちら中隊長マルマル。〝キャリバー〟発射用意」

　潟永が無線に告げると、ビルの狭間はざまから多用途ヘリコプターＵＨ─１Ｊが不意に浮き上がり、キャビンドアから１２・７ミリ重機関銃Ｍ２をかざした。

　それは、自衛隊が長い歴史の中で、初めて敵に武器を向けた瞬間だった。

　いまから約六十年前、彼らは歴史の忌いみ子として不幸な生を受けた。

　大事故に駆け付ければ、人命救助を騙かたった軍事訓練と揶や揄ゆされ、現行法制で国民を守れないと訴えれば、シビリアン・コントロールを破壊する輩やからとして職を追われた。

　それでも彼らはじっと耐え、ただ静かに己が任務を果たし続けた。

　そしていま、彼らは自分たちの国を守るため、自らを脅おびやかす敵に銃を取ろうとしている。

「ＵＨ‐１Ｊドアガンハンター、中隊長マルマル。重機関銃、前方校舎前散兵一〇〇、指命」

　旧軍の陸軍予科士官学校は第六十一期で閉校されたが、二〇一八年、防衛大学校は第六十六期生の入校を迎えた。

　勝利の栄光に一度も彩いろどられたことのない自衛隊は、しかし、かつて常勝無敗の皇軍と讃たたえられた旧軍でも守り切れなかった平和を、いまこの瞬間まで守り抜いてきたのだ。

　その、アジアで最も心優しく、最も強い戦士たちが、敵を前にし、初めて怒りを露あらわにしている。

「発射用意！」

　射手は遊底掛金外しを押し込み、止め金を回して連射モードにした。槓こう桿かんを倒して力いっぱい引き込むと、薬室内に第一弾が装塡される。

　六十余年の長きに渡り課されてきた戒めの鎖が、いま解き放たれる。

「──発射！」




　ズドドドドドドドド！




　瞬間、キャリバー聖剣が火を噴き、一万七千Ｊジユールの暴力の雨が巨人トロールの頭上に降り注いだ。

　六六式Ｍ２徹甲弾は、射距離一八〇ｍで厚さ二．五㎝の装甲板を貫通する。つまり、全身厚さ二㎝以上の鎧よろいで覆っていたとしても、このキャリバーの前では紙装甲に等しいのである。

　まさに聖剣……いや、仮に聖剣を持つ勇者がいたとしても、これほどの威力を発揮することは不可能だろう。

　事実、野球のスイングスピードはどんなに早くとも五〇ｍ／秒を越えることはないが、キャリバーの銃口初速は八九〇ｍ／秒前後に達する。いかな超人が剣を振るっても、キャリバーから放たれた弾丸に比べれば、スローモーションで敵を撫なでるに等しい。

　そしてそんな威力を持った弾丸が、毎分六〇〇発、秒間一〇発の速度で打ち込まれるのだ。

　もはやこれは戦闘などと呼べるものではない。圧倒的な力による、一方的な制裁である。

　キュン！　ドド、バチュン！

　魔物たちの体たい軀くをやすやす貫いた火か箭せんは、そのまま地面に突き刺さり、無数の穴を穿うがった。

　緑色の体液が飛び散り、千切れた肉片が狂ったように跳ね回る。白煙が地面を覆い隠し、オレンジ色の曳えい光こう弾だんがその中へ吸い込まれていく。

　わずか一秒にも満たない刹那に、彼らは悟っただろう。

　自分たちが喧けん嘩かを吹っ掛けた相手は、彼らの崇拝する悪あく霊りようの神々よりもはるかに恐ろしい、破壊と暴力の魔神であったことを。

　シュウウウ………。

　鉄と火薬と、血の臭いが漂う中、無数の肉塊と化した敵を、潟永は傲然と見下ろしていた。

〝我々自衛隊は、我々の国民を傷付けた者を、絶対に許さない〟

　迷彩服に彩いろどられた背中は、無言でそう語っているかのようだった。




　同日　十六時四十三分　中央区勝かちどき三丁目

　築つき地じ市し場じようで下車した薮木小隊は、勝かち鬨どき橋ばしを徒歩で渡り、国道三〇四号を少し外れた迂う回かいルートを南に向かっていた。

　山地や市街地の場合、一つのルートに限定すると後続部隊が閉じ込められる恐れがあるため、小部隊を複数ルートに分けて運用するのが一般的だ。

「静かっすね……」

　隣を歩く小隊長Ｄｒドライバーの品井士長が、緊張に耐えかねてボソリと呟つぶやいた。

　街には誰の姿も見当たらない。雨音だけが静かに響いている。

　歩道の真ん中に子供の靴を見付けた隊員が、ふと足を止めた。そのそばには、濡ぬれてふやけた紙袋が落ちている。

　中から飛び出しているゲーム機の箱は、子供へのプレゼントだろうか。アスファルトにこびりついた赤い染しみを見て、他の隊員たちもぐっと奥歯を嚙かみ締しめる。

　先頭を歩く環樹の前で、信号が赤に変わった。

「あ、小隊長、赤っすよ」

　有事における信号機の扱いは、しばしば議論のタネになる。というのも、有事法制には信号機に関する適用除外の規定が存在しないのだ。

　緊急自動車で先導すればよい、信号機をすべて青にすればよい等々、いくつかの見解はあるが、いずれも戦闘地域で実施するのは難しい。

　では、どうするのが正解なのか。

「品井、止まりたきゃ一人で止まってていいぞ」

　答えは「無視してよい」である。

　政府答弁では「戦闘行為に際し、行政法規等の国内法令に従えない場合があるとしても、自衛隊法第八十八条（『防衛出動時の武力行使』に関する規定）の要件を満たしている限りにおいて、それは同条に基づく正当な行為として許されるものと考えられる」と述べている。

　つまり防衛出動時の行為は、正当業務行為として違法性が阻却されるのである。極論すれば、有事法制とは戦闘行為が行われている地域へ向かうまでの規定に過ぎないということになる。

　赤信号を渡った薮木小隊は、建物に身を隠しながら、慎重に周囲を伺った。

「雨のせいで視界が悪いな……」

　こちらの動きが隠れるとも言えるが、一方で不期遭遇戦のリスクも高まる。実戦経験に乏しい上、住民への誤射が許されない薮木たちにとって、いささか不利な状況だ。

「小隊長、統制線まであと四百メートルほどですが、少々遅れ気味ですぞ」

　小野田一曹の忠告に、環樹は渋い顔で頷うなずいた。

　市街地戦闘訓練は何度か経験しているが、各方面隊に一か所しか訓練場がないため、練度不足の感は否いなめない。野戦に比べて、どうしても行動が一歩遅れがちだ。

「……一旦中隊本部と連絡を取るか」

　環樹は胸の無線通話器を取り、スイッチを押した。

〝ザザ、ピー、ガガ〟

　しかし耳元には雑音がかすめるだけで、何の応答もない。

　そこら中にアンテナがある携帯電話を使用していると忘れがちだが、電波というものは基本的に直進しかできないため、ビルが多い都市部では無線が通じにくい。

「これならスマホのほうが、よっぽど使い勝手がいいな……」

　実際、地下鉄サリン事件では、一部の隊員が持っていた携帯電話がフル活用された。

　その点、環樹が背負っている新型の広帯域多目的無線機コータムは、障害物によって通信が途切れた場合でも自動的に他の無線機を中継してネットワークを構成する自律分散型ネットワーク技術が売りだったが、実際にはまだまだ発展途上の代物と言わざるを得ないようだ。

「しかし心配ですな、小隊長。中隊本部と連絡が取れなければ、情報が入ってきませんぞ」

「ええ。頼みの綱は、路上斥候に出した一班の報告だけか」

　苦りきった顔でマンションの前を通り過ぎる環樹の耳に、「あっ」と小さな悲鳴のような声が聞こえた。

「ん？　どうした」

「あ、あれ……」

　十代の若い陸士は、マンションに挟まれた細い空間を指差してブルブル震えている。

　訝いぶかりながら覗のぞき込こむと、両側の壁一面が茶褐色の粘液でべっとりと覆われていた。

「うわ、何だこりゃ……」

　手を伸ばしかけた品井士長を、小野田一曹が「触るな！」と一喝した。

「どんな液体か分かったもんじゃない。防護服もなしに触れるのは危険だ」

「は、はい……」

「品井、冗談はそのくらいにしておけよ。あの辺、ほんのり湯気が見えるだろ。まだそんなに時間が経たってない………近いぞ」

　環樹の一言で、小隊に緊張が走った。

　同時に、彼らの耳がかすかな異音を捉える。




　パシャ………。




　路地の向こうから、水みず溜たまりを弾く音が聞こえた。

〝アップ〟

　環樹のハンドサインで、隊員たちは一斉に八九式小銃をロー・レディからアップに構える。




　パシャ…………、パシャ…………。




　足音が、路地の曲がり角に近付いてくる。

　いつでも安全装置を解除できるよう、環樹たちは切り替えレバーに指を伸ばす。

　自分の息遣いだけが、やけに大きく聞こえる。心臓が高鳴り、眼球がぶるぶる震える。

　そして植木の向こうに黒い脚が見えた瞬間──、

「待て！　撃つな！」

　環樹が叫んだ。

　数ｍ先の路上で、スウェット姿の老人が「ひえっ！」と傘を投げ出しへたり込む。

　隊員たちが、「なんだ、住民か……」とぼやきながら拍子抜けした様子で銃を下ろした。

「ちょっとお爺じいちゃん、何やってんすか、こんなところで……」

　事情を聞くと、男性はこの辺りで一人暮らししている高齢者のようだった。

　テレビも見ないし耳も遠いので、何が起こっているのかよく分からなかったらしい。

「おい、三班から二人出してくれ。この方を中隊本部までお送りしろ」

　老人を支える隊員たちの姿に、小野田一曹が肩をすくめる。

「この先も同じようなことが続くと、終しまいには小隊全員いなくなってしまいますな」

「そんときゃまた、スタートからやり直しっすよ……」

　まだ花音が小さかった頃、正月にやった双六すごろくを思い出した。ゴール手前に書かれた「ふりだしに戻る」の文字で、何度悔しい思いをしたことか。

　溜ため息いきを吐き出した瞬間、耳元の骨伝導スピーカーがコールを告げた。

《小隊長マルニー、小隊長マルニー、こちら第一班長ニーヒト、感明送れ》

　一班からだ！　環樹は慌てて無線のスイッチを入れる。

「第一班長ニーヒト、第一班長ニーヒト、こちら小隊長マルニー、感明良し。感明送れ」

　陸自の無線要領では、相手を呼び出してから自分の符号を名乗ることになっている。

《小隊長マルニー、第一班長ニーヒト、感明良し》

　よし、通じてる！

「第一班長ニーヒト、小隊長マルニー、現在地送れ」

《我の現在地は八ハチ九キユー一ヒト、四ヨン六ロク七ナナ地点、清きよ澄すみ通りの交差点付近》

「了。状況送れ」

《敵発見。敵情を通報する。準備はいいか、送れ》

　地図を開いた環樹が上腕ホルダーから赤いグリース鉛筆を引き抜くのを見て、隊員たちはサッと顔色を変えた。

　通常、赤は敵の情報を記すのに使う。赤のグリペンを手に取ったということは、斥候班が敵を捉えたということだ。

「準備よし、送れ」

《場所、八ハチ九キユー一ヒト、四ヨン六ロク六ロク、清きよ澄すみ通りを挟んだ向かい側、総菜屋付近。時、一ヒト六ロク四ヨン八ハチ。ライオン……のような敵性体が停止中》

「のような、とはどういうことか。送れ」

《ライオンより大きいです。肩の高さで大人の身長くらいあります。そいつが、総菜屋に頭を突っ込んで何か食べてます》

「人を食ってんじゃねえだろうな……」

《いえ、総菜を食ってるんだと思います》

　………だよな。

「野郎、化け物のクセに贅ぜい沢たくなもん食いやがって」

《ん？　何だ……》

「どうした。状況送れ」

《あ、いえ、何でもありません。小隊長、攻撃の許可を》

「待て、小隊はこれより一班の現在地へ向かう。一班は別命あるまで待機。了解か？」

《了。一班は現在地で待機します。終わり》

　環樹は二班と三班の隊員約二十名を集合させ、一旦「休め」の姿勢を取らせた。そして並んだ部下たちに、先ほどの情報を伝える。

「──状況は以上のとおりだ。これより小隊は戦闘行動を開始する。恐らく俺たちが先陣となるが、余計なことは考えるな、訓練通りやれ。質問は？」

〝なし！〟

　彼らの表情には、覚悟の色が見て取れた。

　もっとビビるかと思ったのだが、こいつら怖くないんだろうか。

　数年前、娯楽室で自衛隊の活躍を描いたドラマが放映された時、主役の隊員が「怖いよ俺……」と呟つぶやいた瞬間、環樹たちは一斉に笑い転げた。

　現場でそんなことを抜かす隊員がいたら、背中に蹴りを入れて駐屯地に送り帰すところだ。

　しかしいざ実戦となると、言葉に表しがたい凄すさまじい恐怖が湧き上がってくるのを感じた。

　死が、真っ黒い闇をまとった終しゆう焉えんが、背中のほうからひたひた迫ってくる。

　環樹はそんな妄想を振り払い、部下たちの目をキッと見据える。

「小隊は、これより第一班の線まで前進する。各隊員、武器と弾薬、装具の点検を実施。異状の有無を班長に報告」

　異状なしを確認したところで、隊員たちに命ずる。

「小隊、前へ！」

　号令一下、薮木小隊の二個班は、雨の中を小走りに駆け出した。音を立てないよう水みず溜たまりを避けながら、小銃を抱えて建物沿いを進む。

　間もなく清きよ澄すみ通りの手前に、第一班の後ろ姿が見えてきた。

「小隊、止まれ！」

　環樹たちの到着に気付いた一班の班長が、振り返って手を挙げる。

「小隊長、お待ちしておりました。敵はあそこです」

　道路の反対側を見て、ブルッと全身が震えた。

　ライオンのような生き物が、報告どおり、総菜屋のカウンターに顔を突っ込んでいる。

　体長は三メートルほどあるだろうか。赤しやく銅どう色の体毛が、雨に濡ぬれ、てらてらと輝いている。

　不意にライオンがピク、と肩を上げ、振り返った。慌てて身を隠した環たま樹きは、その姿を見て「うっ」と呻うめき声を上げる。

　ライオンの頭部には、ネコ科のそれではなく、巨大な人面が乗っかっていた。

　落ち武者のような禿とく頭とうに、濃い髪で覆われた鬼面。品井が震える声で呟つぶやく。

「マ、マンティコア……」

　環樹は強こわ張ばる頰で、無理やり笑みを作った。

「……おあつらえ向きの略号じゃねえか。よし、いまからあいつは『マンティコア』だ」

　しばしば怪獣や肉食動物の名称を用いられる秘匿略号だが、品井が思わず口にした魔獣の名は、恐ろしいほど似つかわしく感じられた。

「さて、できれば迂う回かいして挟撃したいとこだが、このまま道を渡ると丸見えになっちまうな」

「小隊長、それでしたらあれを使ってみてはいかがでしょう」

　小隊陸曹の小野田は、地下駐輪場の出入口を指差した。

「地下を通って向こう側に渡れるようです。入口も、ちょうど公園の樹きに隠れております」

「なるほど……よし、命令。二班、左前方地下道を用い正面清きよ澄すみ通りの反対側へ渡れ。一班、現在地で待機、二班の攻撃開始と同時に敵を攻撃。三班、後方を警戒」

　通常、予備は三十パーセントが適切とされる。薮木小隊は三個班から成るので、うち一個班は予備に回すのがセオリーだ。

「現在時一ヒト六ロク五ゴー三サン、二班の攻撃開始は一ヒト七ナナ〇マル〇マル。小隊長の位置、当初は二班前進間先頭、じ後、二班攻撃位置。小野田一曹は、一班と三班を指揮せよ。以上、命令終わり」

「了！」

「小隊長に続け！」

　環樹を先頭に、二班の隊員約十名が公園の入口へと駆け出した。迷彩服の男たちは、そのまま「勝かちどき駅地下駐輪場」と書かれた階段になだれ込む。

　ステップを下り切ったところで、環樹は立ち止まり、背後の部下たちに呼びかけた。

「いいか、敵が隠れている可能性もある。警戒を厳にし注意を怠るな」

　薄暗がりの中、隊員たちは緊張した面持ちで頷うなずく。

　総延長一三〇ｍほどもある地下駐輪場は、ひんやりした空気に混じってかび臭いにおいが漂っていた。サイクルラックに前輪を挟まれた自転車たちが、切れかけた蛍光灯の下で持ち主の帰りをひっそりと待ちわびている。

「誰もいないみたいだな……」

　ダンジョンのように静まり返った駐輪場を、ロー・レディに構えた薮木小隊は一列縦隊で進んでいく。冷たいコンクリートの壁に、コツン、コツン、と半長靴の音が反響する。

　通路を横切ると、間もなく地上への出口が見えてきた。

「上がるぞ」

　自転車用スロープが設けられた長い階段を登り終えたところで、環樹たちは曇天から注ぐ紫外線に目を細める。

「いた、あそこだ……」

　百ｍほど前方、総菜屋に顔を突っ込むマンティコアの姿が見えた。

　環樹たちの接近にはまだ気付いていないようだ。

「もう少し近付きたいな……よし、二班は右手車両の背後を通り後方コンビニの線まで後退。ビルに隠れながら迂う回かいしてマンティコアに接近する」

　そっと階段を出た薮木小隊は、路肩に停とめられたマイクロバスの背後へ駆け込んだ。

「いいぞ、こっちは風下だ。音も匂いも雨と風が消してくれる。このままコンビニまで──」

　ガシャン！

　────え？

　その時、視界の先にあるコンビニの窓ガラスが砕け、中から赤黒い影がバッと飛び出した。

　ライオンの身体からだに巨大な人面。あれは……。

「マンティコア!?　まさか……挟み撃ち!?」

　ガラスの破片を振り落とした魔獣は、ゴウと咆ほえて勢いよく地面を蹴った。

　水たまりから飛沫しぶきが上がり、アスファルトの舗装が激しく揺れる。

「射撃用意！」

　反射的に環樹は叫んだ。号令一下、部隊は息を吹き返したように動き出す。

「二班、コンビニ前マンティコア一〇〇ひやく、指命！」

　隊員が一斉に槓こう桿かんを引き、安全装置を解除した。同時に環樹は胸元の無線マイクをつかむ。

「一班、総菜屋前マンティコアを速やかに射撃せよ！」

　モンスターの巨体はグングン迫ってくる。しかし、まだ遠い。

　小銃に限らず、離れた相手を撃つには技量を要する。どんな高速弾でも、必ず重力に引かれて落下するからだ。

　八九式小銃の場合、弾は三〇〇ｍで約二〇㎝、四〇〇ｍで約六〇㎝落下すると言われる。

　ごく大雑把に言えば、四〇〇ｍに零点規正された銃で二〇〇ｍ先の敵を撃つと、弾は想定より六〇㎝上を通り過ぎてしまうことになる。

　さらに手元のわずかなズレも、大きな誤差を生み出す。一〇〇ｍ先の敵を撃つ場合、角度が一度ずれただけで二ｍ近い誤差が生まれる。

　ドドドドド───!!

　リズミカルな振動が、地面を通じてビリビリ伝わってきた。心臓がドラムのように拍動し、肩に付けた銃をドクン、ドクンと前へ押し出す。

　まだだ。まだ遠い……。

　隊員たちの顔が、不安と焦慮に青あお褪ざめる。

　だが、まだ遠い。もう少し……。

　いよいよ巨大な頭部が近付き、額の毛穴までハッキリ見えたと思ったその時、

「撃てェー!!」




　タタタン！




　消炎制退器に覆われた銃口から、一斉に弾が発射された。

　八九式小銃で用いられる五・五六×四五㎜ＮＡＴＯ弾は、初速九〇〇ｍ／秒以上、威力は一七〇〇から一八〇〇Ｊジユールに達する。これは銃器対策部隊が使用する九×十九㎜パラベラム弾の三倍を超す運動エネルギーだ（ちなみに人間を戦闘不能にするには、一〇〇Ｊジユールもあれば充分と言われる）。

　さらに音速を超える高速弾は、敵の体内で衝撃波を発生させ、弾丸直径の四十倍近い広範囲を破壊する。

　ドバァ！

　銃弾がマンティコアの皮膚を突き破った瞬間、背中から花火のように鮮血が吹き出した。

　魔獣はもんどり打って落下し、地響きを立ててアスファルトの上を滑る。

「命中！　撃ち方待て！」

　隊員たちがサッと銃を下ろした。

　環樹は目を凝らし、倒れた敵の様子を慎重に伺う。

　改めてよく見ると、マンティコアが倒れている位置はここから三十ｍ以上離れていた。

　鼻先まで迫っていると思ったのに、実際はこんなにも遠かったのだ。

　周囲へ視線を巡らせるが、他に敵影は見当たらない。背後のマンティコアも、すでに小野田一曹率いる一班が仕留め終えている。

　部下たちが注視する中、環樹は銃剣を着け、そーっと倒れた魔獣に近寄った。

　黒い刃を持ち上げ、恐る恐るマンティコアの巨体に突き刺す。

　ぶすり………。

　環樹が「よし！」と振り返るのを見て、小隊から嵐のような歓声が沸き起こった。

　彼らが立っている「勝どき」の地名は、日露戦争の旅順陥落祝勝に由来する。その歴史ある土地で戦後初の勝かち鬨どきが上がったのは、隊員たちにどこか因縁めいたものを感じさせた。

「やりました、小隊長！」

　雨はいつのまにかやんでいた。

　雲を貫いた黄こ金がね色いろの柱が、空を厳おごそかに飾り立てている。

　勝てる。

　環樹は確信した。

　いままで積み重ねてきた訓練は間違っていなかった。自衛隊は、勝てる！

　だが、それも束つかの間まのことだった。

「ん……？　しょ、小隊長、あれ……」

　不意に小隊長Ｄｒドライバーの品井士長が、震える手で南の空を指差した。

　何の気なしに振り返った環樹は、絶句してその場に立たち竦すくむ。

　夕ゆう陽ひを背に、翼を生やした黒い影が浮かんでいる。

　巨大な体たい軀くに長い尾、鰐わにのような頭部と鋭い二本の角。

　あれは……まさか………ドラゴン!?

〝グオオオオオォォォォォォォ[image: かんたんふ]〟

　咆ほう哮こうが大気を引き裂き、隊員たちが慌てて耳を塞いだ。

「あっちにもいます！　ひぃ、ふぅ、みぃ……全部で八匹です！」

　マンションの屋上に止まった一頭が紅ぐ蓮れんの炎ほのおを吐き出した。瞬間、ビルの窓がオレンジ一色に染まり、熱風が吹き寄せてくる。

「ウソだろ……あんな化け物どうすりゃいいんだよ」

「小隊長！」

　再び品井が反対側の空を指差した。

「今度は何だ！　フェニックスでも飛んできたか!?」

「いえ……あの……ある意味フェニックスかも……」

「何ぃ!?」

　それは、北西の空から姿を現した。

　二基のターボシャフトエンジンが奏かなでる戦いくさ女め神がみの蹄てい音おん。迷彩色に彩いろどられた鋼鉄のスタブウイング。そして、野獣のような面つら構がまえのキャノピー。

「あれは……アパッチ・ロングボウです！」

　陸上自衛隊が誇る最強の対戦車ヘリコプター、ＡＨ─64Ｄ。

　それが、環樹たちの頭上をかすめてインディゴブルーの空を駆け抜けていく。

「おいおい、部隊行動基準で使用が認められてなかったんじゃないのか？」

　わずか五百メートル四方の小さな埋立地を挟み、伝説の魔獣と最強の回転翼機が、いま決戦の火蓋を切ろうとしていた。




　同日　十七時一分　中央区晴はる海み二丁目上空

　立たち川かわＴＷＲタワーの指示で離陸したアパッチ・ロングボウ四機は、沈みかけた夕ゆう陽ひを左手に見ながら、待機域ＨＡを発進して東京湾へと向かっていた。

《アパッチ〇マル四ヨン、オメガ。目標は九キユウ〇マル〇マル、四ヨン四ヨン三サン地点から北上中のドラゴンａアルフアからｈホテル。送れ》

《オメガ、アパッチ〇マル四ヨン。了解、アパッチ・フォーメーションは、これより攻撃位置ＡＴＰに進入する。終わり》

　最右翼を飛ぶアパッチ〇マル七ナナ。その後席に座るパイロットが、正面に並ぶ二基の多目的表示装置ＭＰＤで自機の位置を確認しながら前席に声をかけた。

「敵が航空戦力を持っているとは、意外でしたね」

「意外どころか感謝するとこさ。おかげで内局も泡食って俺たちに出撃許可をくれた」

　副操縦士ＣＰ兼射撃手／Ｇの東とう崎ざき一尉は、アパッチの飛行時間だけで一五〇〇時間を超えるベテランパイロットだ。今回の事態が発生した直後、飛行隊をフェリーフライトで目め達た原ばるから立川に飛ばすよう進言したのも彼だった。

「東崎一尉、やる気満々ですね」

「当たり前だろ。ニュースでＳＡＴのヘリが墜落するのを見た時から、俺たちにお鉢が回ってくることは分かっていた」

　空飛ぶ敵性体を相手にする場合、戦闘機では速度や旋回性能に差があるため戦いづらい。

　となれば対戦車ヘリの出番だが、陸自の主力であるＡＨ‐１Ｓコブラは、旧式のため運動性に難がある。おまけにエンジンパワーが弱いため、フル兵装だと飛べなくなってしまう。

　結果、消去法でアパッチが選ばれた。

　問題は、アパッチが佐賀の目め達た原ばる駐屯地にしか配備されていないという点だが、これも武装を外した上で増槽を付け、フェリーフライトで飛ばせば航続距離に問題はない。必要な装備は、整備教育を行っている茨いばら城きの霞かすみヶが浦うらから運べばよい。

《全機アパツチ、隊長機アパツチマルヨン、ウェポンズ・フリー!!》

　アパッチ〇四がタワーマンションの背後に下がり、ローター上部に設置された黒い鏡餅のような機材を屋上から露出させた。

　これこそがＡＨ‐64Ｄの神髄、ロングボウ・レーダーである。

　通常、レーダーは電波を空に向けて発射することで、反射により物体の存在を感知する。

　しかしこれを地上に向けて射うつと、電波はすべて返ってきてしまうため、敵の位置を識別できない。対地レーダーの開発が困難と言われる所以ゆえんである。

　こうしたクラッターの中から有意情報を抽出するため、ロングボウ・レーダーは波長が短い三五[image: GHz]のミリメートル波を用いていた（正確には四〇～四〇〇[image: GHz]帯をミリ波と呼ぶが、ロングボウ・レーダーは一般的にミリ波レーダーと呼ばれている）。波長が短い電波を用いることで、小型物体の形状を探知・識別することが可能となったのだ。

　対地目標モードＧＴＭで使用した場合、ロングボウ・レーダーは同時に一二八個の目標を識別し、自動的に脅威度判定を行ったうえで優先度の高い目標を表示することができる。

《ロングボウ・レーダー、走査開始》

　マンションの陰に隠れた隊長機が、対空目標モードＡＴＭで機体正面一八〇度を走査した。五秒後、多目的表示装置ＭＰＤの黒い戦術状況表示ＴＳＤ画面に目標が黄色いマークでプロットされる。

　探知された目標は、あらかじめ設定された各機の優先射撃ゾーンＰＦＺごとに優先順位化が行われ、白い枠線で区分けされた戦闘地域管理ＢＡＭページに記号で示される。

　さらにこれらの情報は、改良型データＩＤ・モデムＭを介して瞬時に各機へ伝送され、パイロットたちは自機の割当目標を確認する。

《全機アパツチ、隊長機アパツチマルヨン、ガンシステム・スタンバイ》

　アパッチ〇マル七ナナのＣＰ／Ｇ東崎は、多目的表示装置ＭＰＤで兵器ページを開き、画面下に並んだ五つの四角いボタンの中から、左端にある「ＧＵＮ」ボタンを選択した。

　ボロン複合材製軽量装甲板とスキッド・ランナーを挟んだ足元で、Ｍ２０３Ｅ１チェーンガンが息を吹き返す。

「モンスターどもめ、油断してビルの上に止まってやがるぞ」

　東崎は、右目のヘルメットＨ表示ＤユニットＵごしに敵を睨にらみ付つけた。

　十字に描かれた近代化型Ｍ─目標捕捉及びＴＡ指示照準器ＤＳの照準線ＬＯＳレティクルが、立ち並ぶ高層建築物の上で得意げに咆ほえるドラゴンの黒い影を捉える。

《機関砲、発射用ォー意》

　正面に伸びるサイクリック操縦桿かんを握り、東崎はぺろりと舌なめずりをした。




《──発射ッ！》




　トリガーを引いた瞬間、三〇㎜機関砲が唸うなりを上げる。

　パパパパパパ！

　白い煙が一匹のドラゴンを覆った。

　アパッチのチェーンガンは火器管制システムにより自動で弾道補正が行われるため、曳えい光こう弾だんが存在しない。

　周囲のビルに止まったドラゴンたちは、突然白煙に覆われた仲間をきょとんと眺める。

　やがて海風が煙を吹き流すと、千切れた脛すねから下の部分だけが彼らの眼前に現れる。

〝───────[image: かんたんふぎもんふ]〟

「へっ！　三〇㎜機関砲は、湾岸戦争でイラクのＴ‐55戦車を撃破したんだぜ。トカゲの皮膚が、鋼鉄の装甲より硬いわきゃねえだろ！」

　ミンチと化した仲間を見たドラゴンたちは、一斉にビルの屋上から飛び立った。

《全機アパツチ、隊長機アパツチマルヨン。敵が散開した。各機割り当てに従い目標を攻撃せよ》

《《《了！》》》

　東崎がターゲットに目を向けると、センサー・サーベイ・ユニットが照準線の移動を感知し、機体下部のチェーンガンも連動して首を振る。

「発射用ォー意……発射！」

　再び敵が白煙にまみれ、沸騰した血肉が宙へ飛び散った。

《アパッチ〇マル七ナナ、アパッチ〇マル四ヨン。ドラゴンｇゴルフがそちらへ向かった。アパッチ〇マル六ロクから目標を引き継げ》

《アパッチ〇マル四ヨン、アパッチ〇マル七ナナ。了解。アパッチ〇マル六ロクからドラゴンｇゴルフを引き継ぐ》

　ＩＤＭを通じて送信された目標情報により、ＢＡＭページが間髪容れず更新される。

「む、あいつ地上のビル群に逃げ込む気だぞ。追いかけろ！」

「了！」

　パイロットがコレクティブ・スティックを押し下げながらサイクリック操縦桿かんを倒すと、メインローター・ブレードのピッチ角が減少し、スウォッシュ・プレートが前へ傾いた。

　同時に機体が一気に首を下げ、猛烈な勢いで降下を開始する。これは絶叫マシーンをはるかに超える速度と高さだ。普通科隊員が「ヘリパイは頭おかしい」と言うのも頷うなずける。

「もっと飛ばせ！　逃げられちまう！」

　翼を畳んだドラゴンは、高層マンションを通り過ぎたところで急旋回した。

　追いかける彼らの視界を、立ち並ぶビルが高速でかすめていく。

　ビ───、ビ──、ビー、ビー、ビービー!!

　敵との距離が縮まるにつれ、操縦席に鳴り響く警報音も間隔を狭める。

　だが、東崎はまだトリガーを引こうとしない。

「おい、もっと広い場所に追い出せないのか！　チェーンガンじゃ威力があり過ぎて、ビルを貫通しちまう！」

「わ、分かってます！　でも……!!」

「あー、くそッ！　空対空ミサイルステインガーのほうがよっぽど安全だってのに、内局のバカどもは何も分かってねぇ！」

　やがてドラゴンは、ビルの谷間を抜けて隅すみ田だ川がわの対岸にある浜はま離り宮きゆうの林へ飛び込んだ。

　速度では敵かなわないと悟ったのだろう。賢明な判断だ。しかし……。

「バカめ、それで隠れたつもりか！　前方監視赤外線ＦＬＩＲセンサーシステム、オン！」

　ＶＤＵの液晶画面に、高解像度の赤外線画像が表示された。東崎が視線を巡らすと、ヘルメットの動きに合わせてＭ‐ＴＡＤＳのターレットが回転する。

「いたぞ、あそこだ！」

　ＶＤＵの単色画面に、一ひと際きわ白い塊が映った。

　生い茂った樹き々ぎを透過して、ドラゴンの姿を捉えているのだ。

「機関砲、発射用ー意」

　統合型ＩヘルメットＨ及びＡ表示照準ＤシステムＳのモノクル型透過式表示部が、右目の前にＦＬＩＲ画像とＬＯＳレティクルを描き出す。

「──発射！」

　次の瞬間、毎分六五〇発の弾丸が魔竜を貫き、無数の肉片が木立の中へ四散した。




　同日　一七時二十分　中央区勝かちどき二丁目

「ハァッ！　ハァッ！　ハァッ！」

　国道三〇四号を走る薮木小隊の背後に、三つ首の巨大な狼おおかみが迫っていた。

「左へ！」

　先頭を走る班長の号令で、隊員たちは狭い区道へサッと駆け込む。

　後を追うモンスターが路地に入った瞬間、

「機関銃ＭＧ、撃て！」

　環樹の号令で、一斉に五．五六㎜機関銃ＭＩＮＩＭＩが火を噴いた。

　左右から十字砲火を浴びた魔獣は、血を吹き出しながら街路灯の下に崩れ落ちる。

「ふぅ。ご苦労さん」

　軽自動車ほどもある死骸をポンと叩たたいた環樹は、隊員たちにねぎらいの言葉をかけた。

　しかし、銃を握る品井士長たちの表情はやや固い。

「小隊長、そろそろ残弾数が厳しくなってきましたね」

「ああ。重迫撃砲中隊じゆうはくが弾薬を持って来てくれるって話だったけど、何の音沙汰もないな」

　今回のオペレーションでは迫撃砲の使用が禁じられているため、重迫中隊は後方支援に回っていた。その分兵へい站たん要員に余裕があるはずなのだが、実際のところ現場は混乱の極致に達している。やはり実戦は想定通りにいかないものらしい。

「このままでは戦闘継続どころか、部隊が危険にさらされてしまいますよ」

「だな。通信もつながらないし、ここは一旦後退すべきか……」

　環樹が呟いたその時、ビルの屋上で偵察している二班から通信が入った。

《小隊長マルニー、小隊長マルニー、こちら第二班長ニーニー。歩ほ哨しようより報告、負傷者を発見した。送れ》

「第二班長ニーニー、こちら小隊長マルニー。状況送れ」

《黎れい明めい橋の南側、橋を渡り切った交差点に一般人と思われる男性が倒れています。左脚大だい腿たい部から、かなり出血している模様》

「交差点のど真ん中……？」

　そばで聞いていた小野田一曹が、眉間に深いしわを寄せた。

「妙ですな。真っ先に敵が襲いかかってくるような場所で放置とは……」

「つまり、罠わなだと……？」

「恐らく。敵にある程度の知能があることは、これまでの戦いで分かっています。一人を救うために小隊が全滅したら、元も子もありませんぞ」

　小野田一曹の意見に、環樹もこくりと頷うなずいた。人命は地球より重いと言われるが、地球より重い人命一つと三十弱とでは、後者のほうが重いに決まっている。ごく簡単な計算だ。

　環樹は腕を組み、じっと目を閉じる。そして、決心する。

「よし、助けに行きましょう」

　小野田の鉄帽がずるりと傾いた。

「小隊長、わたしの話、聞いておられましたか？」

「もちろんです。けど小野田さん、俺たちは『事に臨んでは危険を顧みず、身をもって国民の負託にこたえる』自衛官でしょ。命の重さは同じでも、覚悟の重さは違う。ですよね？」

「……そういえば、朝礼でいつもそんな宣誓を唱和しておりましたな」

　皮肉な口ぶりとは裏腹に、小野田の表情はカラリとしていた。

　「この人について行けば絶対に死なない」と信頼される指揮官は素晴らしいが、それ以上に部下が喜ぶのは「この人と一緒なら死んでも構わない」と思わせてくれる指揮官だ。

　彼らは意味のある苦労なら決していとわない。戦いに意味を与えられた戦士ほど強いものはない。

　環樹は振り返り、部下たちに命を下す。

「よし。小隊は、これより主力をもって負傷者の救助に向かう！」

　銃を握った隊員たちは、晴れやかな表情で頷うなずいた。




　　　　＊




　ゆるやかなアーチ状の橋を渡ると、片側三車線の広々とした交差点に出た。

　周囲に敵影がないことを確認し、環樹たちは負傷者の元へ駆け寄る。

「大丈夫ですか!?　自衛隊です、救助に来ました！」

　男は完全に意識を失っていた。太だい腿たい部ぶの裂傷から溢あふれ出でた血が、道路を赤黒く染めている。

　品井が戦闘救急品袋から止血帯ＣＡＴを取り出し、テキパキと応急処置を施した。

「一時的なものですが、しばらくの間ならこれで持たせられるはずです」

「よし、離脱するぞ」

　だが走り出そうとした直後、橋の反対側から「ターン」と乾いた発砲音が聞こえてきた。

《小隊長マルニー、こちら第三班長ニーサン！　橋きよう梁りよう北側、敵の襲撃を受けている！》

　装着した骨伝導スピーカーが、緊迫した声を伝える。

「小隊長、このままでは退路を断たれます！」

「狼狽うろたえるな品井、予想してたことだ。落ち着いて橋きよう梁りようの向こう側へ後こう退た──」

〝うわあああああ！〟

　言い終える前に、今度は交差点のほうから悲鳴が上がった。

　慌てて振り返ると、街灯の向こうに蠢うごめく黒い影が見える。その数ざっと数十匹。骸骨戦士スケルトンや人狼ワーウルフ、蟲むし型がたなど様々な敵性体が、ビルの合間からぞろぞろ湧き出してくる。

「チッ！　小隊、前方散兵一〇〇、指命──撃て！」

　八九式小銃が火を噴いた。

　バタバタとモンスターが倒れ、異臭を放つ体液が飛び散る。だがその屍しかばねを踏み越え、モンスターたちは次々押し寄せてくる。

（まずいぞ……）

　環樹の背筋を冷たい汗が滴したたり落おちた。

　このまま小隊主力が下がれば、橋の真ん中で敵の挟み撃ちに遭う。かといって対岸の三班を下がらせれば、後退する味方に混じってモンスターも雪な崩だれ込こんでくる恐れがある。

「小隊長、指示を」

　小野田一曹に促され、環樹は唾を飲み込んだ。

「……小隊、射撃を継続しつつ、橋きよう梁りようの向こう側へ後退！」

　こうなれば挟撃されるのを覚悟で三班と合流し、全力で退路を切り開くしかない。

　夕ゆう陽ひが沈む朝潮運河に、パンパンと無数の銃声がこだました。環樹の指示を受けた第二小隊は、攻撃を続けながら少しずつ橋のほうへ下がる。

「ぐあっ！」

　必死で小隊を指揮する環樹の耳に、くぐもった悲鳴が飛び込んできた。視線を向けると、巨大ムカデに脚を絡からめ取られた若い陸曹が、敵から逃れようと懸命にもがいている。

「あのバカ！」

　駆け寄ろうとして、環樹は一瞬立ち止まった。

　怖かったのではない。「戦場の常識」という言葉が脳裏を過ぎったのだ。

　先の大戦を生き抜いた元将校によれば、熱射病で心停止した兵士を助けようとした際、先任将校から「放っておけ！」と叱られたことがあったという。

　死んだ人間を助けようとすれば、周囲に負担がかかり犠牲が増える。

「一般社会の常識的規範を戦場に持ち込むな」

　それが実戦で叩たたき込こまれた軍人たちの教訓だった。

　だが一方で、環樹にも忘れられない光景がある。

　駐屯地を出る直前、幼い子供を抱えて両目を潤ませていた父親。それが、あの陸曹だ。

　自分は家族から彼の命を預かった。それを放り捨てて、どうして俺だけが帰れる！

「小野田一曹、指揮を頼みます！」

「は!?　小隊長!?」

　環樹は走り出した。横から飛びかかってきた獣人コボルトを撃ち殺し、倒れていた陸曹に駆け寄る。

「大丈夫か！　しっかりしろ！」

「しょ、小隊長……」

　ムカデの顎に銃口を突っ込んで弾丸をぶっ放すと、緑色の体液が道路に飛び散った。蠢うごめく歩ほ肢しを銃剣で斬り裂き、陸曹の脚から長い胴体を無理やり引きはがす。

「よし、下がるぞ。俺につかまれ」

　肩を抱え上げ、再び走り出した。その背後に、今度は三つ首犬ケルベロスが迫ってくる。

「この野郎！」

　引き金を引いた瞬間、カチン、と音が鳴った。

「何!?」

　まさか、弾切れ!?

　初めて「死」が首筋に触れるのを感じた。

　弾倉を交換しようにも両手は塞がれている。敵はすぐ目の前だ。

　ちくしょう……!!

　環樹は無意識のうちに妻と娘の顔を思い浮かべた。

　次の瞬間、




　ダダダダダダダダダダダダダダダッ！




　轟ごう音おんが地面を震わせ、三つ首犬ケルベロスの巨体が紙切れのように吹き飛んだ。

　驚く環樹の眼前に、鋼鉄の塊が姿を現す。

　三軸六輪の強化型コンバットタイヤに、圧延防弾鋼板製の車体、全周旋回式砲塔から突き出たスイスのエリコン社製二五㎜機関砲ＫＢＡ‐Ｂ０２が、白い煙を上げている。

「あれは……偵察隊レコンの八七式Ｒ偵察Ｃ警戒車Ｖ!?」

　第一偵察隊が誇る機甲科の装甲車両は、たじろぐモンスターたちに鋭い砲口を向けた。

　ドパパパパパパパパパパパパパパパパパパ！

　再び衝撃が大気を貫き、モンスターの群れが血ち飛沫しぶきで彩いろどられる。

　黎れい明めい橋の上で、小野田一曹が叫んだ。

「着け剣！　突撃支援射撃開始！」

　隊員たちが、一斉に銃を構える。

「小隊ッ！　突撃に、進めぇ──!!」

〝うおおおおおおおおお！〟

　駆け出す仲間たちの雄姿を、環樹は涙で霞かすむ瞳にハッキリと焼き付けていた。
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「──たまたま近くで銃声が聞こえましたので。無事で何よりです」

　笑顔を見せるＲＣＶの車長に、環樹はしきりと頭を下げた。

「あの、迷惑ついでで恐縮なんですけど、負傷者の後送を手伝っていただけないでしょうか」

「もちろんそのつもりです。少し狭いですが偵察員席がありますので、こちらへ」

　ＲＣＶの中は、少し狭いどころの騒ぎではなかった。閉所恐怖症の人が乗ったら軽く気が狂いそうな圧迫感だが、我慢してもらうしかない。

　負傷者を担かつぎこんだ品井士長が、ホッとした表情で振り返る。

「これで一安心っすね。ＲＣＶがいてくれたら怖いもんなしだ」

「そうだな。二五㎜ガンぶっ放されたら、敵も小便ちびって逃げ出すだろ」

　アパッチの三〇㎜には及ばないが、ＲＣＶの二五㎜機関砲は、キャリバーをはるかに上回る威力だ。これを食らって生きていられる生物など存在するわけがない。

　ただ、気掛かりは他にもあった。

「小隊長、中隊本部との通信はどうなっておりますか？」

　小野田一曹の問いかけに、環樹は渋い表情で背中の無線機を叩たたく。

「ダメっすね。重迫とも連絡がつかないし、何がどうなってるのやら……」

「一旦ＲＣＶと後退するしかなさそうですな。もう残弾数がないことですし」

　頷うなずく環樹の背後で、エンジン音が響いた。どうやらＲＣＶが出発するらしい。

「じゃあ俺たちも……ん？」

　ふと冷たい空気が頰をかすめ、環樹は周囲を見回した。

　先ほど渡ってきたばかりの黎れい明めい橋が、いつの間にか白く霞かすんでいる。

「霧……か？」

　山の中でもないのに、市街地でこんな濃い霧は珍しい。気が付けば、ビルの合間から這はい出だした乳白色の塊が、西日の残照に煌きらめいていた朝潮運河をすっぽり覆い隠している。

「おいおい、どんどん濃くなってくぞ……」

　数ｍ先の街灯が、音もなく霧の中へ飲み込まれた。重く冷たいガスが、うねるように道路を渡ってくる。

「妙だな。みんな、気を付けろ」

　環樹の注意を裏付けるように、白い靄もやの向こうから「ターン」と音が響いてきた。

「あれは……銃声？　月つき島しまか佃つくだの辺りか？」

　今度は反対の方角からも発砲音が聞こえてくる。

　タタタン！　タタタタタン！

「随分派手にやってるな……」

〝ああああ───!!〟〝うおおおッ!!〟

　余程気合が入っているのか。激しい喊かん声せいまで入り混じっている。

　喊かん声せい……？　いや違う。これはまさか……悲鳴？

　音が途切れ、再び霧の街はしんと静まり返った。

「………小隊、全周警戒」

　環樹の命令で、隊員たちが一斉に銃を構える。

　敵がいる。それも近くに。恐らく次に狙われるのは、この小隊だ。

　ザリ………。

　白い闇の向こうで、何かがアスファルトを擦こすった。

　ザリ………、ザリ………、ザリ……………。

　音が、こちらへ近付いてくる。

「……小隊長、射うちますか？」

「待て、先ほどの戦闘ではぐれた味方かもしれない。それに逃げ遅れた住民の可能性もある」

「だったらオレ、誰何すいかしてきます」

　品井士長がサッと前に進み出た。

「ほお……お前も一皮むけたな。よし、頼む」

　本来であればもう少し様子を見るところだが、部下の成長を感じた環樹はあえて許可を与えた。それを期待の証あかしと受け取った品井は、勇んで霧の中へ足を踏み出す。

「誰か！」

〝…………………〟

　気配がピタリと止まった。

　生唾を飲み込んだ品井は、銃を握り締めながら呼びかける。

「合言葉、『ホエール』！」

　合言葉は、軍隊で一般的に用いられる敵味方の識別方法だ。答えられなければ、敵である可能性が一気に高まる。

　頼む、答えてくれ……。

　震える指を、そっと引き金に伸ばす。

〝……………『ロビン』〟

　長い沈黙の後、若い女性の声が問いに応じた。

　味方、しかも聞き覚えのある声だ。

「……もしかして重迫の女性自衛官ＷＡＣすか？」

　霧の中に映った影が、首を小さく縦に振った。

　男勝りな女性が少なくないＷＡＣだが、時折なぜ自衛官を志望したのだろうと思うほどの美人がいたりする。いま誰何すいかに答えた彼女も、その一人だ。

　品井はホッと緊張を緩め、銃を下ろした。

「なんだ、弾薬を運んできてくれたんすね。いやー、ご苦労さんです」

　笑顔でねぎらいながら、同僚のマドンナに近付く。そこで、ふと足を止めた。

「あれ？　その格好……」

　目をすがめながら、白い影をしげしげと眺める。

　そして、

「あ」

　硬直した。

　衣服を剝ぎ取られた身体からだは、腰から下が途切れ、内臓がゴムのようにぶら下がっていた。

　その背後で、ゆらりと大きな影が揺らめく。

　見えたのは、身長二ｍほどもある継ぎはぎだらけの怪人。それがＷＡＣの頭をつかみ上げ、腕から生えた細い管で女性の頭部を貫いている。

「ひっ!?　ああああああああああああああッ」

　パン！　パン！　パン！

　品井は反射的に三回、引き金を引いた。

　ＷＡＣの顔が柘榴ざくろのように吹き飛び、鋭い弾丸が怪人の頰を穿うがつ。

「品井！　どうした!?」

「しょ、小隊長！　敵です！　屍肉人形フレツシユゴーレムです！」

　目を逸そらした瞬間、怪人が口からビュッと緑色の液体を吐き出した。顔に粘液を浴びた品井は、凄すさまじい絶叫を上げる。

「う、ぎああああああああああああああああああああああああああああああ[image: かんたんふ]」

「品井!?　おい、しっかりしろ！」

　駆け寄った環樹は、品井を抱き起そうとして絶句した。

　肉が、溶けている。

　しゅうしゅうと音を立てながら、若い士長の顔面が粘土のように崩れ落ちている。

「ぐ……だ、だいぢょぼ……」

「しっかりしろ！　俺はここにいるぞ！」

　爪がギリリと肩に食い込んだ。沸騰した皮膚がシチューのように流れ落ち、その下から白い骨が覗のぞく。

「い、やだ……じ、じにだぐな……い───」

　むき出しの歯が空を嚙かみ、カチカチと音を立てた。喉が笛のような音を立て、末まつ期ごの息が静かに吐き出される。

「品井……!!　品井いいいいいいいいいいい！」

　環樹は部下の名を叫びながら、身体からだを激しく揺さぶった。だがいくら呼びかけても、虚うつろな瞳は宙を見つめたまま動かない。

「てめえ………よくも………よくも品井を────[image: かんたんふ]」

　引き金を引こうとした瞬間、屍肉人形フレツシユゴーレムの巨体がすうっと霧の中へ溶け込んだ。

　残された環樹をあざ笑うように、白い帳とばりの向こうから怪物たちの啼なき声ごえが聞こえてくる。

〝キィ、キィキィ……〟〝グルル……〟〝シャアアア！〟

　敵だ。奴やつらは敵だ。

　あいつらを………まとめてぶっ殺すッ[image: かんたんふ]

「小隊ッ！　射撃用ォー意ッ[image: かんたんふ]」

〝……………………〟

　ん？

「おい、どうした！　小隊、射撃用意だ！」

　振り返ると同時に、ハッと息を飲み込んだ。

　誰もいない。三十人ほどいたはずの部下が、一人として見当たらない。

「だ……第二小隊、どこだ!?　一班！　二班！　三班！　返事しろ！」

　ぴちゃ。

「────？」

　頰に冷たいものがかかり、環樹は迷彩服の袖でぐいっと拭った。

「雨、か？」

　いや、雨ではない。雨が赤いはずがない。

　まさか……。

　恐る恐る上を向き、そして、悲鳴を上げる。

　頭上を覆うビルの合間、そこに全長二十ｍを超す巨大なジョロウグモが脚を広げていた。

　周囲に浮かぶ、無数の繭。糸から滴したたり落おちる、赤い雫しずく。

　まさか、俺の小隊は……。

　蜘く蛛もの腹部に貼り付いた巨大な女の顔が、ペロリと舌なめずりする。

「…………てんめえええぇぇぇぇえぇぇぇええええぇぇ！」

　次の瞬間、環樹は八九式五・五六㎜普通弾を敵目がけてぶっ放していた。

　ダダダダダン！

　同時に無線マイクをつかみ、通話口へ向かって叫ぶ。

「ＲＣＶ、こちら第二小隊マルニー！　兵力不明の敵発見、援護頼む！　送れ！」

　ＲＣＶの二五㎜機関砲なら対空警戒も可能だ。地上目標はもちろん、頭の上で脚を広げているあの巨大蜘ぐ蛛もも一網打尽にできる。

《第二小隊マルニー、ＲＣＶ。視界が悪く、第二小隊マルニーの現在地を確認できない。送れ》

「ＲＣＶ、第二小隊マルニー！　ハッチを開けて銃音を聞いてくれ！　大体の位置が分かるはずだ！」

　弾倉を交換しながら、環樹は再度空へ向けて弾を撃つ。

《第二小隊マルニー、ＲＣＶ。第二小隊マルニーの位置を確認した。直ちに援護へ向かう》

　よし、あいつが来りゃ百人力だ！

　二五㎜機関砲の有効射程は三㎞にも及ぶ。霧の中に隠れていようと、遮蔽物ごと撃ち抜くことができる。おまけに圧延防弾鋼板で覆われているので、敵の攻撃にもビクともしない。

　ブロロロロ……。

　間もなく、霧の向こうからＲＣＶのエンジン音が聞こえてきた。

「おーい、こっちだ！　……ん？」

　手を挙げたところで、ふと街路樹の根元にうずくまる黒い影に気付いた。

　あれは、蟲むし……？　敵性体か？

　巨大なゴキブリのような姿をしたそのモンスターは、カサコソと茂みから這はい出だし、ＲＣＶの手前でピタリと立ち止まる。

「え……？　お、おい、ＲＣＶ！　避よけろ、敵性体だ！」

　ハッチから顔を出した車長は、霧に気を取られて環樹の声に気付かない。

「ハンドルを切れ！　危ない！」

　叫ぶ環樹の目の前で、コンバットタイヤが甲こう蟲ちゆうの背に乗り上げた。

　重心が高いＲＣＶは、そのまま片輪を持ち上げ、一気にアスファルトの上へ傾く。

　ギャリギャリギャリギャリ！

　赤い火花が飛び散り、十五ｔの巨体が路上を滑った。舗装の焦げる臭においが鼻を衝つき、ぶつかったガードパイプが飴あめ細工のようにねじ曲がる。

　直後、街路樹の陰からモンスターが飛び出し、横転したＲＣＶ目がけてハゲタカのごとく殺到した。

「あ、あぁ……」

　環樹はガクリと膝を付き、呆ぼう然ぜんと目の前の光景を眺めた。

　耳を覆いたくなるような絶叫が起こり、開いたハッチから真っ赤な血が溢あふれ出だす。

「そんな……ウソだろ………」

　頼みの綱のＲＣＶがやられた……。このままじゃ……もう……。

　と、その時だった。

　バタバタバタバタ──!!

　突如鳴り響いたローター音に、環樹はハッと顔を上げる。

「この音は……？」

　見上げた空から、厚い霧を突き破って迷彩色のヘリが姿を現した。

　メインローターマストに黒いレドームを乗せた見覚えのあるシルエット。

「あれは……ＡＨ‐64Ｄ！　助けに来てくれたのか！」

　ヘリは急降下し、敵に向かって真まっ直すぐ突っ込んでいく。

「よし！　頼むぞ、アパッチ！」

　ところが最強の攻撃ヘリは、どういうわけか、なかなか機関砲を撃とうとしない。

「ん？　お、おい、どうしたんだ？　そのまま下がったら……」

　機体はさらに高度を下げ、ぐんぐん地面へ接近する。そして──、

　ドオオオオオオオオオオオオオオオン！

　二〇ｍほど離れた路上に、巨大な炎の塊が噴き上がった。

　長いブレードがくるくると宙を舞い、濡ぬれた路上をオレンジ色に染め上げる。

「つ、墜落した……？　どうして……」

　金属片に混じって、焼け焦げたモンスターの死骸が降り注いできた。蝙蝠こうもりのような飛膜を持ったその姿は、恐竜映画で見た翼竜を彷ほう彿ふつとさせる。

「まさか、霧で視界を失ったところを取り付かれたのか!?」

　アパッチといえど、停止したところを襲われれば成す術すべもない。特にローターヘッド部分は機体の生命線だ。ここをやられればどんなヘリでも墜落を免まぬがれない。

　周囲を覆う霧の中、モンスターたちが〝グルルルル………〟と低い唸うなり声を上げた。

　白いベールの向こう、数え切れないほどの目が赤く輝いている。

　小隊は全滅し、ＲＣＶもＡＨ‐64Ｄもやられた。周囲はモンスターに取り囲まれ、アリ一匹逃げ出す隙もない。

「ちくしょう……せめてこの霧がなければ」




　ズン──[image: かんたんふ]




　不意に猛烈な地響きが起こり、環樹はぐらりとよろめいた。

「な、何だ……？」

　街灯がすすきのようになびき、鳥の群れが一斉に飛び立つ。地面が激しく振動し、橋のほうからザバァっと水が流れ落ちる音が聞こえてくる。

　視線の彼方かなた、白い靄もやの中で蠢うごめく巨大な影が見えた。

　ビル？　いや、違う。ビルが動くはずがない。

　アスファルトがズンと波打ち、濃霧の向こうからそれが姿を現す。

「あ……あれは………」

　象のような四肢に、犀さいのような角。全身は紫色の体毛に覆われ、呼吸のたびに異様な臭気が立ち込める。

　品井士長が生きていたら、きっとこう言っただろう。

　「ベヒーモス」と。

〝ボアアアアアアアアア！〟

　巨獣が足を踏み出した瞬間、十数匹のモンスターが路上の花模様と化した。

　空で脚を広げていたジョロウグモが、カサコソと建物の向こうへ身を隠す。

「な、何だ？　こいつら仲間じゃないのか？」

　ふと立ち止まったベヒーモスは、宙に残された繭状のエサを無機質な瞳で眺めた。それに気付いた環樹は、慌てて立ち上がり、巨獣の足元へ駆け出す。

「お、おい、よせ！」

　呼びかけも虚むなしく、一軒家すら丸まる吞のみしそうな咢あぎとが大きく開かれた。黄ばんだ臼歯がねっとりと糸を引き、吊つり下さげられた繭玉へ迫る。

「や、やめろ……、やめろおおおおおおおおおおお！」

　バクン！

　骨をすり潰す音と共に、ベヒーモスの喉が大きく上下した。巨獣は牛舎臭い息を吐き出し、鼻の先をペロリと舐なめる。

「あ、あぁ…………。てめえ………よくも……よくも俺の部下たちをッ[image: かんたんふ]」

　環樹は銃をかざし、フルオートで撃ち放った。

　ダダダダダ！

　音速を超す高速弾が、分厚い皮膚に弾はじかれ白煙と共に辺りへ飛び散る。

「くそ、八九式小銃ハチキユーじゃダメだ！」

　さっと周囲を見回すと、路上に転がるカール・八四㎜グスタフ無反動砲の長い砲身が目に入った。

「八十四㎜ハチ無反動砲ヨン！　これなら!!」

　環樹は駆け寄り、黒い金属筒を両手で抱え上げる。

　だが八十四㎜無反動砲は、部隊行動基準で使用を制限されている。許可を得るには、中隊本部と連絡を取らなければならない。

　環樹は胸の無線マイクをつかみ、通話口へ向かって叫んだ。

「中隊本部マルマル、中隊本部マルマル、こちら第二小隊マルニー！」

《ザザッ………ピー、ガガ》

「ダメだ、もっと広いところに出ないと……」

　今度は歩道へ飛び出し、車の陰でもう一度スイッチを入れる。

「中隊本部マルマル、こちら第二小隊マルニー！」

《……………ちら中隊本部マルマル。感明よし。こちらの感明送れ》

　通じた！

「中隊本部マルマル、第二小隊マルニー、感明よし！　第二小隊マルニーは現在交戦中、ハチヨンの使用許可を願う！」

　一気に言い終えたところで、突然足元を大きな影が覆った。

　振り返ると、ボンネットの上でこちらを見下ろすマンティコアの姿が目に入る。

「あ…………」

　冷たい恐怖が心臓を鷲わしづかみにした。背筋が震え、全身の毛が逆立つ。

「薮木、危ない！」

　次の瞬間、聞き覚えのある声が環樹の背中を突き飛ばした。




　同日　十七時四十六分　明治神宮外がい苑えん第一連隊戦闘団指揮所

　第一１連隊戦闘団ＲＣＴ本部の天幕内は、混乱の極致に達していた。

《指揮所ＣＰ、こちら第二中隊ニーマル！　至急援………早く！》

《……囲されている！　離脱で……い！》

　次から次へと入ってくる緊急要請に、通信員は半狂乱だ。東部方面航空隊から送られてくるヘリ映伝も、一つ、また一つ途絶していく。

「第一施設大隊、どうした！　状況送れ！」

　そばで見ている明葉にも、緊張感がビリビリと伝わってきた。

　副連隊長が、青あお褪ざめた顔で拳を握る。

「まずい、１施設大隊がやられたら穴を塞ぐことができなくなる……」

　連隊の作戦参謀に相当する三科長は、険しい表情で状況図を睨にらみ付つけた。

「この霧、どうやら有あり明あけ空洞から発生しているようです。ちょうど戦闘展開している地域を縦断するように北西へ流れています。気象まで味方に付けるとは、悪運の強いやつらめ……」

　それを聞いた情報担当の二科長が、怪け訝げんそうに振り返った。

「それは妙ですね。気象台によれば、現在東北東の風が吹いているとのことですが」

「東北東？　霧の針路とほぼ逆じゃないか」

　不意に連隊長が、腕組みを解いてパイプ椅子から立ち上がった。

「おい、霧の進行方向に何がある？」

　集まっていた各科長は一斉に作戦台へ目を下ろし、ハッと息を飲む。

「霞かすみが関せきに永なが田た町ちよう、そして……皇居！」

　連隊長は、答えを知っていたかのように頷うなずいた。

「もしかすると、この霧は意図的に発生させられたものなんじゃないか？」

　幕僚たちは半信半疑の面持ちで顔を見合わせた。連隊長の勘はよく当たる。演習でも何度かその第六感に助けられた実績がある。

「……恐らく奴やつらはこの国の中心を知っている。あるいは前々から隠おん密みつ裡りに斥候のようなものを派遣していたのかもしれん」

　その時、明葉のスマホがポーチの中でブルブルと震えた。

　未登録の番号だが、「〇三─三二六八」という数字で市いちヶ谷やからの電話だと分かる。

「はい、由見です」

《──相口だ。状況はどうなっている》

「きょ、局長？」

　かけてきたのは防衛政策局長の相口だった。

　課長ならまだしも、局長から直接電話がかかってくるなど普通のことではない。

　明葉は驚きを飲み込みながら相口の問いに答える。

「……こちらも正確な状況は把握できておりませんが、有あり明あけ空洞から濃霧が発生しているようです。視界を奪われた各部隊が、かなり大きな損害を受けています」

《バカな！　霧くらいで首都を守る部隊がやられるとは一体どういうことだ！》

「どうやらただの霧ではないようです。連隊幕僚の話では、風向きに反して皇居のほうへ向かっていると」

《皇居だと!?　……それはまずい、連中の尻を叩たたいて一刻も早く止めさせろ。何のために毎年度莫ばく大だいな予算を付けてやっていると思っているんだ》

「し、しかし、そうはおっしゃいましても──」

　言いかけた背後で、通信員が叫ぶ。

「勝どき方面へ進出している第三中隊より、対戦車火器の使用許可を求められています！」

《やめさせろ！》

「え!?」

　間髪容れず受話口から響いた言葉に、明葉は自分の耳を疑った。

「きょ、局長？　やめさせろとは……？」

《言葉のとおりだ！　対戦火器の使用などあり得ん！　いますぐやめさせろ！》

「で、ですが、このままでは……」

《もし周辺の建物に人が残っていたらどうする。対戦火器でうっかり被害を与えたら、敵を倒す前に防衛省が吹っ飛ぶぞ！》

　それは分かる。分かるのだが……。

「局長、もう一度お考え直しいただけませんか？　このままでは部隊の被害があまりにも大きくなってしまいます」

《ならば君は、自衛隊が国民に武器を向けても構わないと言うのかね？》

「いえ、それは……」

《どうしてもと言うのであれば、周辺施設内に人がいないことを確認できた場合のみ認めると伝えろ。それ以上は譲歩できん。これは国民に対する姿勢の問題だ。分かったか》

　明葉は消え入るような声で「はい……」と頷うなずいた。




　同日　同時刻　防衛省市いちヶ谷や地区庁舎Ａ棟十二階　防衛政策局長室

　受話器を置いた相口は、クッションの効いた黒革の椅子にゆったりと背中を預けた。

「ふぅ。あのバカ娘が、すっかり現場の人間に感化されおって」

　ネクタイを緩めながら、相口は当時のことを思い出す。

　平成十五年、有事法制の整備が一気に進められた年、その頃相口は、いまの防衛政策局の前身である防衛局の防衛政策課で先任部員を務めていた。

　先任部員とは、他省庁で言うところの筆頭課長補佐に当たる。自ら法律や政策を立案できる、もっとも脂の乗った時期だ。

　そんな働き盛りの相口を大いに悩ませたのが、損失補償の問題だった。

　現行自衛隊法では、自衛隊の武力行使によって被害が出た場合の補償について、何も規定されていない。そこで有事法制の整備を機に新たな補償の仕組みを盛り込もうという議論が起こったのだが、予算を握る財務省は、新たな支出を求める声に真っ向から異を唱えた。

　ただでさえ有事には金がかかるのに、損失補償などしていたら、国家財政がたちまち窮迫してしまう。大物政治家を味方につけた財務省の抵抗は、苛烈を極めた。

　一方、困ったのは相口たち防衛庁である。

　事が起こった場合、国民の非難に直接晒さらされるのは彼らのほうだ。ケースバイケースで対応するにしても、限界がある。

　必死で食い下がる相口たちに、苛いら立だつ財務省は一つの条件を突き付けた。

　損失補償の規定を盛り込みたければ、都道府県、区市町村に、最低でも三分の一ずつ費用を負担させろ、というものである。

　これは非常に厳しい条件だった。地方には、防衛政策は国の役割という考え方が根強い。財政負担など求めようものなら、火を噴くのは目に見えている。

　誰もがあきらめかけたその時、相口の同期が一つの案を示した。それは、国の負担を二分の一へ引き上げる代わりに、都道府県と区市町村の負担を四分の一に下げるというものである。

　防衛政策は国の役割だから国庫で多めに負担する。しかし全額国費で賄うと、被害がなかった地域の住民にも過大な負担を負わせてしまう。そこで、都道府県と区市町村にも四分の一ずつ負担してもらいましょう、というわけだ。

　相口は焦あせった。ここで同期に手柄を取られれば、次官競争レースで一歩先んじられてしまう。

　追い詰められた彼は、財務省から派遣されていた当時の防衛局長に目を付けた。

　財務省は、他省庁の枢要ポストを指定席にすることで霞かすみが関せき全体に影響力を及ぼしている。中でも当時の防衛局長は、主計官や主計局総務課長を務めたバリバリの主計畑だった。

　相口は財務省の立場に立った説明を行うことにより、局長を味方につけ、ライバルの案を握り潰すことに成功した。防衛庁の悲願とも言える損失補償問題は、こうしてひっそりと闇に葬ほうむり去さられたのである。

「……あの件で揉もめれば、有事法制案そのものがひっくり返される恐れがあった。わたしの判断は間違っていない」

　そう言いながら、相口の目は卓上カレンダーの日付を追いかける。

　年明けにはいまの次官が勇退し、相口がその席に座ることだろう。だがもし今回の件で損失補償の問題がクローズアップされれば、当時の担当だった相口の立場が悪くなる。減点主義で成績が決まる役所の中にあって、これは致命的な失点だ。

「やれやれ、奥の手を用意しておいて正解だったな」

　机の上に広げられた手帳には、久内防衛大臣の行状がびっしりと書き込まれてあった。

　すべて特定の防衛商社を引き立てる見返りとして得た情報だ。

「官邸ではあの小娘に足元をすくわれたが、今度は大臣にもしっかり言い含めてある。わたしがＹＥＳと言わない限り、あの男が首を縦に振ることはない……」

　相口は立ち上がり、窓のそばに立った。

　あの化け物どものおかげで、防衛省の強化が必要なことは国民にも嫌というほど印象付けられたはず。もし次官になれば、自分はその流れに乗じ、防衛省の天皇にだってなれる。

「そうだ。俺は、防衛省の天皇だ……」

　霧に霞かすむ南の空を眺めながら、相口は次官席の座り心地に思いを馳はせた。




　同日　十七時五十二分　中央区勝かちどき二丁目

　中隊本部の返答を聞いた環樹は、骨伝導スピーカーをもぎ取って地面に叩たたきつけた。

「くそッ！　この状況で周辺施設に人がいないかどうかなんて確認できるか大馬鹿野郎ッ！」

　環樹の隣には、腹部を鮮血で染めた小野田一曹が横たわっている。

「ぐ、うぅ………」

「小野田さん、どうして俺なんか庇かばったんすか！　血が……血が止まらねえ……!!」

　ガーゼを押さえる手はすでに真っ赤だ。直接圧迫止血法では限界がある。

　ズシン！

　信号機の向こうで、ベヒーモスの脚が深々とアスファルトにめり込んだ。

　衝撃でビルの窓に無数の亀裂が入る。

〝……しょ、小隊長〟

　頭上から聞こえたかすかな声に、環樹はハッと顔を上げた。

　ビルの谷間、先ほどジョロウグモがいた辺りで、一つだけもぞもぞと動く白い繭玉がある。

「その声は……八四㎜無反動砲ハチヨン手の館たて野のか!?　繭の中にいるのか!?」

〝はい……館野です。助けてください……〟

　その声に気付いたのか、再びベヒーモスが塔のような脚を踏み出した。

　ズン！

　足元が激しく上下し、立っていることさえままならない。

　巨大な頭部が、館野を包んだ繭玉に鼻を寄せる。

〝た、隊長！　いやだ……助けて！〟

「館野！」

　環樹は無意識のうちに八四㎜無反動砲ハチヨンをつかんでいた。

　八九式小銃ではやつを止められない。許可があろうとなかろうと、館野を助けるにはこいつを使うしかない！

「待ってろ、いま助けてやるからな！」

　開いた砲尾に対戦車榴弾ＨＥＡＴを突っ込み、安全子をＳSaftyからＦFireの位置へ回した。本来は砲手と副砲手の二人で撃つものだが、環樹は一人でひざ射うち第一姿勢を取る。

「食らえ、このデカブツ！」

　引き金を引いた瞬間、猛烈なバックブラストが空気を灼やいた。

　ロケットモーターで加速された成形炸さく薬やく弾が、巨獣の頭部目がけて一直線に空を切る。

「当たれー!!」

　直後、弾頭内部ですり鉢状の炸さく薬やくが爆発し、凝縮されたエネルギーが凹部表面の薄い銅製ライナーを瞬時に蒸発させた。金属分子はジェット噴流と化し、高温・高圧のガスと共に魔獣の喉元へ襲いかかる。

　ドゥウウウウンンンンン！

「ビンゴ！」

　ＨＥＡＴ５５１の鋼板侵徹力は三八〇㎜、つまり厚さ三八㎝の均質圧延鋼装甲を貫通することができる。こんなものを食らって無事な生物など存在するわけがない。

　しかし──。

〝ブフゥゥウゥ！〟

　巨獣が身震いすると、黒煙はたちまち吹き散らされた。ＨＥＡＴが直撃したはずなのに、現れた頭部はかすり傷一つ負っていない。

「な……!?　ど、どうして……」

　わずかに焦げた体毛を見て、環樹はハッと気付いた。

「そ、そうか、あの毛がチェーンカーテンの効果を……!!」

　成形炸さく薬やく弾は、起爆時に装甲と接触していることで初めて本来の威力を発揮する。ところがベヒーモスの身体からだは硬い体毛に覆われているため、噴出したメタルジェットが皮膚へ達する前に分散してしまい、貫通力を発揮できないのだ。

　これはイスラエルが採用しているチェーンカーテンと同じ原理である。

「……た、隊長、助け、て………」

「館野！」

　環樹が見上げる目の前で、巨獣の咢あぎとが、ゆっくりと開かれた。

　牛舎のような臭気が立ち込め、舌乳頭に覆われた灰色の舌が蛞蝓なめくじのように蠢うごめく。

「い、いやだ……!!　助けて……薮木隊長ォォォオオオォォォオォォォ[image: かんたんふ]」

　バクン。

　悲鳴を飲み込んだ喉が、ごくりと上下した。

　手から八四㎜無反動砲ハチヨンが滑り落ち、古びた金物のような音を立てる。

「……た、館野…………。よくも………よくも館野を──────ッ[image: かんたんふ]」

　ダダダダダ！

　小銃の引き金を、一気に絞り込んだ。

　オレンジ色の曳えい光こう弾だんが、硬い皮膚に弾はじかれ火花のように宙へ飛び散る。

「うおおおおおおおおお！」

　暴れ回る銃身を抑え込み、なおも引き金を引き続ける。

　ビスッ！

〝ヴオオオオオオオオオ〟

　そのうち一発が目に当たり、巨獣が悲鳴を上げた。

「────!?　あいつ、目が弱点か！　よし！」

　すかさず環樹はベヒーモスの正面へ回り込み、再び引き金に指をかけた。

　カチン！

　だが、そこまでだった。

「た、弾切れ………!?」

　ポーチの中はすでに空から、補給を受けていないので予備の弾倉もない。

「ちっくしょう……!!」

　環樹は銃を投げ捨て、私物の戦闘用ナイフを引き抜いた。

　館野は最後に俺の名前を呼んだ。最後に頼ったのは俺だった。なのに、なのに俺は……。

「う……うおおおおおお──[image: かんたんふ]」

　ナイフ片手に、環樹は走り出す。脇目も振らず、一直線に突っ走る。

　無反動砲さえ通じなかった相手に、こんなもの通用するわけがない。

　それでも、それでも……!!




「──待て、薮木[image: かんたんふ]」




　かすれ声が環樹の背中を呼び止めた。

　振り返ると、意識を取り戻した小野田一曹が険しい表情で環樹を睨にらみ付つけている。

「お、小野田さん!?　気が付いたんですか!?」

「………行くな、薮木。お前だけでも、離脱しろ……」

「は!?　じょ、冗談じゃありませんよ！　あいつらの仇かたきを討たなきゃ俺は──」

「言うことを聞けッ!!」

　─────!?

「……いいか薮木、戦いはまだ終わっていない。本当に仇かたきを討ちたいと思うなら、一旦退ひけ。それが小隊長の役目だ」

「け、けど……」

「早くしろ！　敵に囲まれたら離脱できなくなる……」

　言いながら、小野田はゴホゴホと血の泡を飛ばした。

　慌てて駆け寄った環樹は、元上官のそばに屈かがみ込こむ。そしてわずかな逡しゆん巡じゆんの後、おもむろに肩を担かつぎ上あげた。

「お、おい薮木、何をやってる!?」

「お言葉どおり、この場を離脱します」

「ちょ、ちょっと待て！　お前だけでいい！　早く逃げろ！」

「勘弁してくださいよ、小野田さん。小隊長が逃げ出す時は小隊陸曹も一緒、そうでしょ？」

「そんな約束をした覚えはない！」

「じゃああれだ、連隊長が言ってたやつ。もう一度元気に帰ってこいとか何とか」

「それはお前が果たせばいい話だ！　俺のことは構うな！」

「いやです。強制連行します」

　環樹は小野田を背中に乗せ、よろよろと走り出した。

「あー重てえ。小野田さん、ちゃんと訓練やってます？　少しメタボってますよ？」

「だから俺のことはいいと言っているだろ！　早く下ろせ！」

「ダメっす。その頼みは聞けません」

　頑かたくなな環樹の態度に、小野田はぐっと喉を詰まらせた。

「いいから、お願いだ……下ろしてくれ、薮木……」

　背中から聞こえた声は、震えていた。

「頼む、下ろしてくれ。俺を……あいつらと一緒に死なせてくれ………」

　肩越しに、くぐもった嗚お咽えつが漏れ聞こえてくる。

「ねえ、小野田さん。一緒に帰りましょうよ。きっと待ってる人がいますから」

　血ち腥なまぐさい風が、そっと二人の頰を撫なでつけた。

　最後の戦友を背負った環樹は、左右によろめきながら霧の中を駆け抜けて行った。
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　九月十六日（日曜日）　二十一時四十五分　総理大臣官邸本館地下一階危機管理センター

　常陸谷はイライラしていた。

　統合幕僚長は陸海空三自衛隊を統合運用しなければならない立場なのに、昼からずっと官邸に詰めている。

　それもこれも、軍政を担になう内局が軍事に関して余りに無知だからだ。おかげで常陸谷が官邸に呼びつけられ、何度も説明をしなければならない。

「最初に突入した部隊が壊滅したと聞いたが、本当かね？」

　佐野官房長官の問いかけに、常陸谷は感情を押し殺した顔で頷うなずいた。

「本当です。第一連隊戦闘団のうち、築つき地じ方面から向かった第三中隊がほぼ全滅。有あり明あけ空洞を塞ぐために回した第一施設大隊の挺てい身しん隊も、四時間ほど前から消息が途絶えています。さらに勝どき付近でアパッチが三機落とされたとの報告も……」

「例の霧のせいか」

「はい。アパッチの前方監視赤外線ＦＬＩＲやパイロットＰ暗Ｎ視ＶセンサーＳも役に立たなかったと聞いております。あの霧は、明らかに兵器の一種です」

　会議室がにわかにざわめいた。

「統幕長、これからどうすべきと考える」

「まずは予備として残してある大おお宮みやの32普連を増勢に向かわせるべきでしょう。間もなく13普連も練ねり馬まに到着します。これに六師団の44普連と十師団の35普連を加えれば、戦力としてはかなりのものになります」

「いつ頃準備が整う」

「今晩中にでも。ただ、穴を塞ぐために必要な〇七式機動支援橋や九二式浮橋は、群ぐん馬まの12施設大隊と、愛あい知ちの10施設大隊からかき集める必要があります」

「それで押し返すことができるんだな」

　佐野の念押しに、常陸谷は沈黙で答えた。

「どうした。できないのか？」

「できないことはありません。しかし霧の中での戦闘は圧倒的に不利です。そこへ飛び込めば、かなりの損害を覚悟しなければなりません」

「止やむを得えんだろう、他に手段がなければ」

　軽々と言ってのける佐野の顔を、いますぐ殴ってやりたい衝動に駆られた。

　それをぐっとこらえ、常陸谷は拳を握り締めながら答える。

「もう少しだけ、考えるお時間をいただけないでしょうか」

「悩むのは構わんが、作戦の遅れは許さんぞ。間もなく総理がお戻りになる。陛下のご退去が済み次第、我々も立たち川かわへ移動する」

　ちょうどそこへ、事務官が岸辺総理の到着を告げた。

「おお、総理。陛下のご様子はいかがでしたか」

　立ち上がって出迎えた佐野は、岸辺の表情を見てハッと頰を引ひき攣つらせる。

「何か、あったのですか？」

「陛下は……ここに残られると」

「え？」

「陛下は、患者が取り残された病院のことを耳にされ、国民を置いて逃げることは絶対にできないと……そうおっしゃいました」

「な……!?　ど、どこのバカだ、聖バジル病院の件を陛下のお耳に入れたのは！」

「わたしも説得を試みましたが、御おん身みにできることは最後まで国民のそばに寄り添うことだけだと、最後には涙まで流され……」

　岸辺はポケットからハンカチを取り出し、そっと目元を拭った。

　会議室のあちこちから、鼻をすする音が聞こえてくる。

　その様子を眺めながら、常陸谷は疲れ切った表情で瞼まぶたを押さえた。




　同日　二十一時五十分　明治神宮外がい苑えん第一連隊戦闘団指揮所

　天幕の入口をくぐった途端、連隊長の怒声が環樹の耳を打った。

「──どうして部隊行動基準を緩和しなかった！　内局のせいで何人死んだと思っている！」

「す、すみません……。本当に……申し訳ありません……」

　指揮所の奥では、明葉が必死に謝罪の言葉を繰り返している。

　詰め寄る連隊長の背中に、副連隊長の声がかかった。

「連隊長、三中の薮木三尉が戻りました」

　呼びかけられた連隊長は、振り返って「おお」と声を上げる。

「君か、三中隊で無事だったというのは」

「……わたしだけではありません。もう一人おります」

　環樹が担かついできた小野田一曹は、野戦病院で緊急手術を受けていた。腹部の怪け我ががひどく、助かるかどうかは五分五分らしい。

「……そうか、二人だけか、三中隊で帰ってくることができたのは」

　そばにいた三科長が、「二人もです」と神妙な面持ちで首を振る。

　帷い幕ばくの中は、重苦しい沈黙に包まれた。

　明葉がそっと前に立ち、小さな肩を震わせる。

「薮木さん、申し訳ありませんでした。わたしがきちんと本省に説明できていれば……」

「……由見さん」

　苗みよう字じを呼ばれた明葉は、ハッと口をつぐみ、無言で眼鏡を外した。殴られても構わないと思ったからだ。

　環樹の顔は逆光に晒さらされ、明葉の位置からはよく見えない。だがその表情がいつもの笑顔でないことは、霞かすんだ目にもハッキリ分かる。

　環樹が手袋を外し、腕を大きく振り上げた。

　固く瞼まぶたを閉じ、奥歯をぎゅっと嚙かみ締しめる。そして……、

　──ポン。

「え？」

　予想外の感覚に、明葉は驚いて目を上げた。

　拳……ではない。大きな手の平が、頭の上に乗せられている。

「由見さん……君は悪くない。君のせいじゃないんだ」

　明葉の瞳に映ったのは、憤ふん怒ぬの眼まな差ざしではなく、いまにも泣き出しそうな環樹の顔だった。

「あの、薮木さん。わたしを慰めようとしているのなら、やめてください。そんなことでしたら、殴られたほうがはるかにマシです」

「慰めてるんじゃない。事実を言ってるんだ」

「でも……」

「八四㎜無反動砲ハチヨン……使ったんだよ」

「え？」

「もう他に武器がなかったから、仕方がなかったんだ。けど、あいつには効かなかった。あの『ベヒーモス』には……!!」

　三科長が、環樹の肩をつかむ。

「薮木三尉、そのベヒーモスという敵性体には、対戦火器も効かなかったというのか？」

「はい。分厚い体毛がチェーンカーテンの役割を果たしているんです。やつを確実に倒すには、装弾筒付ＡＰ翼安定ＦＳ徹甲弾ＤＳを使うしかありません」

　帷い幕ばく内がにわかにざわめき立った。

　装弾筒付ＡＰ翼安定ＦＳ徹甲弾ＤＳとは、戦車砲使用弾薬の一つである。これを使うということは、戦車を出すという意味に他ならない。

「しかし部隊行動基準が……」

「やりましょう」

　明葉がキッと顔を上げ、居並ぶ幕僚たちを見渡した。

「やらなければ、また大勢の隊員が犠牲になります」

「しかし……できるのか？　本省が飲むとは思えんぞ？」

「説得します」

　言いながら、明葉はチラリと環樹を見み遣やる。

　隣に立つ環樹は、打ちひしがれ、亡もう者じやのように憔しよう悴すいし切っていた。

　これ以上、彼につらい思いをさせてはならない。止められるのは、自分だけだ。

「だが由見君、仮にＡＰＦＳＤＳが使えたとして、あの霧の中では照準ができないぞ。穴を塞ぐために送り込んだ１施設大隊も連絡がつかなくなっている」

「それについては、わたしに考えがあります」

　眼鏡のブリッジを押し上げながら、明葉は連隊長の前にすっと進み出た。

「少しお時間をください。一つ試したいことがあります」




　同日　二十二時二十四分　防衛省市いちヶ谷や地区庁舎Ａ棟十二階　防衛政策局長室

　コン、コン。

〝開いている。入りたまえ〟

　明葉がドアを開くと、防衛政策局長の相口は露骨に眉をひそめた。

「何だ、君か……」

「お忙しいところ申し訳ございません。ご相談があってお伺いしました」

　五分で叩たたき上あげた資料を差し出し、明葉は自分が考案した作戦の概要を述べる。

「ふむ……」

　聞き終えた相口防衛政策局長は、背もたれの上でぐっと胸を反らした。

「なるほど、良いい案だ。実に君らしい」

「では──」

「だが、これを認めるわけにはいかない」

　バサリと放られた資料の束に、明葉の眉がピクリと上がる。

「なぜでしょうか？」

「繰り返しになるが、逃げ遅れた住民がいるかもしれないのに、市街地で戦車砲を撃たせることはできない。なし崩し的に認めては、旧軍のような独走を招くことになる」

「もちろん何でも許して良いとは考えておりません。ただ、このままでは敵の進撃を食い止めることが困難です。他に代替手段がない以上、必要な措置であると考えます」

「代替手段ならあるさ。数で押し切ればいい」

「数……？　対戦車火器が通用しない相手もいるのに、ですか？」

「例の大型敵性体のことなら報告は受けている。あれは目への攻撃が有効だそうじゃないか。撃ちまくれば問題ない」

「お言葉ですが局長、その方法ではこちらの被害があまりにも大きくなってしまいます」

　相口は溜ため息いきを吐き出しながら肘の上で指を組んだ。

「……由見君、彼らが毎年度莫ばく大だいな予算をもらい、日々何も生産することなく貴重な労働力を訓練に費やしているのは何のためだ？　まさにこんな時のためではないのかね？」

「きょ、局長！　そのお言葉はいままさに現場で命をかけている自衛官に対して失礼です！　訂正してください！」

「別に侮辱したつもりはない。ただ事実を述べただけだ」

「それでも納得できません！」

　食い下がる明葉を見て、相口がニヤリと冷たい笑みを浮かべた。

「そうか、納得できないか……。では仕方がない、現場の判断でやりたまえ」

「え？」

　しまった！　と明葉は奥歯を嚙かみ締しめた。

　現場の判断に任せるということは、万一住民に被害が生じた場合、その責任はすべて現場の指揮官が負うということだ。

　一方で作戦がうまくいけば、相口は現場の判断を尊重した功労者ということになる。

　先ほどまで明葉を煽あおるような発言を繰り返していたのは、このカードを切らせるための布石だったのだ。

　どうする……。ここで「はい」と答えれば、すべての責任は現場に押し付けられてしまう。

　かと言って「わたしが責任を取ります」と啖たん呵かを切っても、そもそも自分には責任を担になうだけの権限を与えられていない。

　明葉は目を閉じ、ふっと息を吐き出した。

「……局長。結論を出す前に一つだけ、わたしの質問に答えていただけないでしょうか」

「何だね？　わたしに答えられることなら」

　余裕の笑みを浮かべる相口に向かって、明葉は最後の一手を投げかける。

「あなたが守りたいのは、日本ですか？　防衛省ですか？　それとも、あなた自身ですか？」

　尋ねられた相口は、怪け訝げんそうに首を傾かしげた。

「………どういう意味だね」

「もう少しハッキリ申し上げましょう。有事立法の際に損失補償問題をうやむやにしたのは、相口局長、あなたですね」

　瞬間、相口の顔から笑みが失うせた。

「ほう……なぜ、そう思う」

「我々入省一年目の仕事は主に法令照会の対応です。その過程で過去の原議などを見ているうちに気が付きました」

「………………」

　相口は椅子を回し、ゆっくり立ち上がった。

　ブラインドカーテンに指をかけ、明かりが消えた夜の都心を見下ろす。

「なあ由見君、人間というものは、程度の差こそあれ皆自分が一番大事なものだ。君もそうじゃないかね？　調整がまとまらない時、山積みの業務にうんざりした時、それでも省のため、日本のためと奮い立てるかな？」

「……たしかに、そんな時は日本を守ろう、防衛省を守ろうという気持ちにはなれません」

「そうだろう？」

「当然です。わたしが守りたいと思っているのは、国家や組織ではなく、この国に住まう国民一人一人ですから」

「─────!!」

　窓から差し込んだライトが、明葉の顔を白く照らした。

「……わたしの聞き間違いかな？　隊法三条では、自衛隊は『我が国』の防衛を主任務としているはずだが？」

「わたしが自衛隊員として、防衛省職員として誤っているのなら、いますぐこの場で処分してください。わたしは国民を幸せにしない日本や防衛省なら、壊してしまっても構わないと思っています！」

「………………」

　再び溜ため息いきをついた相口は、ゆっくり明葉の横を通り過ぎ、ドアの前に立った。

　カシャン。

　え？

　鍵が閉まる音に、明葉は驚いて振り返った。

「いやいや、君は本当に優秀な子だ。わたしは君のような部下を持って、実に鼻が高いよ」

　言いながら、相口はすうっと明葉の背後に立ち、節くれだった指で細い肩をつかむ。

「あ、あの……局長？　痛い……のですが」

「そんな君に、一ついいことを教えてあげよう。そう、たしかにあの件を握りつぶしたのはわたしだ。しかし残念ながら、君にはもう何もできない」

「なぜ、ですか……？」

「久内大臣は、わたしの操り人形だからだ。防衛商社に探らせて、愛人が使っている化粧品のブランドまで把握している」

「……それで対戦車火器の使用許可も下りなかったのですね」

「ご明察」

　きついムスクの香りがツンと鼻を衝ついた。蜘く蛛ものように広げられた手が、明葉の白い喉元を這はい上あがる。

「さあ、いい子だ。大きな声を出すんじゃないぞ。ちょうどあの化け物どもは人間の肉を食くらうらしい。ちょっと気を失っていれば、あとは骨も残らない」

「………ま、まさかあなたは……うっ」

　恐怖で身体からだが動かなかった。悲鳴を上げようにも、首を圧迫されて声が出ない。

　薮木さんを二度と戦わせたくないと思ってここまで来たのに、わたしはこんなところで、こんな下らない男のために人生を終えるのか……？

「ふ、ふふ……終わりだ」

　相口が指にぐっと力を込めた、その瞬間、

　カシャン。

「むっ!?」

　電子ロックの外れる音に、相口は慌てて背後を振り返った。

　止める間もなくドアが開き、紫紺色の制服を着た男が大股で部屋に入り込んでくる。

「相口局長、何をしている！」

「ひ、常陸谷統幕長!?　なぜここに……!?」

　首を解き放たれた明葉は、ドサリとカーペットの上へ崩れ落ちた。

「大丈夫かね、由見君」

　咳せき込こみながら、「はい」と掠かすれた声を絞り出す。

　部屋に入ってきたのは、常陸谷統幕長だけではなかった。

　続けて現れた見覚えのあるスーツ姿に、相口の顔がみるみる青あお褪ざめる。

「ど、どうしてあなたまで、ここに……」

　ようやく呼吸を整えた明葉は、振り返ってニコリと微笑ほほえんだ。

「ご足労恐れ入ります……岸辺総理」

　扉の前では、自衛隊の最高指揮監督権を有する者、内閣総理大臣が、たじろぐ防衛政策局長を冷ややかな目で見下ろしていた。

「ど、どういうことだ……？　まさか由見君、謀はかったのか!?」

　睨にらみ付つけられた明葉は、耳元の髪をそっとすくい上げて見せた。

　蛍光灯の下で、スマホのハンズブリー通話用イヤホンマイクがキラリと光る。

「ここへ来る前、常陸谷統幕長のお部屋に寄り、一計を案じさせていただきました。先ほどの会話は、すべてスピーカーフォンで伝わっています」

「バ、バカな！　そもそも入省一年目の小娘が軽々しく統幕長に会うなど──」

　取り乱す相口に、常陸谷が軽く肩をすくめて答える。

「防衛出動の件で彼女には借りがあるからな、会うことくらいやぶさかではないさ。それに以前から、あなたと久内大臣の言動には不審な点があった。総理をお呼びして正解だったよ」

　金モールを輝かせた常陸谷統幕長が、つかつかと相口の前に立った。そして太い腕を伸ばし、シャツの襟元をグイッとつかむ。

「お前こそ分かっているのか？　貴様は俺の部下を大勢死なせたんだぞ」

　ゴッ！

　鈍い音がして、常陸谷の右拳が相口の頰にめり込んだ。

　殴り飛ばされた相口は、「ぶひゃっ」と憐あわれっぽい声を上げてカーペットの上を転がる。

「もっと歯を食いしばれよ。数百人の隊員を殺したんだ。数百発は殴らんと気が済まん」

「ま、待て、仕方がなかったんだ！　我々は国家財政も鑑かんがみて大所高所から判断しなければならない。軍事のことだけ考えていれば済むあなた方とは立場が違う！」

「仕方がないとはなんだ！　お前は仕方がないで人を殺すのか!?　それが国民を守る者の言い訳か！」

　二発目を打ち込もうとしたところで、岸辺総理が間に入った。

「統幕長、もうそれくらいで」

「……………は」

　悔しそうに拳を収める常陸谷の前で、岸辺がくるりと向き直る。

「……局長、戦死された隊員の皆さんは、命と引き換えに我々へ日本の未来を託していきました。あなたは日本の未来を、託された側だったのではないですか？」

「で、ですが総理、逃げ遅れたかもしれない住民のことはどうなさるんですか！　わたしを責めるのも結構ですが、国民から非難されるのはあなたのほうですよ！」

　必死でまくし立てる相口に、岸辺は静かな口調で答える。

「そのことなら心配要りません。すでに特戦群が準備を整えていますから」

「と、特戦群!?」

　相口の目が大きく見開かれた。

　特戦群──正式名称は特殊作戦群。

　第一空くう挺てい団だんを母体に編成された約三百名の部隊ということ以外、ほとんど機密のベールに包まれた陸自の特殊部隊である。二〇一三年の中央即応集団司令部移転行事で複数の隊員が確認されたことを除き、部隊として行動している様子を外部に撮影されたことはない。

　自衛隊には特戦群や海自の特警隊などいくつかの特殊部隊が存在するが、彼らの異質さは隊内でも際きわ立だっている。

　たとえば特警隊の創設に携わった人物には、次のようなエピソードがある。

　彼が防大の指導教官の任に就いていた頃、防災訓練で伝令に駆けまわる学生をつかまえて、こう叱り付けたことがあったという。

〝おめえの足は、そんなに速いのか？　そこにバイクがあるじゃねえか。乗れよ〟

　言われた学生は困惑した。防大生はバイクの使用が禁じられているうえ、そのバイクにはイグニッションキーが付いていなかったからだ。

　だが抗弁する学生に、なおも彼は続ける。

　バカか、いまは非常時だぞ。鍵がないなら直結かませ。バイクが駄目ならそこの自転車の鍵を壊して乗れ（「国のために死ねるか　自衛隊『特殊部隊』創設者の思想と行動」伊藤祐靖著）。

　繰り返すが、これは防災訓練の一コマである。

　もし一般的であることを正常と言うなら、彼の言動は明らかに異常であろう。

　訓練には暗黙の制限がある。いくらリアリティを追求するにしても、普通はどこかで「これは訓練」という線引きをしているものだ。

　しかし、もしも、である。彼のような考えを持った人物だけをかき集め、彼のような考えに賛同できるメンバーだけを結集して組織を作ったとしたら、どうだろう。

　常識も慣習も無視し、ただ国家の意志を遂げんがために究極の合理を以もって己を鍛える。そんな集団があったら、どうだろう。

　その答えが、特戦群を始めとする自衛隊の特殊部隊である。

　仮に北の某国と戦うことになった場合、特戦群を投入すれば、陸自は最短で半日、長くとも一週間で相手を制圧できると豪語する者さえいる。

　その真偽のほどは確かめようもないが、いずれにしても尋常を遥はるかに凌りよう駕がした部隊が、彼ら特戦群なのである。

「特戦群には、すでに周辺の安全確保を命じてあります。彼らに不可能はありません。必ずやタイムリミットまでに任務を果たしてくれるでしょう」

　あらゆる抗弁の根拠を失った相口は、もはや沈黙することしかできなかった。

　岸辺総理は常陸谷統幕長に向き直り、凜りんとした声で告げる。

「内閣総理大臣の責任で命じます。対戦車火器及び戦車の使用を、許可します！」




　同日　二十三時十五分　明治神宮外がい苑えん第一連隊戦闘団宿営地

　眠り続ける小野田を見舞った環樹は、営門そばの煙缶で黙々と煙草たばこをふかしていた。

　味もよく分からないまま紫煙を吐き出す環樹の耳に、何やら騒がしい声が聞こえてくる。

〝隊員さん、お願いです。これを渡すだけでも……〟

〝ですから、いまはお預かりできません。危険ですから早く避難を……〟

　余りに長く続くので、重い腰を上げて見に行ってみることにした。

「どうした？」

　環樹の階級章を見た舎しや前ぜん哨しようが、慌てて挙手の礼をする。

「実は、こちらのご婦人が……」

　紙袋を抱えた六十歳前後の女性が、ぺこりと頭を下げた。どこかで見覚えのある顔だ。

「えーと……奥さん、どんなご用件で？」

「隊長さんですか？　どうかこれを、息子に……」

　そう言って女性が紙袋の中から取り出したのは、ケーキの入った白い箱だった。

「息子が好きなモンブランなんです。近所のお店に無理を言って作ってもらいました」

「これをわざわざ届けに？　お母さん、よくここまで来れましたね。交通規制かかってたんじゃないですか？」

「自転車で裏道を使えば何とか。おかげですっかり遅くなっちゃいましたけど」

　遅くなったも何も、もう夜中の十一時だ。

　さすがにこのまま返すのは忍びないので、やむなく荷物を受け取ることにした。

「仕方ありません、わたしが預かっときましょう。で、息子さんはどちらの部隊ですか？」

「それが、よく分からないんです」

　警衛隊員が「言わんこっちゃない」という視線を環樹に向ける。

「じゃ、息子さんのお名前は？」

「館野と申します」

「え？」

　その名前を聞いた瞬間、視界がすーっと暗くなった。

　館野って……まさか俺の小隊にいた、八四㎜無反動砲ハチヨン手の館野か……？

「小さい頃からモンブランが大好きで、他のケーキには目もくれないんですよ。これと決めたらもうそればっかり。だから自衛隊に入るって聞いた時も、無駄だと思って止めなかったんです。あの子、ご迷惑おかけしてないでしょうか？　少し多めに買ってきましたので、よろしければ他の隊員さんたちも召し上がってください。疲れた時には甘いものが──」

　音が遠ざかっていく。

　最さい期ごの叫びが耳に甦よみがえってくる。




〝い、いやだ……!!　助けて……薮木隊長ォォォオオオォォォオォォォ[image: かんたんふ]〟




「──長さん？　隊長さん？」

　ハッ！

　迷彩服の袖を引かれ、ようやく環樹は我に返った。

「あの……もしかして、息子に何かあったんですか？」

　ぎくり、と目元の筋肉が強こわ張ばる。

　母親の勘というものは恐ろしいものだ。それとも、余程顔に出てしまっていたのだろうか。

「まさか……息子が怪け我がをしたんですか!?　大丈夫なんですか!?　教えてください！　ねえ、隊長さん!!」

　観念した環樹は、喉の奥から絞り出すような声で答えた。

「…………息子さんは……館野三曹は………………戦死……されました」

　ボトン。

　息子の大好きなモンブランを詰めた箱が、土の上でぐしゃりと潰れた。

「うそ……………」

　女性はへなへなと崩れ落ち、生気を失った顔で道の真ん中に座り込む。

「………申し訳ございません。隊長のわたしが、不ふ甲が斐いないばかりに………」

　環樹の言葉が聞こえているのかいないのか、女性は宙空を見詰めたまま、彫像のように動かない。両腕はだらんと下げられ、視線もあらぬほうを彷徨さまよっている。

「あの、どうしましょう……」

「……一旦救護所へ連れて行くしかないだろう。悪いが肩を貸してくれ」

　言いながら、環樹はケーキの箱をそっと拾い上げた。これは母の愛だ。捨てておいて良いものではない。

「よし、『せーの』で持ち上げるぞ」

　抱え上げた老女の身体からだは、見た目よりもはるかに軽かった。足を引きずらないよう気を配りつつ、三人で夜の銀杏並木を進む。

　ようやくたどり着いた病院天幕で、環樹は半ば押し付けるように衛生科隊員へ女性を預けた。「すみません」と何度も詫わびながら、俯うつむき加減で救護所を後にする。

　天幕を出た直後、

〝う、うぅ……わああああぁぁぁぁぁあああぁぁ！〟

　風船が破裂するような号泣が幕舎を震わせた。

　それは鋭い刃となり、グサッ！　グサッ！　と環樹の胸に突き刺さる。

　思わず両耳を塞ぎ、走り出した。

　夜闇に沈む銀杏並木を、全速力で駆け抜ける。

　すれ違う隊員が、奇異の眼まな差ざしを向けてくる。

　それでも構わず、ひた走る。

　呼吸音が、足音が、すべての音をかき消してくれる。いまはそれが唯一の救いだ。

　やがて足がもつれ、環樹は砂利の上に勢いよく倒れ込んだ。

　水みず溜たまりが飛沫しぶきを上げ、黒っぽい泥が口元を覆う。

「すんません、すんません、すんません……ホントすんません」

　かつて硫い黄おう島とうで戦った兵士が、自分の立てこもっていた洞窟を訪ねた直後、突然海に身を投げて亡なくなったという事件を聞いたことがある。

　いまなら死なせてくれと言った小野田一曹の気持ちがよく分かる。恐らく彼は、こうなることを予期していたのだ。

「すんませんすんませんすんません……俺なんかが助かっちゃって、ホントすんません」

　とにかく謝らずにおれなかった。許してもらうためではない。ただ謝らずにいられなかったのだ。後悔と懺ざん悔げが、掬すくっても掬すくっても胸の奥から湧き出てくる。

「──あの、薮木さん？」

　不意に聞き覚えのある声がかかり、環たま樹きはピタリ、と息を止めた。

　この声……明葉だ。

　どうしてこんなところに……いや、その前に、こんな姿を彼女に見せるわけにはいかない。

　環樹はぐっと拳を握り締め、一呼吸置いてから勢いよく身を起こした。

「………っ、あー転んじゃったッ！　痛いなぁ！」

「え？　あ、あの……大丈夫ですか？　ちょっとご様子が……」

「いや、みっともないとこ見られちゃったなぁ！　まいったまいった！　それより明葉ちゃん、どうしてこんなところに？」

「内局へ行った帰り道です。おかげで何とか上を説得することができました」

　そう言いながら、明葉はポーチからハンカチを取り出し、そっと環樹の頰に当てる。

「これ、使ってください。傷口から雑菌でも入ったら大変です」

「ちょ、タンマタンマ！　もったいないよ、どうせ次の作戦でまた汚れるんだから」

「え？　あの……次の作戦は、薮木さんの隊は出ませんが？」

　────[image: かんたんふぎもんふ]

　環樹の頰がピクリと震えた。

「えーと……そ、それは、どういうこと、かな……？」

「薮木さんは予備に回っていただきます。代わりに特戦群が出ますので、薮木さんはゆっくり休んでください」

　明葉としては最大限のねぎらいを伝えたつもりだった。

　が、

「…………ちッッッくしょう！」

　突然環樹は砂利を蹴って走り出した。

「え!?　や、薮木さん!?」

　驚く明葉を置き去りにし、環樹はそのまま戦闘団指揮所へ駆け込む。

「連隊長！」

　飛び込んできた環樹の姿に、幕僚たちがぎょっとした様子で振り返った。

「どうした、薮木三尉」

「次の作戦、俺も連れて行ってください！　お願いします！」

　わずかに目を見開いた連隊長は、フーッと息を吐きながら環樹の肩に手を乗せた。

「……薮木三尉、君はもう十分働いた。いまは休め」

「十分なんてやってません！　お願いです、俺も戦わせてください！」

　見かねた副連隊長が環樹の腕をつかむ。

「おい、落ち着け薮木三尉。誰かこいつを野戦病院に──」

「放せよこの野郎！」

　幕僚たちが一斉に立ち上がった。すかさず連隊長が「待て！」と押し留とどめる。

「薮木、どうしたそんなに取り乱して。指揮官がそんなことでどうする」

「申し訳ありません、連隊長。けど、次の作戦では奴やつらと戦った経験が絶対に必要です。どうか俺も戦闘に加えてください！」

「ダメだ。次の作戦は、彼に動いてもらう」

「彼……？」

　支柱の背後から、すっと迷彩色の影が姿を現した。

　顔をバラクラバで覆ったその男は、威圧感のこもった眼まな差ざしで環樹を睨にらみ付つける。

「特戦群第一中隊第三小隊長の虎伏こぶしだ。今回の作戦に参加する」

　襟に付いた略称は線一本に星二つ。環樹よりも一つ上の二尉だ。

「特戦群？　だったらちょうどいい、俺も連れて行ってください」

「断る。死にたがっている奴やつに付いて来られても、こっちが迷惑なんでな」

　環樹はむっとした表情で言い返す。

「別に死にたがってなんかいません」

「顔を見れば分かる」

「……仮に俺が死にたがっているとして、どうしてそれが悪いんですか？　死ぬ覚悟がなきゃ果たせない任務もあると思います」

「逆だ。生きるためにはどんなものでも捨てる覚悟がないと、任務は果たせない」

　バラクラバの男は、腕組みを解いて環樹の前に立った。

「私の中隊長は、かつてフィリピンで傭よう兵へいをやっていた。その彼に、私は訓練で殺されかけたことがある」

「訓練で殺されかけた？　一体どういうことですか？」

「左手首の関節を極きめた瞬間、空いているもう片方の手で目を突かれそうになったんだ。咄とつ嗟さに技を解かなかったら、恐らく本当に失明していただろう」

　常軌を逸した訓練内容に、環樹は思わず眉をひそめる。

「その時、中隊長はこう言った。『お前はバカか？　相手の利きき腕うでを奪う代わりに自分の命を差し出してどうする。逆だろ。まず自分の利きき腕うでを差し出して、その間に敵の身体からだへナイフを差し込むんだ』と」

「………狂ってる」

　環樹の呟つぶやきに、虎伏は然しかりと頷うなずいた。

「利きき腕うでを失ったら、兵士としてはもう役に立たないだろう。退官しても就ける仕事は限られる。だがそれでも己が心臓を守り、生きて任務を果たす。これが特戦群の戦いだ。いまのお前にできるか？」

「……………」

　答えられなかった。

　自衛官を辞めて生き残るくらいだったら、いっそ一思いに死なせてほしい。

「悔しがる必要はない。お前は充分良くやった。あとは時間が解決してくれる」

「……………」

　本当にそうなのか？　俺は胸を張って、誰に恥じることもなく、充分良くやったと言い切ることができるのか？　だったら品井は、館野は、なぜ死ななければならなかった……？

　ヴヴヴヴヴ！

　突然腰のポーチが震え、環樹はハッと我に返った。

　スマホの着信だ。こんな時に一体誰だ？

　液晶画面を見て、「あ！」と声を上げる。

「花音!?」

　幕僚たちが、何事かと顔を見合わせた。

「すんません、ちょっと失礼します！　……もしもし？」

《………もしもし。……お父さん？》

　花音……花音の声だ！　間違いない、生きてたんだ！　それにいま……お父さんって！

「花音！　お父さんだよ！　無事だったんだな！　良かった！　本当に良かった！」

《お父さんも無事だったんだね……。良かった……あたしも、良かった…………》

「花音、怪け我がはしてないか!?」

《してないよ。お父さんは？》

「お父さんも大丈夫だ！　ピンピンしてるさ！」

　なけなしの元気を振り絞って、ガッツポーズを決める。

「花音、お前いまどこにいるんだ？」

《聖バジル病院》

　その答えに、環樹は思わず息を飲み込んだ。

　聖バジル病院と言えば敵の侵攻ルート真っただ中だ。まさかそんな危険なところにいるなんて……。

《心配しないで、お父さん。ここにはお父さんと同じ、自衛隊の人たちがきてるから》

「自衛隊が？」

　作戦台へ目を移すと、二万五千分の一作戦図には第一空くう挺てい団だんの部隊記号が描かれていた。

　たしかに誰よりも頼りになる連中だ。

「……すまん花音、すぐ助けに行ってやれなくて」

《何言ってんの。お父さんにも任務があるんでしょ？　それに、あたしだってやることがあるんだから》

「やること……？」

《そ。あたしね、いまボランティアとして病院のお仕事手伝わせてもらってるの。あたしにも、できることはいっぱいあるんだよ》

「ボランティアを？　そうか……偉いな。けど花音……つらくないか？」

　親として口にすべきでない言葉と知りながら、環樹は問わずにおれなかった。

　俺はつらい。胸を搔かきむしりたいほどつらい。

《うん、正直言うと、かなりつらい。助けた人の数よりも、助けられなかった人の数のほうがずっと多いし……。でもね、わたしが頑張ることで一人の命を助けることができたら、それはすごく大きなことだと思うの。お父さんも、そう思って戦ってるんでしょ？》

「───────[image: かんたんふ]」

　ガツンと殴られるような一言だった。

　そうか……。俺の背中は、お前にはそう見えていたんだな。

　なのに、俺は……、俺は………。

「ごめんな、花音……。俺はさ……お前が思ってくれてるほど、強い男じゃないんだ」

《………お父さん》

「けどな…………娘からそう言われて……奮い立たないほど弱い親父おやじでもない！」

　受話口の向こうで、ふっと息を吐き出す音が聞こえる。

《……知ってるよ。あたしのお父さんだもん》

　こいつ、生意気なこと言いやがって。

「花音……お前、まだ看護師になりたいか？」

《うん……あたし看護師になりたい。真ま似ね事ごとだけどお手伝いしてみて、やっぱりそう思った。それに、あたしが看護師になれば、お父さんが怪け我がしても安心でしょ？》

「怪け我がする前提かよ、俺は」

《だってお父さん、思い込むと一直線なんだもん》

「お前が言うか？　そう言う花音だって、俺が止めても進路を変える気はないんだろ？」

《分かってるじゃん。だからあたしが看護師になるまで、無茶しちゃダメだからね？》

「もちろんだ。絶対に生きてお前を迎えに行く。あと少しの辛抱だから、待ってろよ」

《うん、待ってる》

「それじゃあ」

　スマホから耳を離そうとしたところで、《お父さん》と娘の声が環樹を呼び止めた。

「どうした？」

《あのさ………お父さんは、あたしの自慢のお父さんだよ。だから……日本のみんなを、守ってあげて！》

「………ああ、お父さんにまかせろ！」

　もう、迷いはなかった。

　通話を切った環樹は、虎伏二尉の目を正面から見据える。

「聞いたとおりです。俺は死にません。生きて、必ず任務を果たします！」

　虎伏二尉は眉間の力をわずかに解き、バラクラバの端をくいっと持ち上げた。

「このあと小隊本部でブリーフィングだ。了解か？」

「了！」

　環樹は背筋を伸ばして応える。

　花音、お父さんは負けないからな。お前も絶対に無事でいろよ。

　握り締めた拳は、強い決意に震えていた。




　同日　二十三時三十八分　明治神宮外がい苑えん第一連隊戦闘団指揮所

　幕僚たちの前に立った明葉は、眼鏡のブリッジを押し上げながら静かに息を吐き出した。

「それでは作戦の概要をご説明いたします。皆さんは、有あり明あけ空洞のすぐ南に何があるか、ご存じでしょうか？」

「マンションだろう？　散々ニュースで映っていたじゃないか」

　三科長が、何を今さら、と言わんばかりの顔で答える。

「その通りです。本作戦では、そのマンションを使います」

「マンションを使う？　一体どういうことだ？」

　訝いぶかる幕僚たちの前で、明葉は切れ長の瞳をきらりと光らせた。

「爆破して穴の上に倒壊させるのです。名付けて、『千ち引びきの岩作戦』です」

〝──────[image: かんたんふぎもんふ]〟

　千引の岩とは黄泉よもつ比ひ良ら坂さかの出口を塞ぐ大岩のことだ。異界へ通じる穴を塞ぐ作戦名としては、この上なく相応ふさわしい。

「ちょ、ちょっと待ってくれ、住民の避難は大丈夫なのか？」

「このマンションは有あり明あけ空洞発生時に避難が完了していると報告されております」

　明葉の説明を聞きながら、連隊長は「むむ」と眉間にしわを寄せた。

「アイディアは悪くない。だが、敵の中心に潜入するのはかなり危険な行為だ。乾けん坤こん一いつ擲てきの勝負をかけるにはもう一声欲しいな」

　言われた明葉が思案に暮れていると、オブザーバーとして参加していた環樹の腹が「グゥ～」と場違いな音を立てた。

「ん？　あ、すんません。昼から何も食ってないんで」

　頭をかく環樹の姿を見て、明葉はふと顔を上げる。

「食事……エサで釣る、というのはいかがですか？」

「エサ？」

「はい。最初に襲撃されたのはビッグサイトのグルメイベントでした。その後も彼らは総菜屋などを襲っています。エサで誘導すれば、乗ってくるのではないでしょうか」

　こちらが空腹ということは、向こうも腹を空かせているということだ。おまけに敵は充分な兵へい站たんを確保していると思えない。食糧事情は相当逼ひつ迫ぱくしているはず。

「なるほど……しかし、どうやってエサをばら撒まく」

「霧の上にＣＨ‐47を飛ばし、バケットから落としましょう」

「うむ……エサを撒まくだけなら、失敗したところで大して痛手にもならんか。試してみる価値はありそうだな」

　幕僚たちの視線を受け、連隊長は大きく頷うなずく。

「よし！　千引の岩作戦を実施する！　各科は直ちに詳細を詰めてくれ！」




　　　　＊




「薮木さん！」

　天幕から出た環樹の背中を、明葉の声が呼び止めた。

「おう、明葉ちゃん。どうしたの？」

「それはこちらのセリフです！　どうしてあなたがブリーフィングに参加してるんですか！　あなたは待機だったはず。お嬢さんがご無事なら、なおさら自重すべきと思います！」

　珍しく声を荒げる明葉の姿に少し驚きながら、環樹は静かな声で答える。

「明葉ちゃん……俺はちゃんと帰ってくるつもりだよ。もう死にに行こうなんて考えてない」

「それでも何が起こるか分からないのが戦争です！　それに、薮木さんはもう充分戦ったじゃないですか！　わたし、見てたんです。薮木さんが道路にうずくまって泣いているのを」

「……………」

　見られて、いたのか。

「そんなに傷付いてまで……薮木さんは、どうしてまだ戦おうとするんですか？」

　そっと息を吐き出した環樹は、屈かがみ込こんで、明葉の腕に触れた。

「明葉ちゃん、心配してくれてありがとう。けどさ……俺、花音と話していて思い出したんだ、昔上官に教わったことを。明葉ちゃんは『自衛隊員の服務の宣誓』ってやつ、覚えてる？」

「え？　あ、はい。内局の職員も自衛隊員ですので」

「うん。あれってさ、警察や消防の人は『職務の遂行』に当たりますって誓うけど、自衛隊員だけは『責務の完遂』に務めますって宣誓するだろ？　どうしてかな？」

「それは……」

「俺の上官はこう教えてくれたよ。『いいか薮木、俺たちが責務を果たせなかった時は、日本が国旗を降ろす時だ。だから自衛隊は遂行じゃない。いつも完遂なんだ！』……って」

　明葉は口をつぐみ、夜風に前髪を揺らした。

　もう何を言っても無駄だということは分かっていた。

　彼らは地位を求めているのでもない、名誉を求めているのでもない。

　ただ国民を守る。それだけのために戦っているのだ。

　これが自衛官……これが日本の自衛隊なのだ。

「わたし、余計なおせっかいをしてしまったのでしょうか……」

「違う、君がチャンスをくれたんだ。お陰で俺は、まだギリギリ父親を名乗ることができる」

　そう言って、環樹はそっと明葉の手の平を包み込んだ。

「明葉ちゃん。君みたいな子と会えて本当に良かったよ。できれば君には、笑顔で送り出してほしいな」

「………むりっ、ですっ」

　震える背中をさすりながら、環樹は澄んだ夜空を見上げた。

　かつて日本を守ろうとした男たちも、やはり同じ気持ちで出撃したのだろうか。

　星々の瞬またたきは、最後の戦いに赴こうとする戦士たちの頭上を静かに照らしていた。




　同日　二十三時三十八分　聖バジル国際病院本館三階産科病棟

　明かりが消された院内では、わずかに点ついた非常灯の下で、患者たちが震える肩を寄せ合っていた。

「電話は通じたかい、薮木さん」

「ありがとうございました。先生から貸してもらった充電器のおかげで、やっと父と連絡が取れました」

「窓にはあまり近付かないほうがいい。そこは危険だ」

　いまもガラス戸の向こうから時折銃声が響いてくる。戦いは、この瞬間も続いているのだ。

「なんだかあたしばっかり親切にしてもらって、気が引けちゃいます」

「君はボランティアとしていろいろ協力してくれているから──」

　と言いかけ、伊弦は「違うな」と首を振った。

「実は……わたしにも社会人になる娘がいるんだ。君と齢としが近いから、つい気になってしまうのかもしれない」

「そうだったんですか。娘さんは、いまどちらに？」

「都内かな。ここしばらく連絡を取っていないのでハッキリしないが……」

「あの……もしかして、仲悪いんですか？」

　子供らしい率直さに、伊弦は苦笑いを漏らした。

「仲が悪い、のかな。どうにも接し方が分からなくてね」

「うちのお父さんは、鬱陶しいくらいあたしのこと構ってきますけど」

「それがたぶん普通だ」

「じゃあ、どうして先生の家は普通じゃないんですか？」

　再び伊弦は苦い笑みを浮かべる。

「どうしてかな……。もしかしたら、あれがきっかけだったのかもしれないな……」

　普段は家のことなど一切話さない伊弦だが、なぜか今日だけは滑らかに舌が動いた。

「もう十数年も前のことだが、……その頃うちは、毎年夏になると家内の実家に帰省するのが習慣だった。わたしも必死で仕事をやり繰りして、数日だけ家内の実家にお邪魔していた」

　木と、線香と、い草の香り。それが伊弦の記憶に残る夏休みだ。

「わたしが帰ってくると、娘は大喜びだったよ。こちらもひと時だが仕事から解放されて、ホッと息をつけたもんさ。だがね、夏休みというものは必ず終わる。当然、わたしは仕事に戻らねばならない。その時必ず泣くんだ、娘が。パパ行かないでー、行かないでーって」

「それがつらかったんですか？」

「たしかにつらかった。しかし一番つらかったのは、義父から『もう夏休みには、うちに来ないでくれ』って言われたことかな」

「そんなことを……？」

「ああ。孫娘が可哀かわい想そうで仕方なかったんだろう。たしかにそうだよな。わたしは家を離れてしまえばそれっきりだが、義父は泣きじゃくる孫娘を慰めなきゃいけない」

「まあ……そうですけど」

「だから、娘と少し距離を置くようにした。あまりわたしに懐なつくと、かえってつらい思いをさせてしまうからね。だがそう考えると、今度は娘に愛情を注ぐのが怖くなってきた」

　伊弦は無言で保安灯を見詰めた。暗い瞳にオレンジの明かりがちろちろと瞬またたく。

「怒っているだろうな、こんな理由で距離を置かれて。あの子には、済まないことをした」

「本当に、そう思ってますか？」

「え？」

　思いがけない問いかけに、伊弦は虚を衝つかれて振り返った。

「それは、どういう……」

「言葉のとおりです。先生は娘さんに『済まない』って、本当にそう思ってますか？」

「いや、それはもちろん……」

　言いかけて、伊弦は断言できない自分に気が付いた。

「あたしが小さかった頃、よく母に言われました。『本当に悪いと思ったら、誰に言われなくても直すものよ』って。もし先生がホントに済まないって思っているのなら、いまごろ娘さんに電話してるんじゃないですか？」

「………………」

　何も言い返せなかった。あまりに図星だったからだ。

　と同時に怒りも込み上げてきた。

　どうして会ったばかりの子供に、こんな不ぶ躾しつけなことを言われなければならないのか。

　だがその怒りこそ、自分を正当化しようとする言い訳に過ぎないことも、伊弦はイヤというほど分かっていた。

　吐きかけた言葉を飲み込み、肩の力をふっと緩める。

「……たしかに、君の言うとおりなんだろう。けど、もう手遅れだよ。わたしには、いまさら何て謝ったらいいか分からない」

「これが最後になるかもしれないのに、ですか？」

　そこまで言われて、伊弦はようやく悟った。

　なぜこの子は出会ったばかりの相手に、突然無遠慮なことを言い出したのか。

　きっとこの子なりに覚悟しているのだ、死を、生の終わりを。

　そして、だからこそ許せなかったのだろう。分かった風な顔をして、大切なことから逃げている伊弦の態度が。

「少し、風に当たってこようかな」

　白衣を翻す伊弦の背中へ、花音は茶目っ気たっぷりにウインクを送る。

「電話をするなら、窓から離れてかけたほうがいいですよ」




　九月十七日（月曜日）　一時十七分　一般国道二四六号裾野バイパス駒門付近

　四台の特大型運搬車が駆け抜けると、沿道に佇たたずむ小さな町工場がカタカタと揺れた。反対車線のドライバーが、荷台を見てギョッと目を剝むく。

　戦車を載せたトラックは、御殿場ＪＣＴに向けて夜の道をひた走っていた。

「静かですね、小隊長」

　機甲科のシンボル、オレンジのマフラーを首に巻いた隊員が、前を走る後方警戒車の回転灯を眺めながら、ぽつりと呟つぶやく。

「静かなのが一番だよ」

　全長十七ｍ近いトレーラーの後ろには、パジェロや高機動車のほか、故障に備えて牽けん引いん車まで続いていた。

　通常、戦車をトラック輸送する場合、人員は別ルートで移動することが多いのだが、今回は緊急時にも対応できるよう、すべて一緒の行動となっている。

「しかしあのトレーラー遅いですね」

「仕方ないだろ、戦車を載せてるんだから。時速四、五十㎞くらいが限度ってとこだろうよ」

　何せ四十ｔを超す大荷物である。おまけに防衛出動時は車両制限令の適用外となることを踏まえ、砲塔前部カバーに隠れた四トンの特殊装甲モジュールも装着したまま運搬している。

「まあたしかに、戦車のまま一般道を長距離移動しようと思ったら、安全を考慮してせいぜい時速十から二十㎞程度が限度ですもんね。それよりはマシってことですか」

「四係Ｓ４主任に感謝しろよ。わざわざ役所やＮＥＸＣＯと調整して俺らが通れるルートを確保してくれたんだから」

　これほどの重さになると、荷重に耐えられる道路や橋は自おのずと限られてくる。おまけに狭い道ではすれ違いが困難なため、他の車両の通行を制限しなければならない。

　車列は工業団地入口を通り過ぎ、間もなく東名高速の高架下に入ろうとしていた。

　人家はまばらで、第一戦車大隊の車列だけがけたたましい走行音を響かせている。

「やれやれ……このまま市街に入ったら、住民に『うるせえ』って怒られちまいそうだ」

「おい」

　隣に座っていた小隊長が、いきなり隊員の頭を小突いた。

「前を見ろ」

「前？」

　訳も分からず、隊員はシートから身を乗り出した。

　太い橋脚を通り過ぎた途端、眩まばゆいライトが瞳を貫く。

「え？」

　直後、夜空を揺るがす大歓声が「わあああああ！」と響き渡った。

　沿道で、大勢の人が手を振っている。

　彼方かなたへ連なる光の帯、その下で無数の眼まな差ざしが期待に輝いている。

〝がんばれー!!〟

〝応援してるぞ、自衛隊！〟

〝日本を守ってくれー!!〟

　横断幕が翻ひるがえり、声援が鼓動のように胸の奥を打つ。

「小隊長……俺、自衛隊に入って良かったです」

「だろ。俺もいまそう思ったところだ」

　涙ぐむ部下の肩を、ベテラン小隊長がポンポンと優しく叩いた。




　同日　三時三十分　江東区有あり明あけ三丁目水の広場公園周辺

「──全員下船」

　黒いゾディアックボートから降り立った男たちは、音もなく夢の大橋の桁下に整列した。

「ボートはボラードに係留しろ。任務完了後はマンション屋上からヘリで離脱予定だが、万一の場合はここへ戻って海路を使う」

　バラクラバで顔を覆った男たちは、「了」と頷うなずいて作業へ取り掛かる。

　対岸から聞こえてくる咆ほう哮こうに、虎伏二尉がそっと目を上げた。

「どうやら撒まき餌え作戦はうまく行っているようだな。貴官はどう判断する、薮木三尉」

「油断は禁物です。奴やつらが誘導された青あお海みは、有あり明あけ空洞からせいぜい四㎞しか離れていません。仮に敵が時速四十㎞で走れた場合、六分で帰ってこれる距離です」

「ふむ。撒まき餌えの最終投下は二十分後の〇マル三サン五ゴー〇マルだったな。ここから目的地まで約一㎞。到着予定時刻もちょうど同じ頃か」

「作業時間はせいぜい十分程度……間に合いますか？」

「十分あれば、合間に体力錬成訓練を入れても釣りがくる」

　本気で訓練始めたりしないだろうな、と不安になるほど自信を感じさせる口ぶりだった。

「気を付けてくださいよ。敵は伏撃に慣れています。俺も痛い目に遭いました」

「了解だ。よし……小隊、前へ」

　一個小隊三十二名と環樹は、茂みに身を隠しながら、しずしずと防潮堤を登り始めた。斜面の先は広場になっており、そこからさらに階段を上がれば、北へ向かう臨港道路に出られる。

「待ってください！」

「どうした、薮木三尉」

「………敵です。います」

　虎伏たちは、半信半疑で耳を澄ました。

　ジャリ………。

　そして、驚きの入り混じった顔を見合わせる。

　環樹の言葉どおり、階段を登り切った先からアスファルトを踏む音が聞こえてきた。

　死線を潜くぐり抜ぬけた者だけが持つ、研ぎ澄まされた神経の成せる業わざだろうか。

「どうやら一匹だけのようだな。あそこに隠れてやり過ごそう」

　即座に判断した虎伏は、小隊を橋台脇の死角へと移動させた。

　間もなく灰色の空際線に、大きなシルエットが姿を現す。体高二ｍほどあるティラノサウルスのような生き物が、スンスンと鼻を鳴らし、低い唸うなり声を上げる。

「恐竜……いや、小型のドラゴンか？　薮木三尉、見覚えは？」

「いえ、初めて出会うタイプのやつです」

　後頭部にひだを生やした小型ドラゴンは、頭を下げ、何かを探すように周囲を見回した。

「まさか、俺たちに気付いているのか……？」

　小型ドラゴンは、執しつ拗ように臭においを嗅ぎ回りながら階段のほうへズンと脚を踏み出す。

「くそ、こっちに近付いてきやがる」

「撃ちますか？」

「待て。もし戦闘になれば発砲音で他の敵性体もやってくる。そうなれば作戦は失敗だ」

　追い詰められた環樹たちは、階段下で銃のグリップをギュッと握り締めた。

　腐臭じみた臭においと共に、巨大な影がぬっと突き出す。

（殺やるしかない！）

　環樹は覚悟を決め、槓こう桿かんに手を伸ばした。次の瞬間、虎伏二尉が物陰から飛び出し、小さな袋のようなものを階段の反対側へと投げ付ける。

「────!?」

〝ピギャァァァ！〟

　ドラゴンはくるりと向きを変え、勢いよく走り出した。

「いまだ！」

　環樹たちは一気にステップを駆け上がり、右手にそびえる赤煉れん瓦が風建物の陰へ飛び込む。

　ズザァ！

「ハァ、ハァ………た、助かった……!?」

　息を整えながら階下を覗のぞき込こむと、小型ドラゴンは地面へ散らばった何かに夢中で食らい付いていた。

「……虎伏二尉、あれは？」

「酒のつまみのビーフジャーキーだ」

「は？」

「祝勝を上げる時のために買っておいたんだ。化け物には過ぎた肴さかなだったな」

　虎伏二尉は無言でドラゴンの背中を睨にらみ付つける。

「……ビーフジャーキー、好きなんすか？」

「ああ、好きだ。おかげで命拾いした」

　真顔で呟つぶやく特戦群小隊長の姿に、環樹は格の違いというやつを感じた。




　同日　三時三十五分　聖バジル国際病院本館三階産科病棟

〝ガシャン！〟

　何かが割れるような音に、花音はハッと身を起こした。

　寄りかかったベッドでは、小夜が穏やかな寝息を立てている。

「いまの音、何……？」

　窓の外を覗のぞき込こむと、白く霞かすむツインタワーが見えた。ガラスに映った顔は、疲れて目に隈くまが浮いている。

「やだ……ニキビができてる」

　手鏡代わりの窓に、花音はそーっと顔を近付けた。瞬間──、

　バン！

「ひっ[image: かんたんふぎもんふ]」

　黒いものがガラスを叩たたき、花音は思わず尻餅を突いた。

　窓には、体長一ｍを超す巨大タランチュラがベタリとへばり付いている。

「きゃあああああああああああ！」

　悲鳴を上げながら、花音はドアのほうへ這っていった。

（ど、どうしてモンスターがこんなところに？　そうだ、自衛隊の人を呼ばなきゃ！）

　助けを求め、病室のドアを開ける。そして、花音は凍り付いたように立たち竦すくんだ。

「何………これ」

　廊下は、一面濃い霧で覆われていた。緑の誘導灯だけが鬼火のようにぼんやり輝いている。

　慌てて病室へ戻り、ベッドを揺する。

「さ、小夜さん！　起きて！」

「ん……？　どうしたの、花音ちゃん？」

「霧が病院の中にまで入り込んできてるんです！　上の階に逃げましょう！」

「え、霧が!?　……っう！」

　顔をしかめる小夜に、花音はさっと手を差し伸べた。

「大丈夫ですか？　ゆっくりでいいですから、こっちの車椅子に移ってください」

「あ、ありがとう、花音ちゃん」

　患者衣姿の小夜がシートに収まるのを確かめ、花音は車椅子のグリップをギュッと握る。

「さあ、行きますよ！　少し揺れますけど我慢し──」




　ぺた………。




　ドアの向こうから聞こえた足音に、二人はハッと息を飲み込んだ。

　靴の音ではない。素足の何かが廊下を歩いている。

「か、花音ちゃん……」

「……隠れましょう」

　小夜を乗せた車椅子を押し、花音はシャワールームへ駆け込んだ。

　扉を閉め、じっと息を潜める。

　シート張りの床が、妙に冷たく感じられた。白い壁を見詰めながら、このまま通り過ぎてくれることを必死で祈る。

　ぺた………。ぺた………。ぺた。

　だが無情にも、足音は病室の前で立ち止まった。

　スライド式のドアがすーっと開き、ひやりとした冷気が室内に吹き込んでくる。

（こっちこないで！　お願い………!!）

　ペタリ……、ぺたり……、

　身を寄せ合いながら、二人は雨に濡ぬれた子犬のように震えていた。

　湿った足音が、皮を一枚一枚めくるように花音たちの許もとへ迫ってくる。

　ぺたり……、ぺたり………ぺたり。

　いよいよ足音が、シャワールームの前で止まった。

　床下の細い隙間に、黒い影が映り込む。

　抱き合う二人は、固く目を閉じ嗚お咽えつの声を押し殺した。

　そして──、

　コン、コン。

　え────!?

〝……薮木さん、鴬塚さん、いないのか？〟

　その声は……!!

「由見先生!?」

　飛び出してきた花音を、伊弦は驚いた顔で抱き止めた。

「おお、良かった！　二人とも無事だったか！」

　よろめいた拍子に、解ほつれたスリッパがぺたりと音を立てる。足音の正体はこれだったのだ。

「おどかさないでくださいよ、先生。あたしたち、ホントに怖かったんだから」

「そいつはすまなかった。それより君たちも早く上の階へ。自衛隊がすぐ下でモンスターを食い止めてくれている。いまのうちに、さあ！」

　頷うなずいた花音は、涙を拭いながら車椅子のハンドルをつかんだ。




　同日　三時五十三分　グロリア有あり明あけエアリアルタワー一階

　自動ドアをくぐると、御み影かげ石いし風の敷しき石いしにゴムの音がキュキュッと反響した。

　八九式小銃を構えた隊員たちが、無言でエントランスへと入り込んでいく。

「ホール内、クリア」

　報告を聞いた虎伏二尉は、小隊を集合させた。

「事前に達したとおり、爆破作業班はマンション基部にＴＮＴを設置。離脱支援班は屋上のクリアリング、警戒班は一階と地下一階を警戒せよ」

　撒まき餌え作戦終了の報告があってからすでに三分。早ければ数分以内に敵が押し寄せて来る。一分一秒が勝負だ。

「各班、分かれ！」

　一階の警戒を割り当てられた環樹は、ドア付近で罠わな線せんを張る作業に入った。敵がこのワイヤーに引っかかれば、各隊員の携帯無線機に警報が届く仕組みだ。

「小隊全員に無線が配備されてるなんて、さすが特戦群だよな……」

　ぼやきながら糸の張り具合を調整していると、一瞬、視界の片隅をサッと人影がかすめたような気がした。慌てて振り返るが、誰の姿も見当たらない。

「気のせい……か？」

　再び作業に戻るが、誰かに見られているような居心地の悪さを消し去ることができない。

「ん？」

　ふとかすかな気配を感じ取った環樹は、作業を続けながら、目線だけ正面のドアへ向けた。

　ガラスに映った大階段、それを上り切ったところに二つの影が立っている。髪の長い女性と、小さな女の子だ。

（見間違いじゃない。まさか……逃げ遅れた住民!?）

　咄嗟に振り返ると、二人はなぜか逃げるようにレセプションホールのほうへ駆け出した。

「え!?　ちょ、ちょっと待って！」

　環樹は携帯無線機を取り出し、通話口にフッと息を吹きかける。

「〇マル一ヒト、〇マル一ヒト、こちら〇マル三サンａアルフア。エントランス二階に住民と思おぼしき母娘おやこを発見。これより確認に向かう。送れ」

《〇マル三サンａアルフア、〇マル一ヒト。了。〇マル三サンｃチヤーリーをエントランス二階へ向かわせる。現地で合流せよ。送れ》

「〇マル一ヒト、こちら〇マル三サンａアルフア。了解、〇マル三サンｃチヤーリーとエントランス二階で合流する。それと……住民の避難が完了していたとの報告に誤りはないか、確認願う。送れ」

《〇マル三サンａアルフア、〇マル一ヒト。了、確認する。終わり》

　無線を切った環たま樹きは、嫌な予感に思わず舌打ちした。

　避難完了が誤報だったら最悪だ。爆破作戦の前提条件が根底から覆くつがえされてしまう。

「くそ、こうしちゃいられねえ……」

　すぐさま大階段を駆け上がり、母娘おやこが逃げ去ったカウンターのほうへ向かう。

「自衛隊です、救助にきました！　どなたかいたら返事してください！」

　環樹の声が、暗いホール内に反響した。

　返事はない。

　この辺りにいるはずだが、どこに隠れてしまったのだろう。

　周囲を見回す環樹の耳に、「バタン」と扉の閉まる音が聞こえた。

　慌てて振り返り、奥の暗がりへ目を凝らす。恐らく共用プールの辺りからだ。

「どうして救助にきた自衛隊から逃げるんだよ……」

　胸がざわつくのを感じながら、静まり返ったラウンジを慎重に進む。




　ピチョン……。　ピチョン……。　ピチョン……。




　プールのほうから、妙な物音が聞こえてきた。

　水音だ。

　避難する時、栓を閉め忘れたのだろうか。

　ガラス戸をくぐり、更衣室の前に立つ。

「どなたか、いますか……？」

　私物のヘッドライトを点つけると、足元でキラリと何かが反射した。

「あれは……スマホ？　どうしてこんなところに」

　拾い上げた液晶画面には、チャットアプリが表示されている。




【ママたすけ】




　入力途中のメッセージに、ぞくりと背筋が震えた。

（まさか、あの母娘おやこに何かあったのか!?）

　床には小さな水みず溜たまりが広がっている。よく見ると、そこから二人分の足跡が更衣室の中へ向かっている。

「すみません、入ります！」

　環樹は意を決し、目の前のドアを押し開けた。

　かび臭い空気が溢あふれ出だし、暗闇の中にスチールロッカーの列が浮かび上がる。

　狭い室内を見回した環樹は、訝いぶかしげに首を捻ひねった。

「………誰もいない？」

　おかしい。そんなはずは……。

　よく見ると、部屋の奥にもう一つドアがあった。どうやらプールへつながっているらしい。

「足跡もこっちに向かっているみたいだな……」

　環樹はステンレスの扉に近寄り、ゆっくりノブを捻ひねる。

　ガチャ、ギィィィィ……。

　鼻び腔こうに塩素の香りが広がり、水のたゆたう音が耳をなでた。

〝しくしく──。しくしく──〟

「誰だ！」

　考えるよりも早く、銃を持つ手が動いた。

　視線の先、プールサイドに幼い少女が座り込んでいる。エントランスで見かけたあの子だ。

「お嬢ちゃん、そんなところにいたのか……。ママは？」

　ホッと銃口を下げながら、環樹は尋ねる。

　女の子は背を向けたまま、丸い小さな肩をひっく、ひっくと上下させている。

「ママが………ママが…………」

「ママがどうしたの？」

　尋ねる環樹に、少女は答えた。

「ママが…………………おかしくなっちゃったの」

「え？」

　ザバァ！

　突然、水みず飛沫しぶきを上げてプールの中から女が飛び出してきた。

「ぎしゃああああああああああああ！」

「うおっ!?」

　プールサイドに押し倒された環たま樹きは、女の顔を見て愕がく然ぜんとする。

　女の頭部は、右目の上辺りからごっそり欠損していた。抉えぐれた頭蓋には、大きなダンゴムシのような生き物が食い付いている。

「ぎぎごがががが」

「まさか……敵性体が死体を操っているのか!?」

　灰色に濁った肌から、透明な粘液が滴したたり落おちてきた。

　死んだ魚のような臭においが、鼻先をプンと刺激する。

「いい加減………重いんだよ！」

　腹を蹴り上げると、女は「ぐえっ」と呻うめきながらプールサイドの上を転がった。

　同時に環樹は安全装置の切り替えレバーを回す。

「冥土の土産だ！　とっとけ、この野郎！」

　だが引き金を引こうとした瞬間、

「やめて！」

　横から少女が戦闘服の脚に飛び付いた。

「お願い！　ママをいじめないで！」

「お嬢ちゃん、危ないから離れて！　あれはもう君のママじゃない！」

「ママだよ！　ママだもん！」

　押し問答をしているうちに、女が四よつん這ばいの姿勢で起き上がった。

　女は白く腐ふ爛らんした眼めで、環樹たちを睨にらみ付つける。

「うぅう………」

　だが女は唸うなり声を上げるだけで、どういうわけか襲いかかってこようとしない。

　歪ゆがめられたその顔は、苦く悶もんの色を浮かべているようにも見える。

「ママ！　結ゆ愛あだよ！」

「ぐ………ゆ……あ」

　攻撃のチャンスだが、少女がすがり付いているせいで銃を撃つこともできない。

「ええい……こうなったら……離脱！」

　環樹は少女の身体からだを抱え上げ、脱だつ兎とのごとくプールを飛び出した。

　腕の中で、少女が「ママ！　ママ！」と激しくもがく。

「結愛ちゃん、頼むからじっとしてくれ！」

　懸命になだめながらレセプションホールへ駆け込むと、そこには〇マル三サンｃチヤーリー──首しゆ藤とう三曹が待機していた。

「あ、どうしました!?　薮木三尉、その子は!?」

「説明は後だ！　敵が来る！　そこに隠れろ！」

　敵と聞いて、首藤は訳も分からないままソファの陰へ飛び込んだ。向かい合う柱の陰に、環樹もするりと身を滑り込ませる。

「……一体どうしたんですか、薮木三尉」

　口を塞がれた少女は「んー、んー」と苦しそうに身み悶もだえしていた。

　その姿に少なからぬ罪悪感を覚えながら、環樹はここまでの経緯を簡単に説明する。

「……そういうことでしたか。くそ、モンスターめ！」

　憤いきどおる首藤三曹の背後で、べちゃり、と湿った足音が響いた。

「ユ、アぢゃ……ぁ……ん」

　環樹は銃を取り、グリップを握り締める。

　これ以上この子を連れて逃げることはできない。いまここで、あいつを殺やるしかない。

　柱の陰から顔を覗のぞかせ、首藤三曹にハンドサインで合図を送る。

（奴やつが近付いてきたら、撃て）

　頷うなずいた首藤は、八九式小銃の槓こう桿かんを引いて薬室内に実包を送り込んだ。

「ユ、アぢゃん、のず、ぎな……はんバァァアグ……づっぐっで、あるワよぉぉおぉ」

　女は壊れた機械のように、意味不明な言葉を繰り返していた。

　腐臭が濃くなり、べちゃり、べちゃりと粘っこい足音が迫ってくる。

　そして、吐き気を催すような臭においが辺りを包み、足を引きずる音がすぐ背後まで達した瞬間、

「よし、撃──」「ママぁ！」

　環樹の手を振りほどいた少女が、いきなり柱の陰から飛び出した。

「しまった！」

　女の口がバリッと裂け、少女の眼前へ迫る。

「がぁああぁぁ！」

「結愛ちゃん！」

　ボリン！

　柱にパタタ、と赤い血が飛び散った。

　少女の身体からだがびくりと跳ね、ゆっくり沈み込む。

「あ、ああ……」

　だが、

「マ、マ……？」

　床に座りこんだ少女は、不思議そうな面持ちで母を見上げた。

「あ、ぎぎ、グ、くク………」

　視界に映ったのは、自らの腕に食い付く女の姿。その肩はぶるぶると震え、蠟ろうのような額から、汗とも粘液ともつかぬ雫しずくが滴したたり落おちている。

「首藤、撃て！」

　間髪容れず、環樹は叫んだ。だが首藤三曹は、金縛りに遭ったように動けない。

　一いち瞥べつした環樹は、自分の銃を取り、安全装置を解除する。

「ゆ、……ア、に……はン…ばぁあグ…………」

「ああ、分かってる」

　引き金を引いた瞬間、女の頰を一筋の涙が伝った。




　同日　四時八分　グロリエ有あり明あけエアリアルタワー二階

　ソファに横たえられた少女は、戦闘雨具を毛布代わりに眠り込んでいた。頰を伝う涙の跡に、環樹はそっと眉を曇らせる。

「全員、転送した画像は確認できたか？」

　虎伏二尉が顔を上げ、ぐるりと小隊を見回した。

　広帯域多目的無線機コータムの制御端末はＯＳにAndroidを用いているので、スマホと同様、メールやデータを送受信することができる。

「いま送ったのが、避難後にマンションへ戻ったと思われる住民の顔写真だ。画像は住基カード登録時のものだから髪型などは変わっている可能性がある。その点注意しろ」

　人数は全部で五名。うち、二名はあの母娘おやこで間違いない。

　しかし……。

「はい、土方ひじかた二曹！」

　環樹の隣に立つ隊員が、握り拳を挙げて発言を求めた。

「何だ？」

「マンションへ戻った住民は五名とのことでしたが、写真は四人分しかありません」

「うむ。実はそのことなんだが……残る一名は、氏名も部屋番号も分かっていないらしい」

〝─────!?〟

「区役所によれば、避難所の名簿に名前を書いていなかったそうだ。隣近所とも交流がないため、詳しい情報は何も分かっていない」

　隊員たちの間から、かすかな動揺の気配が伝わってきた。

　グロリア有あり明あけエアリアルタワーは、三十三階建て一〇八九戸の高層マンションだ。

　すでに部屋番号が分かっている三世帯を除いても、候補となるのは一〇八六戸。仮に一部屋五分で確認できたとしても、全部調べるのに九十時間三十分かかってしまう。

　もちろん分担して回ればその分時間を短縮できるが、捜索には二名から四名の組を作る必要があるので、やはり十時間くらい見積もる必要があるだろう。

　説明を聞いた環樹は、ためらいがちに手を挙げた。

「あの、虎伏二尉。ちゃんと避難者名簿を書いてる人もいるんですよね？　その分を潰せば、捜索対象はかなり絞れるんじゃないですか？」

「うむ。向こうもそう考えてリストを集めたらしい。だが記入漏れやいい加減な記載が多く、もう一度把握のやり直しが必要とのことだ」

（名簿書かせた意味ねえじゃんか……）

　作業の主旨も考えず、形だけこなそうとするからこういうことになる。

「何とか絞り込めた約半分については、先にデータを送るよう依頼してある。残り半分は整理するのに一、二時間くらいかかるらしいから、あまり期待しないほうがいい」

「くっ………」

　撒まき餌え作業が終了して二十分近く経たつ。いつモンスターたちがここへ押し寄せくるか分からない状況で一、二時間も待てだと？　役所は自衛隊をバカにしてんのか！

「……小隊長、最後の一人は諦めるべきです」

　土方二曹が、ずばり言った。

「この状況では残る二名を救助するのが先決、それ以上の行動は部隊全体に危険を及ぼすだけでなく、先に救助した二名の身も危険に晒さらします」

「そうだな、土方二曹の言うとおりだ。わたしもその方向で考えている」

　……………。

　沈黙が、小隊を覆った。

　ソファのほうから、寝息に混じって「ママ、ママ……」と呼ぶ声が聞こえてくる。

　環樹は思う。

　俺は今日、何人の命を諦めた？　何度、救える命を見限った？

　土方二曹や虎伏二尉の発言は至極当然の判断だ。

　しかし、それでも、俺は……。

「待ってください」

　環樹の声に、隊員たちが振り返った。

「諦めるのは、少し早いと思います」

　虎伏二尉が、威圧感のこもった目で環樹を睨にらみ付つける。

「決心は早いほうが良いい。兵は拙速を聞くも、未いまだ巧たくみの久しきを覩みざるなりだ」

「分かってます。ですが、もしその五人が一緒にマンションへ戻っていた場合、問題の不明者が降りた階を誰かが覚えているかもしれません。それだけでかなり捜索範囲は絞られます」

「仮定の話に過ぎん」

「でも０％ではありません。諦めるのは、それを確認してからでも遅くないと思料します」

「いや、もう遅い。敵はすぐそこまで迫っている」

「……………」

　睨にらみ合あう二人の前で、土方二曹が再び拳を挙げた。

「小隊長、防災無線で呼びかけてみてはいかがでしょう」

「防災無線？」

「はい。『マンション内に残っている人がいたら、いまから言う電話番号に至急連絡してください』と呼びかけるのです。防災無線なら、こちらの位置を特定されることもありません」

「ふむ、その手があったか……」

　予想外の援護射撃に、環樹が驚いて振り返る。

「土方二曹、お前、反対だったんじゃないのか？」

「自分はリスクを秤はかりにかけただけです。全員救えるなら、それに越したことはありません」

　この野郎、意外と食えねえやつだな。

「よし、では薮木案と土方案の両睨にらみでいこう。三人で組を作り、うち二組を部屋番号が判明している二名の救助チームとする。救助チームは、要救助者を救助後、残る一名の情報を収集しろ。薮木三尉、お前も土方二曹と組んで救助チームだ。もう一人の人選は任せる」

「了！」

　指示を受けた環樹は、周囲を一いち瞥べつして見知った顔を探した。とは言え、馴な染じみのない部隊では対象も自おのずと限られてくる。

「じゃあもう一人は……首藤三曹、お前だ」

「は、はい！」

　メンバーが決まったところで、虎伏二尉が小隊全体をぐるりと見回す。

「武器と弾薬、装具の点検を実施！　異状の有無を組長に報告！」

　準備を整えた環樹たちは、慌ただしく非常階段へと向かった。




　同日　四時十六分　グロリア有あり明あけエアリアルタワー十八階

　十八階に上がった環樹たちは、周囲を警戒しながら外廊下をしずしずと歩いていた。

　吹き抜けから立ち昇った霧が、視界を白く濁している。

「……土方、まだ防災無線に対する反応はないか」

「ええ。放送が聞こえない場所にいるのか、あるいは電話をかけられない状態にあるのか。いずれにせよ、これから救助する二名が持っている情報に期待するしかありません」

　三人は、壁からわずかに身を離して歩いていた。コンクリート壁の場合、当たった銃弾が滑ってくる恐れがあるため、身体からだを付けないのが常識だ。

「要救助者の部屋はこの先の一八二七号室だな。一階の警戒班が鳴らしたインターホンには反応がなかったらしい。敵性体が潜んでいる可能性もある。気を引き締めて行け」

「「了！」」

　部屋番号を確認しながら、環樹たちは慎重に歩を進める。

　その時、

　──カサ。

　前方を警戒する土方二曹がサッと銃を構えた。

　霧の中に気配を感じる。どこからか、こちらをじっと見ている奴がいる。

「この足音……恐らく蟲むし型がただ。蟲むし型がたは重心が低くて狙いにくいから注意しろ」

「了」

　間違いなく敵はすぐそばにいる。しかし、なぜかこちらへ近付いて来ない。

　いや、近付いてこないんじゃない。まさか……。

「上だ！」

　環樹が叫ぶと同時に、土方がすかさず銃口を持ち上げた。

　すぐ目の前の天井、そこに長さ二ｍはあろうかという巨大ムカデが張り付いている。

　パン！　パン！

　シュルルルル──!!

　弾は胴体をかすめ、天井に黒い穴を穿うがった。

「くそっ、すばしっこいやつめ！」

　上方の目標は撃ち慣れていないので、うまく狙いを定めることができない。

　照門を覗のぞき込こむ土方の前に、再びムカデが迫ってくる。

　土方はゆっくり息を吐き出し、もう一度狙いを定めた。が、

　シュル───!!

「むっ!?」

　襲いかかってくるかに見えたムカデは、突然進路を変え、すぐ隣の部屋へ向かった。

　プレートに書かれた番号は一八二七、要救助者の居室だ。

「こいつ……中に人がいるのを感知してやがるのか!?」

「チッ！」

　小銃から手を離した土方二曹は、すかさず太ももの拳銃を引き抜いた。

　パン！

　発砲音と同時にムカデの頭部がホウセンカのように破裂する。

「ヒュウー」

　さすが特戦群だ。環樹では百年かかっても真ま似ねできそうにない。

　床の上でのたうち回る胴体にとどめを刺した土方二曹は、拳銃をタクティカルホルスターへ収め、小銃を握り直した。

「目標撃破」

「よし、敵が集まってくる前にとっとと要救助者を助けて離脱するぞ」

　環樹はドアに駆け寄り、そっと中の気配を窺うかがう。一応ノックしてみるが、応答はない。

「鍵がかかってるな。やむを得ん、こじ開けよう」

　頷うなずいた土方二曹が、ノブの横を撃ち抜いてかんぬきを外した。間をおかず、環樹たちが部屋の中へ踏み込む。

　……………。

　室内はしんと静まり返っていた。明かりが消えた廊下は、外に比べてひんやりしている。

「自衛隊です。どなたかいらっしゃいますか？」

　再度呼びかけてみるが、相変わらず応える声はない。

　前を歩く首藤三曹が、ふと足を止めて耳を澄ました。

「薮木三尉、リビングのほうからテレビの音が聞こえてきます」

「うん。俺はリビングへ向かう。お前たちは他の部屋のクリアリングを頼む」

　二人が頷うなずくのを確認し、環樹は廊下の奥へ足を向ける。

　居間を覗のぞき込こむと、リビングの隅で、チカチカと無機質な光が瞬またたいているのが見えた。

　その前に、黒い影が──

　敵性体!?

　一瞬、緊張感が全身を駆け巡った。が、よく見るとテレビの前に座っているのは敵ではない。遺影を抱えた老人だ。

　写真と同じ顔。名前はたしか……。

「若わか浜はまさん、ですか？」

　老人が、油の切れたロボットのような動作で振り返った。

「あの、若浜さん……ですよね。我々は自衛隊です。あなたを救助に来ました」

「……家内がね、戻ってくるのを待ってるんですよ」

　脈絡のない返答に、思わず「え？」と尋ね返した。

「家内がね、出かけてるんです。だから……戻ってくるのを待ってるんですよ」

　黒い額縁の中では、奥さんと思おぼしき女性が穏やかにほほ笑んでいる。

　もしやこの人……認知症というやつか？

「若浜さん、奥さんはここには戻ってきませんよ。早く避難しましょう」

「ですから家内をね、待ってるんです……」

　さっきから会話が通じない。このままでは埒らちが明かない。




　ビー、ビー、ビー、ビー!!




　────!?

　その時、骨伝導スピーカーが鋭い警報を鳴らした。

　この音……玄関の罠わな線せんが反応した!?　敵がマンションへ戻ってきたんだ！

「若浜さん、早くしてください！　もう時間がありません！」

　慌てた環樹は、老人の腕をぐいっとつかんだ。嫌がる相手を力任せに引っ張り、無理やりソファから立たせようとする。

「いけません、薮木三尉！　無理やり言うこと聞かせようとしちゃ！」

　その背中を、首藤三曹の声が呼び止めた。

「む、首藤か？　いや、しかし……」

　特戦群の三曹は、バラクラバを取り、老人の前に屈かがみ込こむ。

「若浜さん、怖がらせてしまい申し訳ありません。奥さんでしたら先に行って待ってますよ。ここにいたら奥さん心配しちゃいますから、ね？」

　先ほどまで頑かたくなに動こうとしなかった老人が、急におとなしく頷うなずいた。促されるまま手を取り、ソファからゆっくり立ち上がる。

「首藤、お前すげぇな……」

「高校生の頃、祖父の介護を手伝ってましたから」

　クリアリングを終えて戻ってきた土方が、首藤の姿を見て然しかりと頷うなずく。

「薮木三尉、これがこいつの能力です。戦うだけならレンジャーと変わりありません。現地人と交流し、情報収集や戦闘訓練を行うからこその特戦群です」

　土方に天才的な射撃センスがあるように、首藤もまた、他の隊員では真ま似ねできない優れた感性を持っているというわけだ。

　老人を背負った首藤は、抱え心地を確かめながら肩越しに振り返った。

「そういえば若浜さん、ここへ戻るとき、一緒に来た人はいませんでしたか？　その人が何階で降りたか覚えていたら助かるんですけど」

　首藤の問いかけに、老人は不思議そうな面持ちで首を傾かしげた。

　どうやら他の要救助者に関する情報は持っていないらしい。あるいは覚えていないだけか。

「すみません、薮木三尉。これ以上はちょっと……」

「いや、充分だよ。とりあえず虎伏二尉に状況だけ報告しとこう」

　環樹は携帯用Ⅱ型の無線機を取り出し、小さく息を吹きかけた。

「〇マル一ヒト、こちら〇マル三サンａアルフア。要救助者ｄデルタを保護した。要救助者ｅエコーに関する情報はなし。送れ」

《〇マル三サンａアルフア、〇マル一ヒト、了。一階は敵が多数侵入しつつあり、長時間は支え切れない。要救助者ｃチヤーリーとｄデルタが屋上に到着次第、こちらも離脱する》

　無線機の向こうから銃声や怒号が聞こえてくる。状況はかなり切迫しているらしい。

「〇マル一ヒト、〇マル三サンａアルフア。確認だが、要救助者ｃチヤーリーから要救助者ｅエコーの追加情報はないか。送れ」

《〇マル三サンａアルフア、〇マル一ヒト。要救助者ｅエコーの追加情報はない。終わり》

　ブツッ、……………。

　通話の切れた無線機を握りしめ、環樹はじっと俯く。

　もう、ダメなのか……。

　あと一人、たった一人だけなのに、見捨てるしかないのか……。

「薮木三尉……」

「ああ……分かってる。離脱するぞ。土方二曹、先頭頼む」

「了」

　土方が頷うなずき、銃を構えた。その後ろから、若浜を背負った首藤三曹と、環樹が続く。

　迷彩服姿の三人は、老人を囲むようにリビングを出た。直後、玄関のほうから「キキィ」と耳みみ障ざわりな啼なき声ごえが聞こえてくる。

「敵性体か！」

　銃口を向けた先、壊れたドアの隙間から巨大ムカデが這は入いり込もうとしているのが見えた。

「あいつら、やっぱり人間の気配が分かるみたいですね」

「ああ、面倒なやつらだ……ん？」

「どうしました、薮木三尉？」

「待てよ、だったらあの方法があるんじゃねえか……？」

「あの方法とは？」

　首藤の問いに答えず、環樹は先頭の土方二曹へ指示を飛ばす。

「土方、そいつの動きを止めろ！　動けなくするだけでいい！　殺すな！」

　ピクリと眉を動かした土方は、「了」と答えて引き金を三回引いた。

　パン！　パン！　パン！

　細長い胴体が千切れ飛び、頭部だけが玄関にボトリと落ちる。

　わさわさと蠢うごめく頭を踏みつけ、土方が振り返った。

「殺しませんでした」

「お、おう……」

　環樹は頷うなずきながら、再び無線で虎伏二尉を呼び出す。

「〇マル一ヒト、〇マル三サンａアルフア。要救助者ｅエコーの位置を確認する方法を思い付いた。送れ」

《〇マル三サンａアルフア、〇マル一ヒト。ヘリは〇マル四ヨン三サン五ゴーに到着する。救助する時間はない。送れ》

「いいから聞いてください！　残りの一人、助けられるかもしれないんです！」

《〇マル三サンａアルフア、〇マル一ヒト。繰り返す。救助は不可能。諦めろ。送れ》

「……俺は命かけて話してるんです。命かけてる人間に、あんたは背中見せるんですか」

《…………〇マル三サンａアルフア、〇マル一ヒト。送れ》

　溜ため息いき混じりの虎伏二尉に、環樹は思い切って口を開いた。

「敵性体を利用します」

《─────!?　……説明しろ。どういう意味だ》

「奴やつらの中には、人間の位置を探知する能力を持ったやつがいます。そいつを使うんです」

《理屈は分かるが、どうやってそれを使う》

「いまこちらで、その能力を持った敵性体を捕獲しました。近くに人間がいれば反応で分かります。俺たちに行かせてください。お願いします！」

　無線の向こうから、再び「ふぅ」と息を吐き出す音が聞こえた。

《………先ほど要救助者ｃチヤーリーが、要救助者ｅエコーは十五階で降りたと話したらしい》

「え？　それじゃあ……!!」

《援護に回した一組がもうすぐそちらへ着く。要救助者ｄデルタをそいつらに預け、〇マル三サンは要救助者ｅエコーの救出に当たれ。ただし、こちらもそう長くは持たせられない。〇マル三サンは〇マル四ヨン三サン五ゴーに屋上へ到着できるごとく行動せよ！》

《了！》

　チラリと見えた腕時計の時刻は〇マル四ヨン二ニー三サン、あと十二分で要救助者を発見し、屋上まで連れて行かなければならない。

　無線を切った環樹は、土方と首藤のほうを振り返った。

「聞いていたか、二人とも。すまんが面倒事に付き合わせることになった」

「面倒とか言わないでくださいよ、薮木三尉」

「特戦群の任務に面倒じゃない任務などありません。同じ面倒なら、命かける価値ある面倒のほうが俺の好みです」

「そうだな……二人ともありがとう。よし……そんじゃ、行くぞ！」

「「了！」」

　飛び出したドアの向こうは、一面灰色の霧に覆われていた。




　同日　四時二十七分　グロリア有あり明あけエアリアルタワー十五階

　銃剣に貫かれたムカデの頭部が、ドアの前でワシャワシャと暴れ出した。

「薮木三尉、反応ありです」

「よし、この中か……土方二曹、鍵を破壊しろ」

「了」

　かんぬきを撃ち抜いた土方が、首藤と扉を挟み込むように立つ。

　環樹が背中を叩たたいて合図を送ると、土方がドアを押し開け、後から続く首藤と共に、壁かべ際ぎわで銃を構えた。

「……………」

　暗い廊下に戦闘靴の足音がしずしずと鳴り響く。

　再び環樹の合図で、土方たちは手前の部屋へ突入する。

「クリア」

　入口の床に制圧完了を示すテープを貼り、三人はその先の浴室へ向かった。

　射線が被かぶらないよう、わずかに位置をずらしながら、環樹たちは狭い廊下を進んでいく。

（待て）

　先頭を歩く土方が、停止のサインを送った。

　そのままわずかに屈かがみ込こみ、迷彩革手で床を擦こする。

　手袋には、赤い液体が付着していた。

　血だ。脱衣所から浴室のほうへ、点々と赤い染しみが続いている。

〝ウゥウウゥゥ………〟

　────!?

　不意に浴室内から低い唸うなり声が聞こえてきた。

　曇り硝子がらすの向こう、大きな黒い影が見える。

　三人は目配せをし、ゆっくり呼吸を整えた。

　環樹が指をかざし、突入のタイミングを統制する。

（行くぞ。三、二──）

「ガウルルルルゥゥゥ！」

　カウントを終える前に、浴室の中から黒い塊が飛び出してきた。

「うおっ!?」

　体当たりされた環樹は、尻餅をつきながらナイフを引き抜く。

〝ま……待って！〟

「!?」

　刃先がピタリと止まった。

　聞こえてきたのは浴室の中からだ。

〝その子は殺さないでください！　僕のペットなんです！〟

　よくよく目を凝らして見ると、環樹に飛び付いてきたのは白い小型犬だった。

　頰を舐なめてくる感触に、思わず全身の力が抜ける。

「なんだ、ワン公か。死ぬかと思った……」

　尻尾を振る犬を膝から下ろした環樹は、ナイフを収めながら浴室を覗のぞき込こんだ。

　広々としたバスルームには、瘦せた男がぽつんと座り込んでいる。

「すみません。こいつ、僕が怪物に襲われて動けなくなったのを守ってくれてたんです」

　まさに忠犬と言ったところか。環樹にとってはいい迷惑でしかなかったが。

「他にはもう誰も残っていませんね」

「ええ。僕とこの子、リリーだけです」

　男の言葉に環樹は安あん堵どの表情を浮かべる。

　これ以上ペットに襲われたら、心臓がいくつあっても足りない。

「首藤、彼の怪け我がの具合はどうだ」

「……大だい腿たい骨が折れてますね。手足にも外傷がいくつか。応急手当として、洗面所の突っ張り棒で添え木をしておきます」

「頼む。現在時〇マル四ヨン二ニー八ハチか……。なんとか時間までに戻れそうだな。手当てのほうはどれくらいかかる？」

「間もなく終わります」

「よし、終わり次第、すぐに離脱する」

　環樹はリリーの頭を撫なで、肩に吊つっていた銃を握り直した。そこでふと、左手の甲がぱっくり裂けていることに気付く。

「どうしました、薮木三尉？」

「いや、どこかでちょっと切ったみたいだ」

「痛むようでしたら一緒に手当てしますが？」

「大した怪け我がじゃないさ。それより時間がない、行くぞ」

　頷うなずいた首藤が男を背中に担かつぎ上あげ、環樹たちは愛犬と一緒に玄関をくぐる。

　廊下へ出た瞬間、土方二曹が鋭い視線を周囲に向けた。

「霧が濃くなってますね……」

「ああ。屋上に着くまで気を抜くな」

　濃霧をかき分けるように、環樹たちは早足で階段へ向かう。

　と、その時。

「ウゥゥ………ワン！　ワン！」

　突然リリーが立ち止まり、背後の霧へ向かって激しく咆ほえ始めた。

「どうしたんだ、リリー。行くよ」

　飼い主が促しても、一向にその場を動こうとしない。

「様子がおかしい。まさか……敵性体か？」

　ぺたり……。

　視界を覆う靄もやの向こう、湿った足音が響く。

　乳白色に沈んだ澱おりの中、黒い影が揺れる。

〝グる……ギるル……〟

「あ………!?　あいつは……!!」

　その姿を目にした瞬間、環樹はカーっと頭に血が上るのを感じた。

　継ぎはぎだらけの巨体、腕から生えた管、そして、弾丸に穿うがたれた頰の傷……。

「てめぇ………品井の仇かたきか!!」

「薮木三尉！」

　首藤に呼び止められ、環樹はピタリと銃口を止める。

「救助者もいます！　ここは退避を！」

「………くそっ！　階段へ！」

　環樹たちは、狭い外廊下を一気に走り出した。

　屍肉人形フレツシユゴーレムは三日月型の口を歪ゆがめ、ダンッと勢いよく床を蹴る。

　たちまち、継ぎはぎで覆われた巨体が背後に迫ってきた。

　速い、このままでは追い付かれてしまう！

「土方、首藤！　お前らは要救助者を連れて先に屋上へ向かえ！　ヘリが到着する〇マル四ヨン三サン五ゴーまでに俺が戻らなかったら、マンションを爆破するよう伝えろ！」

「そ、そんな、一人では危険です！　俺も援護します！」

「土方、お前は首藤に付け！　首藤は要救助者を背負っていて銃を持てない！」

「け、けど、無茶です！　あと五分もありません！」

「頼む！　やらせてくれ！　あいつは……あいつは俺が片を付けなきゃいけないんだ！」

「……………了」

「よし、行け！」

　土方たちが走り去るのを見届けた環樹は、小銃の安全装置をカチリと連射位置へ回した。

　………後は頼んだぞ、お前ら。

「お待たせしたな、継ぎはぎ野郎！　いまからウチの部下を殺した落とし前付けてやっから、覚悟しやがれ！」

　言うや否いなや、引き金を一気に絞り込む。

　ダダダダダ！

　同時に屍肉人形フレツシユゴーレムはゴムボールのように飛び上がり、両脚で天井の壁を蹴った。目にも留まらぬ速さで空くうを切り、狭い通路を縦横無尽に跳ね回る。

「くそっ、逃げんなオラァ！」

　カラ薬やつ莢きようが床に散らばり、チリンチリンと音を立てた。トリッキーな動きに翻弄され、弾丸は次々と霧の中へ吸い込まれていく。

「チッ、もう弾切れか……!!」

　弾倉をリロードしようとした瞬間、右手にチカッと熱いものが触れた。

　じゅううううううううう[image: かんたんふ]

「うっ!?　ぐっ、あああああぁぁぁ！」

　腕から白い煙が上がり、迷彩服が紙のように崩れ落ちる。

「品井を溶かした、あの液体か……!!」

　歯を食いしばった環樹は、呻うめき声を抑えて駆け出した。

　これじゃまともに銃を撃てない。一旦態勢を立て直さなければ。

〝ゴあァぁ！〟

　屍肉人形フレツシユゴーレムが、背後から追いかけてくる。

　慌てて廊下を曲がり、階段室に飛び込む。

（くそ、どこかに隠れねえと……!!）

　ステップを駆け下りた環樹は、藁わらにも縋すがる思いで外廊下を見回した。すると、階段室脇のドアがわずかに開いていることに気付く。

「あそこだ！」

　考える間もなく中へ転がり込み、後ろ手にバタンとドアを閉めた。

「ハァ、ハァ、ハァ……ぐっ！」

　肩で息をつきながら、苦痛に顔を歪ゆがめる。

　痛みはどんどんひどくなっている。このままでは銃を握ることさえできない。

「残る武器は……手しゆ榴りゆう弾だんだけか」

　だがこんな狭い場所で手しゆ榴りゆう弾だんを使ったら、間違いなく自分も爆発に巻き込まれてしまう。おまけに敵は俊敏なので、足止めしなければ致命傷を負わせることすら難しい。

「くそ、どうすれば……」

〝グぎる……‥ウぅ〟

　ドアの向こうから、屍肉人形フレツシユゴーレムの声が聞こえてきた。

　凶暴な肉人形は、迷うことなくこの部屋へ近付いてくる。

「くそっ、しつこい奴やつめ……」

　追い詰められた環樹は、身を潜める場所を求めて寝室のクローゼットを開いた。

「ん………？　これは…………」




　　　　＊




　衣類に紛れた環樹は、狭い隙間からそっと室内を覗のぞき込こんだ。

　ドアがギィィ……と押し開けられ、継ぎはぎだらけの巨体が姿を現す。

　屍肉人形フレツシユゴーレムは、鼻をひくつかせながら油断なく周囲を窺うかがっていた。盛り上がった筋肉が蠢うごめき、縫い目がミミズのようにのたうち回る。

（やっぱり匂いをたどってきたか。化粧台の香水をばら撒まいておいて正解だったな）

　念のため他人の衣服を身体からだに巻き付けているので、そう簡単に見付かりはしないだろう。

　化け物の横顔を睨にらみ付つけ、環樹はじっとチャンスを待つ。

（早く背中を向けろ。その時がてめぇの最さい期ごだ……）

　だが屍肉人形フレツシユゴーレムは、突然予想もしなかった行動に出た。

　いきなり胸の継ぎ目に指を突っ込み、ぐちゃぐちゃと中をかき回し始めたのだ。

（な、何だ？　あいつ、何をして……）

　そして広がった縫い目から、小さな板状のものをぬるりと取り出す。

（あれは……まさか、品井のスマホ!?）

　間違いない。アニメのキャラをプリントしたカバーにハッキリと見覚えがある。

　怪物は、慣れた手つきで液晶画面に触れた。

（バ、バカな!?　敵性体がスマホを操作できるだと……!?）

　しかしよくよく考えてみれば、あの屍肉人形フレツシユゴーレムは女性自衛官ＷＡＣの死体に合言葉を喋しやべらせていた。もしかしたら、何らかの方法で死者の記憶を読み取ることができるのかもしれない。

（おい、ちょっと待てよ。記憶を読み取れるということは……）

　環樹がそれに気付いたのは、クローゼット内でバイブ音が響き渡るのと同時だった。

　ヴゥゥ、ヴゥゥ……。

（─────[image: かんたんふぎもんふ]）

　環樹のスマホだ。屍肉人形フレツシユゴーレムが、獲物の場所を突き止めるために電話をかけたのだ。

（ま、まずい！　服が邪魔で手が届かない……!!）

〝グ、ぐブ、ふ……〟

　屍肉人形フレツシユゴーレムは奇怪な呻うめき声を上げ、ゆっくりとクローゼットの前に立った。

　そして、扉の前に血で濡ぬれた手の平をかざす。

（こうなったら、ここで殺やるしか──）

　だが環樹が手しゆ榴りゆう弾だんに手を伸ばしかけた瞬間、




　ドスドスドスッ！




　腕から生えた管が、無慈悲にクローゼットを貫いた。

（あ…………）

　手しゆ榴りゆう弾だんのピンに指をかけたまま、環樹は全身を硬直させた。串刺しにされた扉が、ミシリと音を立ててひび割れる。

〝ぎ、ヒ、ふ……ゴブ、ごッフ！〟

　屍肉人形フレツシユゴーレムの口から、勝利の雄お叫たけびにも似た奇声が漏れた。割れたクローゼットの扉が崩れ落ち、押し込まれていた衣類がどっと外へ溢あふれ出だす。

〝ゴ………？〟

　だがそこで、屍肉人形フレツシユゴーレムはピタリと三日月形の口を閉じた。継ぎはぎだらけの顔が、一層醜く歪ゆがむ。

　それもそのはず。クローゼットの中は空っぽで、獲物の姿はどこにも見当たらなかった。

　首を傾かしげる屍肉人形フレツシユゴーレムの背中に、何かがドンとぶつかる。

「よう、探したか？」

　環樹の声だった。

　ベッドの下から飛び出した環樹が、屍肉人形フレツシユゴーレムの背中にスポーツバッグを押し付けていた。

　バッグの中には八八式鉄帽と戦闘防弾チョッキが詰め込まれている。そしてその底には、救急キットの包帯で縛り付けられた手しゆ榴りゆう弾だんが──

「スマホは囮おとりだ。攻撃する時は必ず動きが止まると思ったぜ」

　次の瞬間、手しゆ榴りゆう弾だんが閃せん光こうを発し、猛烈な爆風と共に無数の金属片が屍し肉にくの塊を引き裂いた。




　　　　＊




　内臓をぶちまけた屍肉人形フレツシユゴーレムのそばで、環樹は力尽きたように座り込んでいた。

　口に咥くわえた煙草たばこが、天井に向かって細い煙をたなびかせている。

「品井……勝ったぞ。俺たち第二小隊の……勝利だ」

　スマホは最初からアラームが鳴るようにセットしていたが、その前に電話をかけられたのは予想外だった。結果オーライとは言え、ギリギリの勝利だったことに違いはない。

「いま〇マル四ヨン三サン三サンか。何とか脱出には間に合いそ──っう!?」

　立ち上がろうとして、鈍い痛みに呻き声を上げた。そして、違和感に顔をしかめる。

「な、何だ……？」

　脚が……動かない。

　いや、脚だけではない。全身に力が入らない。

「まさか……」

　何とか左手を持ち上げると、皮手袋の下の切り傷が紫色に腫れ上がっていた。

　これは……ムカデの毒!?

　突然込み上げてきた吐き気に、環樹は「うっ」とえずいた。目の前がぼんやり霞かすみ、地面が地球儀のように回り始める。

「そ、そうだ……無線」

　環樹はホルダーを外し、携帯無線機を取り出した。が、無線機は爆発の衝撃で壊れていた。

「ウソ、だろ……」

　スマホはまだ使えそうだが、助けを呼ぼうにも特戦群隊員たちの連絡先が分からない。

　このままじゃ、ビルの爆発に巻き込まれちまう……。

　ヴゥゥ、ヴゥゥ……。

　手にした携帯電話が、不意に着信ランプを明滅させた。震える指を何とか動かし、藁わらにもすがる思いで通話ボタンを押す。

「……も、もしもし………？」

《薮木さんですか!?　やっとつながった……いまどこですか!?》

「その声……明葉ちゃん……か？　場所は……どこだ？　俺にも、分から……ない………」

《マンション内にはいるんですよね!?》

「ああ…………」

　気が付くと、呂ろ律れつもうまく回らなくなっていた。明葉の声が段々遠のいていく。

《薮──ん！　──五─、いえ、三───》

　スマホが手から滑り落ち、床の上でゴトリと音を立てる。拾い上げようとしても腕の力が入らない。

　おいおい、どうするんだよこれ。大ピンチじゃねえか……。




〝グルルル……〟




　玄関から聞こえた唸うなり声に、環樹はハッと目を開けた。

（敵性体？　しかも、一匹じゃない……）

　これまで感じたこともない恐怖が身体からだの芯から溢あふれてきた。

　冗談じゃねえぞ、花音に生きて迎えに行くって約束したのに。銃、銃はどこだ……。

　ふと顔を上げると、死んだはずの妻が、じっと環樹を見下ろしていた。

（陽、夏……？）

　亡なき妻は、何か言いたげな面持ちで環樹を見詰めている。

（……そんな顔しないでくれよ。これでも精一杯やってきたんだからさ）

　苦手な家事もこなした。下着は花音のものと分けて洗うようにした。

　部内幹候の試験も受けた。部下の仇かたきも取った。

　なあ、褒めてくれよ。ほら、初めて会った時みたいに……。




〝ゲキャ、ゲキャキャ〟

　破れたドアから、醜い小鬼ゴブリンたちがぞろぞろ入り込んできた。

　手には金かな槌づちやノコギリ、錐きりなどの工具が握られている。

　え……？　お、おい、冗談だろ……。それを使って、何するつもりだよ……？

　環樹はゴクリと唾を飲み込んだ。

　取り囲む魔物たちを凝視し、感覚が麻ま痺ひしていることに心から感謝する。

　これが、報いか。

　陽夏、花音……すまん。




　と、その時だった。




　ダダダン！　ダン！　ダン！

　銃声が空くうを切り裂き、目の前にいた小鬼ゴブリンの頭がトマトのように弾はじけ飛んだ。

「え!?」

「薮木三尉、無事ですか！」

「その声は、土方……？　それに、虎伏二尉……と、首藤、まで？　どうして、ここに……」

　銃を握った虎伏が、環樹の前に屈かがみ込こむ。

「内局のＬＯが、アメリカ海兵隊幹部を通じて軍事偵察衛星の情報をこちらへ回してくれたんだ。向こうさんの電波観測衛星は、携帯電話の発信源を三次元で特定することができる」

「ＬＯ……？　まさか、明葉ちゃん……が？」

　なるほど、あの電話はそのためにかけてきたんだ。

「薮木三尉、悪いが急ぐぞ。ヘリにビーフジャーキーを残したままだ」

　虎伏に抱え上げられた環樹は、疲れた目をそっと閉じた。

　すまん、陽夏。そっちへ行くのは、もう少し後になりそうだ……。

　瞼まぶたの裏に映った陽夏の姿は、いつのまにかあの日と同じ笑顔に変わっていた。




　同日　四時四十一分　東京メトロ日ひ比び谷や駅えき周辺

　四両のＣ４改修型一〇式戦車は、日ひ比び谷や交差点の真ん中で霧が晴れるのをいまかいまかと待ち構えていた。

　巨獣の足音は、いまや宮きゆう城じようを揺るがすほどに迫っている。

「小隊長、このままでは霧に飲み込まれてしまいます！　一旦後退を……!!」

「まだだ！　まだ戦っている奴やつらがいる……!!」

　展望塔キユーポラから身を乗り出した車長のすぐそばで、ターンと銃声が鳴り響いた。霧の中から飛び出したモンスターを、普通科隊員が狙撃したのだ。

　倒れ伏す敵を眺めながら、車長は奥歯をグッと嚙かみ締しめる。

〝俺たちは置物じゃない〟

　四十四ｔを誇る鋼鉄の獅し子しが、装甲を震わせ泣いているのが聞こえる。

　まだか。突撃の号砲はまだか。早く、早く……。

　突然、遥はるか前方でドオオォォン！　と大きな爆発音が起こった。

　同時に目の前の霧が、水を落としたようにフッと薄まる。

「見えた！」

　真まっ直すぐ伸びる晴はる海み線の向こう。ばら撒まかれたエサに食い付く巨獣の姿が、ハッキリと視認できた。紫色の体皮が、月光を浴びて艶なまめかしく輝いている。

「各車ヒトマル、小隊長車ヒトヨン！　戦闘用ォー意！」

　車長は砲塔に滑り込みながら、手袋を嵌はめた手で戦闘Ｂ管理ＭシステムＳディスプレイに触れた。

　パスワード入力済みのモニタは赤外線ビームにより指の動きを検知し、デジタルマップで彼我の位置情報をアイコン表示する。

　ＢＭＳディスプレイで目標をタップすると、砲手はすかさず照準ハンドルを操作し、二〇インチ照準ディスプレイ上に敵影を捉えた。

　拡大表示されたベヒーモスの頭部に触れればロック完了。あとは照準線レテイクルが赤外線・可視光画像追尾により自動で目標を追いかけてくれる。

「レーザー発射！」

　測遠ボタンを押しながら、砲手が叫んだ。

　レーザー測距により敵との距離が計測され、環境センサーが測定した風向・風速・気温・気圧データに基づき射撃諸元が自動補正される。

　この間、砲手は過去の戦車のように照準潜望鏡のアイピースを覗のぞき込こむことはない。デジタル画像はモニタに触れるだけで拡大・縮小できるので、照準用アイピースなど必要ないのだ。

　そして小隊長車で行われているこれら一連の操作は、すべてリアルタイムで小隊各車のディスプレイにモニタリングされている。

《砲手、目標照準、射撃準備よし！》

　自動装塡装置ＡＬＳが振動し、砲弾を砲尾に差し込む音が響き渡った。

　頷うなずいた小隊長は、画面を睨にらみ付つけながら叫ぶ。




「小隊集中正面射……撃て！」




　次の瞬間、一二〇㎜滑かつ腔こう砲ほうから一〇式一二〇㎜装そう弾だん筒とう付つき翼よく安あん定てい徹てつ甲こう弾だんが飛び出した。

　重金属の槍やりを覆った筒は燃焼ガスに押され、全長七四八㎜の飛ひ翔しよう体を一気にマッハ五の極超音速まで加速させながら空中で分離する。

　一〇式ＡＰＦＳＤＳは、おおむね二㎞先にある厚さ六五㎝の均質圧延鋼装甲ＲＨＡを撃ち抜くだけの威力があると言われている。

　しかし今回使われているのは、通常の四四口径ではなく、五五口径に換装された砲身だ。

　一〇式戦車は拡張性・発展性を念頭に設計されているため、必要に応じ、より強力な砲身に付け替え可能なのである。

　伸張された砲身から放たれたＡＰＦＳＤＳは、人じん智ちが生み出したものでありながら、ヒトの領域をとうに超越した破壊力を有していた。

　たとえるなら、その力は北欧神話に謳うたわれた神の一撃。

　戦神オーディンが手にした聖槍グングニルは、指し示した軍勢に必勝の加護を与え、投げられた穂先は決して的を射損なうことがなかったという。

　鋼鉄の腕かいなから放たれたその弾丸は、まさにグングニルの一投そのもの。

　エサに食らい付いていたベヒーモスは、顔を上げた瞬間、オレンジ色に輝く四つの火球を見た。それは秒速一六〇〇ｍを超す裁きの光、曳えい火かを従えた神槍の雄お叫たけび。

　人工で生み出せる最重の金属と言われるタングステン合金の侵徹体が、あらゆる武器を寄せ付けなかった紫色の表皮に深々と突き刺さる。

　ドオオオオオオオオオォォォォォォオオオォォォオオォォン！

　刹那、閃せん光こうが走り、轟ごう音おんが銀座の時計台を揺るがした。

　衝撃が硬い頭蓋を吹き飛ばし、飛び散った肉片がビルの窓を突き破る。

「いまだ！　突撃にィ──進めッ[image: かんたんふ]」

　その時、異界の侵略者たちは思い知った。獣が、神に勝てるはずなかったことを。

　彼らが喧けん嘩かを吹っ掛けた相手は、己が信奉する邪神よりもはるかに恐ろしい、破壊の神々だったのだ。

　天へと噴き上がった業ごう火かは、戦慄わななく魔物たちの顔を赫あか々あかと照らしていた。




　同日　四時五十八分　総理大臣官邸本館地下一階危機管理センター

「千引の岩作戦……成功です」

　勝利の報に、「おおっ！」と歓声が沸き起こった。

　正面の大型モニタは、空洞を塞ぐタワーマンションと、銀座に崩れ落ちるベヒーモスの姿を映し出している。

　岸辺総理は静かに立ち上がり、会議室内を見回した。

「皆さん、苦しい中本当にありがとうございました。すでにお聞き及びのとおり、各所で自衛隊の反撃が始まっております。侵略者が駆逐されるのも、時間の問題でしょう」

　集まる視線を確かめ、岸辺は一旦大きく息を吐き出す。

「ですが、これで終わりではありません。多くの犠牲になった方々、失われた命。その傷が癒いやされるには、これまでの戦いよりもはるかに長い時間を要するはずです」

　モニタが映す臨海地域には、破壊と蹂じゆう躙りんの傷跡が生々しく残されていた。被害に遭った人々にとって、戦闘の勝利は一つの通過点に過ぎない。

「しかし我々日本人は、これまで幾たびも苦難や逆境から立ち上がってきました。世界でもっとも規律正しく、もっとも勤勉な日本国民は、倒れても倒れても……何度でも甦よみがえるのです！」

　拍手が会議室を包み込んだ。

　歓喜の声が円卓を震わす。

　新たな戦いに臨む彼らの顔は、決意と誇りに彩いろどられていた。







[image: エピローグ]







　払ふつ暁ぎようの静寂しじまを、タンデムローターのエンジン音がバリバリと切り裂いた。軟式球場に砂さ塵じんが舞い上がり、居並ぶ天幕が突風ではためく。

「はぁ、はぁ、はぁ……」

　迷彩服の群衆をかき分けるように、スーツ姿の明葉がグラウンドを駆けていた。

　視線の先でＣＨ‐47ＪＡチヌークのカーゴ・ランプが開き、特戦群の隊員が姿を現す。

〝ワアアアアアアアアアア[image: かんたんふ]〟

　瞬間、嵐のような歓声が明葉を圧倒した。

　鳴りやまない拍手、誇らしげに胸を張る帰還者たち。

　「剣・日の丸・鳶とび・神籬ひもろぎ・桜」を中央に配した白い群旗が翻ひるがえり、戦いを終えた勇者たちを熱い眼まな差ざしが迎える。

「す、すみません、通してください！」

　興奮する人混みを押しのけ、明葉はランプドアの前に飛び出した。

　泥や血にまみれた隊員たちの姿を目で追いかけ、環樹の姿を探す。だが、求める影は列の中に見当たらない。

　やがて黒いブレードが回転速度を落とし、カーゴ・ランプがゆっくり閉じ始めた。

「え？」

　慌てた明葉は、最後尾を歩く隊員の袖をつかむ。

「あ、あの……薮木三尉はどちらでしょうか？」

　問われた隊員はハッと表情を強こわ張ばらせ、目を逸そらした。

「薮木三尉がどうかされたのですか!?」

　腕を引っ張られた隊員は、喉の奥から絞り出すような声で答える。

「薮木三尉は、限界を超えておられ………機内で手を尽くしましたが、力及ばず……」

「え………？」

　ウソ…………。

　肩をわなわな震わせながら、明葉は隣を歩く隊員の顔を見た。

「……………」

　その隊員もまた、無言で目を伏せ、無念そうに首を振る。

　暗く沈んだ面差しは、明らかに一番知りたくなかった事実を告げている。

「そ、そんな……どうして………？　間に合ったんじゃ、なかったの………？」

　髪を振り乱し、明葉はダッと駆け出した。向かう先は野戦病院だ。

　何かの間違いかもしれない。この目で確かめるまでは、まだ……!!

　宿営地を一気に横切り、業務用天幕へ──。

「薮木さん！　薮木さんはいませんか!?」

　衛生科の隊員たちが、怪け訝げんそうな面持ちで振り返った。

　一いち縷るの望みをかけて患者の間を駆け回るが、いくら探しても、環樹の姿は見当たらない。

「薮木……さん…………」

　野戦病院を出た明葉は、絡からまった草に足を取られ、バタリと倒れ込んだ。

　芝が舞い上がり、湿った土がスーツを汚す。

　遺体安置所へ行けば、黒いトリアージタッグの付いた遺体袋がすぐに見付かるだろう。そこにはまだ乾き切っていない油性ペンで「薮木環樹」と書かれているはずだ。

　しかし、明葉はどうしてもそこへ向かう気になれなかった。

　行ってしまえば、悪夢が事実として確定してしまう。

（昨日の夜も、薮木さん、道路に倒れて泣いていたな……）

　いまなら彼の気持ちが少しは分かる。

　残された者の悲しみは、こうしてリレーのように受け継がれていくのだ。

「う……うぅ………ぅぁぁあぁああぁぁぁ！」

　そばを通りかかった隊員が、チラリと明葉の背中を一いち瞥べつして通り過ぎた。無関心なのではない。彼女のように泣いている者が、あまりに多いのだ。

　勝利を祝う拍手の陰で、至るところからすすり泣きが聞こえてくる。

　噴水のそば、建物の裏、銀杏並木の背後。

　悲しんでいる人なんて珍しくない。これが戦争というものなのだ。

「環樹さん……環樹さん………!!」

　涙で頰を濡ぬらしながら、明葉は大切な人の名を何度も何度も叫んだ。

　それが奇跡をもたらすと信じているかのように。

「──呼んだ？」

「え？」

　聞き覚えのある声に、明葉はハッと顔を上げた。

　すぐそばの仮設トイレで、垂れ目がちな男が濡れた手をズボンにこすり付けている。

「やあ、明葉ちゃん。ただいま」

「薮木……さん？」

「いやあ、腹がヤバ過ぎてマジで限界超えちゃったよ。もらったビーフジャーキーが古くてさ。ダッシュで降ろしてもらったけど、ヘリの中で空包どころか実弾を発射しかけて……って、明葉ちゃんどうしたの!?」

　駆け寄ってきた環樹が、明葉の身体からだに付いた芝をポンポンと払いのけた。

「あーあー、こんなに汚れちゃって。転んじゃった？」

　昨夜ゆうべ、環樹に触れられた時の感覚を思い出した。

　温かくて、大きな手の平。

　この温ぬくもり、たしかにあの時の………。

「薮木さん[image: かんたんふ]」

　明葉はガバッと環樹に飛び付いた。

「うお!?　ど、どうしたの!?　さっきから様子がおかしいよ!?」

「隊員さんから、薮木さんに何かあったと聞いて……わたし、すごく心配して……!!」

「隊員から？」

　後に土方二曹と首藤三曹が得意げな顔で話した内容は、こうだ。

〝到着の際、内局職員に薮木三尉の現在地を詰きつ問もんされたのですが、トイレへ全力ダッシュしたと申し上げるわけにはいかず、こちらのほうでうまく誤魔化しておきました〟

　環樹は特戦群隊員にドラゴンスリーパーホールドを極きめた男として知られることになるのだが、それはまた別の話である。

「何だか分からないけど俺のことなら心配いらないよ。このとおり、ピンピンしてるさ」

　ムカデの毒も、ヘリの中ですっかり抜けてしまった。どうやら短時間しか効果のないものだったらしい。

「薮木さん……本当にご無事だったんですね。良かった……。せっかくご用意したプレゼントが無駄にならず済みました」

「プレゼント？」

「はい。そろそろ到着すると思うのですが……」

　環樹が振り返ると、テニスコートのほうから駆けてくる小さな影が見えた。

　影は手を振りながら、元気な声で叫ぶ。

「お父さぁ────ん[image: かんたんふ]」

　あれは……まさか………。

「花音[image: かんたんふぎもんふ]」

　懐なつかしい笑顔が視界いっぱいに広がる。心なしか、娘の顔は少し大人びたように見える。

「お父さん！」「花音！」

　感極まった二人は、広場の真ん中で固く抱擁した──かに見えたが、あと少しというところで、花音はなぜかピタリと脚を止めた。

「ちょ、ちょっと……お父さん……それ、何やってんの!?」

「へ？　何って、何のこと……？」

　花音の指は、環樹に抱き付く明葉を差している。

「無事に帰ってきたと思ったらいきなりセクハラしてるなんて、あり得ないんだけど！」

　ようやく事態を察した環樹は、遅まきながら慌てて明葉を引き剝がした。

「バ、馬鹿言うな！　セクハラなんて、俺がそんなことするわけないだろ！」

「けど、動かぬ証拠が──」

　言い争う二人の間へ、どこかむっとした表情の明葉が身を割り込ませる。

「お嬢さん、落ち着いてください。あなたは少し勘違いをなさっています」

　三白眼から放たれる鋭い威圧感に、花音はビクリと肩をすくめた。

「あ……す、すみません。そうですよね、いくら何でも父が誰彼構わずセクハラなんて──」

「そうです。お父さんがこんなことをなさるのは、わたしに対してだけです」

「～～～お父さんッ[image: かんたんふ]」

　白目を剝むきかけた顔で、環樹は空を見上げた。

　……今夜は家族会議か。

　花音の拳を無防備な腹で受け止める環樹、その脇を一台のストレッチャーが通り過ぎる。

「小隊長、野戦病院の前で騒ぐのはマナー違反ですよ」

　聞き慣れた声に振り返った環樹は、瞼まぶたの裏に熱い涙を滲にじませた。

「お、小野田さん……無事だったんですね！」

「ぜんぜん無事じゃありませんよ。おかげでこれから病院に搬送です」

　担架の上で、元上官がニヤリと口くちの端はを持ち上げる。

　得意の皮肉は健在だ。どうやら命に別状はないらしい。

　小野田は肩を揺すり、花音のほうへ視線を向けた。

「君が、小隊長のお嬢さんだね」

「は、はい」

「いろいろ一人でつらい思いをしただろう。大変だったと思う。しかし、どうか胸を張ってほしい。君のお父さんは……この日本を守ってくれたんだから」

「お父さんが……日本を」

「ああ。教科書には名前も載らないし、新聞やテレビに取り上げられることもないだろう。けどね、君のお父さんみたいな人が、これまでも、これからも、日本を守っていくんだ。君のお父さんは……世界一の小隊長だよ」

「は……はい！」

　目尻を細めた小野田は、再び環樹へと視線を戻した。そして、静かに微笑ほほえむ。

「小隊長……あの時助けてくださって、本当にありがとうございました」

「小野田さん……。俺も、小野田さんに助けてもらったこと、感謝してます」

　東の空に太陽が輝き、曙しよ光こうが緑の広場へ差し込む。

　明葉のポケットで、不意に携帯電話が震えた。

「もしもし……え!?　お父さん!?」

　夕に沈んだ太陽は、朝に再び甦よみがえる。

　日本の国旗の真ん中に堂々と描かれた赤丸は、昇る太陽だ。

　清せい澄ちような空気を貫いた黄金こがね色の光は、日本を守る戦士たちの顔を、寿ことほぐように照らしていた。
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